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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　強くなるための足あし掛がかり






　十二月二十六日──クリスマスムードも抜ぬけきらないままに世間の関心が正月へと向かい始めるそんな日のこと。

　富山県は呉くれ羽は山やま、その隅すみっこに建つ、次元狭界管理機構──通つう称しよう、『ホワイトキャンバス』富山支部。かつて富山県立図書館だった建物を修しゆう繕ぜん・増築した、平たい屋根の大きな建物の中を、俺たちは歩いていた。

「……今度こそ、絶対に負けませんから。見ててくださいね、笹ささ宮みや先せん輩ぱい」

　隣となりを歩く、ミニスカートにスパッツを合わせた少女の制服──白を基調としたジャケットの、真新しい胸章には『Ⅱ』の数字。二級イレイザーを示す数字だ。

　ついこの前まで最下層の三級イレイザーだった、昇しよう級きゆうしたての口くち原はら琴こと音ねがそう言って、彼女専用の武器──通常の倍近い長さのビニール傘がさをぎゅっと握にぎった。歩くリズムに合わせて、青みがかった黒くろ髪かみをまとめたサイドテールと、腰こしから下げた簡易兵装の剣けんの鞘さやがぴこぴこ動く。

「意気込むのはいいけど、油断するなよ？　口原」

「も、もちろんですよ！」

　元気よく返事をする。まあもとより油断できる性格じゃないから、その辺はあまり心配してもいないけど。

　しかしながら、今日の口原は随ずい分ぶん明るい気がする。普ふ段だんはもうちょっとネガティブな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていることが多いというのに。表情も、心なし晴れやかかもしれない。

　やっぱ昇級できたことが嬉うれしいのかね？

　──会話をしながら俺たちが向かう先は、訓練棟とう。

　有事の際にはシェルターにもなる、強化材質で設計・構築されている訓練棟は、普段は文字通りにホワキャンの戦せん闘とう員──イレイザーの訓練場として使用されている。

　しかし、この日ばかりは少々様子が違ちがっていた。明らかに訓練目的ではない連中が、俺たちを見るなりひそひそと小声で話していたから。

　その理由にも、心当たりはあるんだけどな。

「……前も思ったけど誰だれが情報広めてるんだろうな？　お前と水みな瀬せの再決けつ闘とうなんて」

　──本部・全支部含ふくめて百人前後しかいない精せい鋭えい、一級イレイザー。その中でもトップクラスの実力者である水瀬と、実力的には底辺である口原の決闘。

　本来一週間前に行われるはずだったその決闘は、始まる直前に大事件が発生したため、延期となってしまっていたのだ。

　四年半前、日本に壊かい滅めつ的被ひ害がいをもたらした、二次元より襲しゆう来らいするグラフと呼ばれる怪かい物ぶつたちが、三次元へとやってくるために通る空間──その形状から災さい厄やくの卵とも称しようされる二・五次元狭界、セカンドハーフ。

　基本的に同時出現すること自体稀まれなそのセカンドハーフが、あろうことか五十個以上同時に出現するという洒落しやれにならない事態が発生。おまけにその中心には平均の三倍以上の大きさを誇ほこる、一キロ級のセカンドハーフまで出現した。

　これだけの事件が起これば、そりゃ決闘どころじゃない。

　で、その仕切り直しが今日行われるという話なのだが──

「そ、そうですよね……あたしも新にい奈なとかに話したぐらいなんですけど」

　人の口に戸は立てられないとか、囁ささやき千里とか、なるほどよく言ったもんだよな。とはいえ、水瀬の側が周りに言いふらしていないとも限らないんだけど。

「まあ、気負いすぎずに頑がん張ばればいいさ」

「は、はい！」

　気負いすぎるなと言ったばかりなのに、随分と気合の入った返事をしてくれた。

　……こりゃ駄だ目めかもしれんな。

　苦笑いしそうになるのを堪こらえていると、口原が切せつ羽ぱ詰つまったような顔で爆ばく弾だん発言をした。

「負けるわけにはいきません……だって笹宮先輩の命がかかっていますから！」

「ちょっと待て、いつの間にそんな大おお事ごとになったんだ」

　──何を隠かくそう、水瀬と口原の決闘を取りつけたのは他ならぬ俺なのだけれど、その際に水瀬と一つの約束をしてしまったのだ。

　すなわち、水瀬が口原に勝ったら、俺がなんでも言うことを一つ聞くと。

　……なんでそうなったかを説明しようとすると長くなるので、ここでは割かつ愛あい。色々と理由があったんだってば。

　しかしながら、俺の質問に口原は一息に答えた。

「だって水瀬先輩ですよ!?」

　悲しいかな、その言葉には無む駄だに説得力があった。

　俺の同期でもある水瀬は、外見こそ完かん璧ぺきに近い美少女だが性格の方は最悪に近い。天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんを地で行く超ちよう傲ごう慢まんな金きん髪ぱつクォーターだ。ちなみに俺とはあんまり仲がよろしくない。……俺以外ともそんなに仲良くないけども。

　場合によってはそんな奴やつの言うことを一つ、なんでも、聞かなきゃいけないわけで、今となっては軽けい率そつな約束をしちまったもんだと思わざるを得ない。

　まあ何を言っても後の祭りだし。よっぽどのことでもない限り命令には従うつもりじゃあるが。少なくとも、反ほ故ごにするという考えは俺にはなかった。

　約束は、ちゃんと守らないとな。

「──ふん、随分と好き放題言ってくれるな」

　後ろから、明らかに不ふ機き嫌げんそうな声こわ音ね。口原がぎくりと足を止めた。

　俺も足を止めて振ふり向けば、腰まで届くさらっさらの金髪を持つ女子がそこにいた。強気に吊つり上がるブラウンの瞳ひとみ、透とう明めい感のある白い肌はだ。ミニスカートから伸のびる脚あしは長く、抜ばつ群ぐんのプロポーションを誇る美少女。

　黙だまっていれば誰もが振り向くこいつの胸章には『Ⅰ』の数字。

　件くだんの一級イレイザー、水瀬である。

「み、水瀬先輩……」

　自分のセリフを聞かれて気まずいのか、口原が不安げに呟つぶやき、

「よう水風船、こんなところで奇き遇ぐうだな」

　俺が言った瞬しゆん間かん、距きよ離りを詰つめた水瀬が俺の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。

「誰が水風船だ誰が！　貴様というやつはほんっとうに腹立たしいな笹宮！　私をその名で呼ぶなと何度言ったらわかるんだ！」

　ちなみにこいつは本名、水瀬羽ば流る雲うん。水風船っていうのは、それをもじったあだ名だ。

「お前の反応がよすぎてついつい」

「私を呼ぶときは水瀬かルンちゃんと呼べと言っているだろう！」

　……こいつ、まだルンちゃんって呼ばせようとしてんのか……？　相変わらずないわあ、と内心引きながら口を開く。

「わかったわかった、悪かったよ水瀬」

　俺が宥なだめてようやく胸倉から手を離はなしてもらえた。……水瀬のこめかみがひくついているあたり、溜りゆう飲いんが下がったわけではなさそうだけれど。

「大体、奇遇も何も集合場所が訓練ホールなのだから、この廊ろう下かを通るのは当然だろう」

「それもそうか」

　訓練棟の一階と二階をぶち抜いて作られている巨きよ大だいな訓練ホール。そこが俺の指定した口原と水瀬の決闘場だ。

「それにしても、貴様ら私を一体何だと思っているんだ。命がかかっているだのなんだの……そこまで理り不ふ尽じんな奴に見えるのか私が」

「見える」

「…………」

　あ、水瀬がイラッとした。握り拳こぶしをぷるぷるさせてるから間ま違ちがいない。

「ふん……まあいいだろう。今日こそは口原と決着をつけ、貴様、に……」

　なぜかそこで口を閉とざして、不機嫌そうな空気を出したのち、会話をぶった切って先へと歩き始めた。

　おいおい、一体何を命令するつもりなんだ……？

「み、水瀬先輩！」

　口原が呼びかける。水瀬は止まらない。

「今日は、負けません！」

「そのセリフは聞き飽あきた。そして──」

　キュッ、と床ゆかが鳴る。金髪をふわりと揺ゆらして、スカートの裾すそを翻ひるがえし、鋭するどい眼光と共に奴は言い放つ。

「私も、何も学習しないほど馬ば鹿かでも間ま抜ぬけでもないぞ、口原」

　俺は、そんな水瀬の表情に素す直なおに驚おどろいた。

　あの傲ごう慢まんなキャラが売りの水瀬が、余よ裕ゆうこそ崩くずさないままに、全く油断をせずに口原を見ていたのだから。

「……っ」

　もう一度踵きびすを返して先へと歩き去る水瀬の背を、口原が緊きん張ちようした面おも持もちで見つめ続けている。

　そんな二人の様子を見て、これは駄目かもしれないなあ、と素直に思った。

　水瀬の強さはよく知ってる。それゆえの傲慢さから生まれる隙すきをつくことが、口原が水瀬に勝つほぼ唯ゆい一いつの手段だったのだけれど──いまはその傲慢さもちょっとばかりナリを潜ひそめているようで、どうやら水瀬に隙はない。

　それに、もう一つ。あいつが腰から下げている、口原と同じタイプの簡易兵装の剣。

　以前は装備してなかったはずだけど、これはつまり──

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　今日まで一週間、ちゃんと作戦も立てましたもんね？」

　口原は縋すがるように言ってきたが、俺は無言で微び笑しようを返しただけだった。

　その意味に気づいてか、口原は肩かたを落としてどんよりとした雰囲気を醸かもし出す。ああ、いつもの状態に戻もどっちまった。

　しょうがないなと俺は口原の背中を叩たたいた。

「口原からすれば賭かけの対象が俺になってるから、多少気き兼がねするのかもしれないけどな。あんまり気にすんな。あいつもそこまで無茶苦茶な命令はしないだろうさ」

「で、でも……」

「やれるだけやってこい、勝っても負けても得るものはあるからさ」

「……笹宮先せん輩ぱい」

　少しずつ口原の顔に明るさが戻ってくる。

　よしよし、じゃあ最後にプレッシャーを取とっ払ぱらうための一言を贈おくろうか。

「それにあれだ、口原みたいなポンコツが、水瀬の本気にまだ敵かなうわけないだろ？」

「…………」

　あれ、口原が涙なみだ目めになった。

　言葉のチョイスをミスったかな……？　まだまだ伸びしろがあるって褒ほめたつもりだったんだけど……。

　頭を搔かきながら、ふと窓から外を眺ながめる。

　奇き妙みようなほど静かな外には、灰色の空からゆっくりと落ちる白い粒つぶ。

　昨日降り始めたばかりだというのに、外には既すでに二十センチほど雪が積もっていた。

　　　　◆◆◆

　寒い！

　俺──基もと羽ばね円えん治じは体を震ふるわせながら、自分のチームメイトとの集合場所を目指して、支部の中を歩く。口に咥くわえた火の点ついてない煙草たばこも、上へ下へと忙せわしなく動いている。

　ちらっと外を見れば、昨晩から積もり積もった雪景色。たった一晩でこれだもんな……富山の雪って絶対なんかおかしいぞ。

　向かう途と中ちゆうで結構な人数とすれ違ちがった。妙みように人が多いと思ったら、すれ違うやつらからは水瀬だの決けつ闘とうだのという単語が聞き取れた。

　そういや噂うわさで聞いたな、一級イレイザーの水瀬と三級の誰だれかが決闘するって。勝負にならねぇだろそれ……そんな勝負を申し込んだのはどこの馬鹿なんだかねぇ。

　そう思いながら、エントランスホールへたどり着く。自じ販はん機きやテーブル・椅い子すが置いてあるこの場所で待ち合わせてるんだが──お、いたいた。

「だから、もうちょっと香かおりは後ろに下がって──」

「──でも純じゆんちゃん、危ないよ？　大丈夫、わたしに任せてよ！」

「いや、だからさ──」

　──見つけたはいいものの、なにやら言い合っているらしい。普ふ段だん仲のいいあいつらにしては珍めずらしいな。その言い合いが止まる頃ころ合あいを見計らって、俺は二人に声をかける。

「ようお前ら。痴ち話わ喧げん嘩かなんて珍しいじゃねーか」

「……別に、私たちは喧嘩をしていたわけじゃ……」

　変わった喋しやべり方で俺にそう言ってきたのは、籠かご目め純。キャスケット帽ぼうにコート、ズボンを身に着けているが、余っているらしいコートの袖そでは折り曲げられている。

「あ、基羽さん。こんにちはー」

「おう」

　一方、普ふ通つうに挨あい拶さつしてきたのは織おり倉くら香。ショートボブに、女子の制服であるジャケット、そして冬場は見ているだけでも冷えそうなミニスカートといった出いで立ち。タイツすら履はかずに普通にソックスだから、生なま足あしは見ていて尚なお更さら寒い。

　二人とも、胸章には『Ⅱ』の数字。俺と同じ二級イレイザーである。

「で、どうしたんだよお前ら。普段仲いいのによ」

「それがですねー、純ちゃんが」

「いや、それはいいから、香」

　遮さえぎるように籠目が言葉を挟はさみ、キャスケット帽の下から俺へと目を向けてくる。

「そんなことより、いきなり私たちを呼びだした理由の方を訊きいても？」

「あぁ──それなんだけどな」

　俺は咥えていた煙草に、ポケットから取り出したライターで火を点けて、吸う。

「っふ、げほっ、げほ！　ぅぇっふ！」

　瞬間、激しくむせた。……肺が……っ。

「だ、大丈夫ですか？　人工呼吸いりますか？」

「……問題ねぇよ。げほっ」

　むー、と唇くちびる突つき出す織倉のアホ面づらを手で押し返しながら、今度はゆっくり、少し吸う。

　……もうちょっと考えてから行動に移してほしいもんだがな……天てん真しん爛らん漫まんというか、純じゆん粋すいが過ぎるというか……行動するまでの過程に思考がないんだろうな、織倉は。

　そういう意味じゃあ、色々と不安な奴なんだが。

「げふっ……あぁ、まっず」

　堪こらえ切れずに少しだけ咳せき込んでしまい、口の端はしから紫し煙えんが漏もれた。

「毎度のことですけど、そんなに苦手なら吸わなければいいじゃないですか」

「……気にすんな。けほっ、それで、えーとなんだっけか」

「わたしたちを呼びだした理由ですよー」

「あぁ。そうそう、そうだった」

　ようやく落ち着いてきた呼吸を整え、ふぅーっと煙けむりを吐はき出して、籠目を見る。

「知り合いから情報を貰もらってな。籠目──お前、もしかしたら強くなれるかもしれないぞ？」

「……っ!?」

　籠目の目が驚きに見開かれる。

「なんでも、笹宮がしょっぼいグラフィティ持ってる三級イレイザーを、二級イレイザーに昇しよう格かくできる程度には育て上げたって話でな──」

　笹宮という単語に一いつ瞬しゆん眉まゆを動かしたが、俺の言葉を一言一句聞き漏らすまいと、籠目は前のめりに俺の話に聞き入り、先を促うながしてくる。

　多少がっつくのも、まあ仕方ねぇかな。

　──籠目純。

　異次元ならぬ二次元から襲しゆう来らいする怪かい物ぶつ、グラフ──そのグラフと戦うためのグラフの能力、グラフィティ。イレイザーはそれを使ってグラフと対たい峙じするわけだが、とある事情からそれが弱体化してしまい、戦せん闘とうでは役に立てなくなってしまった二級イレイザー。

　それでもなお籠目が力を求める理由は、単純だ。

　グラフを、殺すためである。








第一章　第二グラフィティ取得実験






　俺──笹ささ宮みや銀しろがねは、弱いものがこの上なく好きだ。

　正確に言えば、弱い能力をうまいこと工く夫ふうして強敵に勝つこと──一見使い道のない、この上なくしょっぱい能力であるならなおのこと良い。最高と言っても過言じゃない。

　ホワイトキャンバスに入る前も、そして今も、その手の話──主に弱い主人公物のラノベや漫まん画がを好んで読んでいる。

　そんな作品の主人公みたいに、俺もなってみたかった。

　そういう思いが特に強かった中学生の時に、設立されたのがこのホワイトキャンバス──グラフという怪物と戦うための組織。

　おおよそフィクションとしか思えない、しかし間違いのない現実に俺は当然心こころ惹ひかれて、中学卒業と同時にこの組織へ入団した。

　が──結果として手に入れた能力は、とんでもない力を誇ほこるグラフィティ〈七式セブンス・アクター〉。

　そのぶち抜ぬけた能力を理由に、俺はグラフィティを手に入れてからたったの三日で今の地位に据すえられてしまった。

　当時二人しかいなかった、一級よりもさらに上位階級の特級イレイザー。

　並びに、ホワイトキャンバス富山支部防衛室『室長』。

　弱い能力を使って仲間と共にグラフに勝ち、少しずつ上へと上のぼり詰つめるという俺の夢は、通常と真逆の方向で潰ついえてしまった。

　しかし、そんな俺に天てん啓けいが訪おとずれた。

　上り詰めてしまったものは仕方がない──逆に、自分じゃなくても、弱い能力を持つ連中はこの組織にごまんといる、と！

　そいつらを鍛きたえ上げれば、ホワイトキャンバスの戦力底上げにも繫つながる、そして俺も満足できるという一石二鳥の妙みよう案あんだった。

　そこでまずは、サンプルとして一人の三級イレイザーに白羽の矢を立てた。

　それが、第七期最さい優ゆう秀しゆう訓練生、口くち原はら琴こと音ね。

『物質を三センチ弾はじき飛ばす』という、一見なかなかに使い道のなさそうなグラフィティを持つ雑魚ざこそのものだった──

　　　　◇◇◇

　──が、やっぱり駄だ目めだった。

「……ま、気を落とすなよ、口原。正直俺から見ても厳しい戦いじゃあったんだからさ」

「……笹宮先輩……」

　肩かたを落として廊ろう下かを歩く、普段の倍のどんよりオーラを漂ただよわせる口原に肩を竦すくめた。

　──水みな瀬せと口原の決闘はついさっき終しゆう了りようした。

　結果は口原の敗北──戦闘内容も、善戦というにはちょっと劣おとる負け方をした。

　最初の方は互ご角かくだったんだけどな。口原が水瀬の攻こう撃げきを防ぎながら、裏を取る場面もあったし。跳とんで逃にげて、浮ういたところを、雨の弾だん丸がん──水瀬のグラフィティ〈天水創造レイニーワークス〉で狙ねらわれた口原が、傘かさとグラフィティを使って凌しのいだ場面では場内のギャラリーが騒そう然ぜんとしたもんだ。

　それでも事前に立てた作戦を尽ことごとく返され、最終的には雨雲を目め隠かくしに使われて、水瀬の姿を見失った直後に、死角である背後から剣けんを突つき付けられて、チェックメイト。

　まあ、波状攻撃ができる水瀬の〈天水創造レイニーワークス〉と口原の〈三弾銃アブソリユート・ロア〉じゃ相あい性しようはあんまりよくない。それを考えると、ボロ負けとかじゃないだけマシだと思うんだけどな。

「そうだよ、琴ちゃんだって頑がん張ばったんだから、そんなに落ち込まないでもいいじゃない」

　口原をそう慰なぐさめるのは、ふわっふわの栗くり色いろの髪かみを持つ女子。おっとりとした雰ふん囲い気きと柔やわらかい笑え顔がお、しかし時折とんでもない毒を吐く二級イレイザー、平ひら上かみ新にい奈なだ。

「でもよ、実際笹宮から見てどんなもんだったんだ？　口原の勝率って」

　俺に訊たずねてきたのは、室内とはいえ雪が降るほど寒いのに、ジャケットの袖を肘ひじまでまくり上げた大おお柄がらな男子。

　肘から先の腕うでは当然、服を着ていても筋肉で引ひき締しまっているのがわかるほどの肉体派。水瀬と同じ一級イレイザー、飛鳥あすか壱いち彦ひこさん。

　二人は共に口原のチームメイト──正しくは、口原と平上が、飛鳥さんがリーダーであるチームの構成員という形になるが。ここに封ふう印いん班の年上ロリ、朝あさ森もり雪ゆき子こさんがいれば勢ぞろいなのだけれど、生あい憎にくと団体行動の苦手な人らしく、今日も別行動だ。

「そうですね……三パーセントぐらいですかね」

「低っ」

　ぐさぐさっと隣となりから聞こえた気がしたが、気のせいだろう。

「そんなに低かったんですか？」

　意外そうな平上の問いに俺は頷うなずく。

「ああ、一週間前の時点なら、俺の見立てじゃ六十パーは勝率あったと思うんだけど──水瀬が油断しきってたこととか、口原のグラフィティの真価を知らないとかでさ」

　初手で口原が水瀬の攻撃を防ぎ、水瀬が驚きよう愕がくした隙すきをついて押さえ込むというのが一週間前の決けつ闘とうで使うはずだった作戦だ。

　が、その決闘開始直前で、五十以上のセカンドハーフが同時出現するという例の大事件が発生した。

　事と次し第だいによっては、冗じよう談だん抜ぬきで日本全国を巻き込みかねない事態に発展しかかったその大事件において、口原と水瀬は共きよう闘とうした。口原が自分のグラフィティについて水瀬に喋しやべっていないとしても、何ができるのかは知られてしまっただろう。

　それよりなにより──

「今回、水瀬の奴やつ全く油断してなかったからなぁ……」

　傲ごう慢まんではあった。自信満々でもあった。

　それでも、今日のあいつに油断は見られなかったのだ。こっちが立てた作戦で攻撃を躱かわされたとき、驚おどろきはしてもその後の対処行動への移行は見事としか言いようがなかった。

　あれは、冷静じゃないとできない動きだった──すなわち。

「水瀬の奴もこの間の事件で、何か思うところがあったってことなのかね？」

　──気にかかったとすれば、あいつが口原との決闘で、詰めに使った簡易兵装の剣。イレイザーなら、申しん請せいすればだれでも装備できるが、強力なグラフィティを持つイレイザーが装備することは稀まれだ。理由は、単純に荷物になるからだろう。俺なんかは、グラフィティ自体が剣だから持つ必要を感じないんだけど。

　まあ、その例に漏れず、水瀬も以前は装備してなかった──つまり、万が一にも接近戦になることはあり得ないと思っていたんだろう。そんなあいつが、わざわざ接近戦用の装備を身に着けてきたということは……。

　危機にさらされて、精神面で成長したということだろうか。だとすれば、末すえ恐おそろしい話ではあるな。

「……なんにしても、あいつがああも本気で掛かかってきたんじゃ、さすがに勝ち目は薄うすいな。金魚すくいの紙より薄いぞ」

「ははっ、じゃあその金魚すくいの紙は見事に破られたってわけだな。水瀬だけに」

「壱彦くん、うまいこと言ったつもりなの？　そんなしょうもないことよく笑え顔がおで言えるよねー」

「……相変わらずキッツいなー、新奈ちゃん」

　ちなみにこの二人、親しげなのは幼おさな馴な染じみだからであるらしい。平上の姉と飛鳥さんが同い年らしくて、三人でよく遊んでいたのだとか。とはいえ、毒を吐かれて苦笑いしているというこの状じよう況きようを親しげと見るかは、人次第だと思うけど。

「んー、まあだから、口原が負けたのは、悪いけどそんなに驚いてないんだよな」

「…………」

「笹宮室長、もうちょっと琴ちゃんのこと気き遣づかって発言してください。泣きそうになってるじゃないですか」

「ちょっ、新奈。いいってそんなこと言わなくて……」

　平上が口原の肩を摑つかんで俺の方へ向かせる。目を逸そらした口原の目の端はしに涙なみだが溜たまっているのを見て、さすがにバツが悪くなった。

「あー……別に負けるのが悪いって言ってるわけじゃなくってさ。口原だって、ちゃんと作戦通りに動けてたじゃん。練習の通りに動ける奴ってなかなかいないし、そこはいい点だったと思うぞ」

「ぅ……あ、ありがとうございます」

　そう口原は呟つぶやいて、俺に背を向けて目を拭ぬぐう動作。それを見ていた平上はといえば、

「なんで最初からそう言ってあげないんですか？　まったくもう、笹宮室長ってばアメをあげるのが遅おそすぎるんですよ」

「……お前は人に対してムチしか振ふるってないけどな？」

　俺がそう言うと、平上はおっとりした笑顔のままに豊かな胸を張ってこう言った。

「何か問題でも？」

「自覚してなおムチ振るってるのは大問題だと思うけどな……じゃなくってさ、だから不気味だったのは水瀬の要求なんだよなー」

　ぴく、と口原が肩を揺ゆらした。

　勝者の景品、賭かけの対象。俺は水瀬の言うことを一つ、なんでも聞かなくちゃいけなかったわけだけど──水瀬の発言はこうだった。

『……景品は、保留だ。改めて貴様に言いに行く』

　想定外というなら、まさにそれこそ想定外だった。

　てっきり、死ねとかなんとか──は、さすがにないにしても、『全力で仕事をしろ』ぐらいは言いそうなもんだったけどな。

　水瀬が俺のことを嫌きらいなのは、弱い能力を求めて訓練中に手を抜いていたのと、室長になってからも大して働いてない俺が鼻についたからなんだろうし。

　やれやれ、あいつは一体何を企たくらんでいるのやら。

「うーん、それにしてもグラフィティ入れ替かえられたら、琴ちゃんみたいに能力の強弱で困る人も減ると思うんですけどねー」

　平上が、出し抜けにそんなことを言う。

「まったくだ、それができれば俺も〈七式セブンス・アクター〉を他の奴に譲ゆずってたんだけど」

「そんなこと言ってるから笹宮室長は嫌われるんですよ。自覚あります？」

「……なくはないけどな。平上ももうちょっと歯に衣きぬ着せればいいと思わねえ？」

「笹宮室長にだけは言われたくありませんー」

　もうヤダこいつマジ怖こわい。

　口で勝てる気がしないからこの会話は流そうと思っていると、口原が小さく呟いた。

「確かに、この間までは入れ替えられたらって思ってたけど……今となっては、そんなこと言えないなあ」

「へぇ、そりゃまたどうして？」

「え、あ……っ」

　しまった、と言わんばかりの表情で狼狽うろたえて、頰ほおをやや紅潮させて口原がそっぽを向く。

「い、いえ、そんな大した理由じゃないです、けど」

「？　そうか」

　口原の真意を測りかねたが、本人がそう言っているのに突っ込こむのもなあ、と思った俺は納なつ得とくすることにした。はぁ、と平上がため息をついたらしいが、一体何に対してのため息だったのかも、俺にはやはり測りかねた。

「入れ替えるのは無理でもよ、グラフィティってもう一個手に入れられたりしねえのか？」

　飛鳥さんが思いついたように疑問を口にすると、口原と平上はきょとんとした顔をした。

「あー、それ、無理なんですよね」

「なんでだ？　もう一冊禁書を手に取ったら能力を使えるようになったりしねえの？」

　禁書とは、絵や文章といった形で、グラフを封ふうじた本のことを指す。これを人が読むことで、封じられたグラフの能力、『グラフィティ』を得ることができるわけだが──

　俺の返事に首を傾かしげた飛鳥さんに、口原が訊ねる。

「……壱彦先輩、知らないんですか？」

「知らない？　何を」

「『第二グラフィティ取得実験』って、聞いたことない？」

　平上の言葉に、しばし考え込むように首を捻ひねり、

「あ、そういやそんなのあったかもしれねえな。なんか募ぼ集しゆうしてたやつ」

　そうか、飛鳥さんからすればそんな認にん識しきなのか。当時結構話題に上ってたはずなんだけど──あるいは、飛鳥さんがよほど興味を持っていなかったか。どちらかといえば後者だろうけど。

「それがどうかしたのか？」

「その実験なんですけど、実は──」

　と、俺が言いかけたところで、ポケットの中のケータイがバイブレーション。

　表面には、『中なか滝たきさん』の文字が浮うかんでいた。

「はい、どうしました？　わざわざ電話までしてくるなんて珍めずらしいですね？」

『チッ』

　返事は舌打ちだった。しまった、思わず敬語を使ってしまった。

　室長である俺の秘書、中滝さんは俺より年上──現在二十歳はたちだけれど、立場は一応俺の部下ということになる。その関係性を中滝さんは重んじているようで、俺に敬語を使うなと強要してくるのだ。……タメ口強要っていうのもどうかとは思うけれども。

　で、うっかり敬語を使うと、目の前にいる時には睨にらまれて、今みたいに電話越ごしでは舌打ちが返ってくる。

「……ごめん、何かあった？」

『笹宮室長にお客様です。急がなくてもいいと先方は仰おつしやっていますが、念のために』

「分かった、いま戻もどるよ」

　通信終しゆう了りよう。

「ごめん、なんか人が待ってるみたいだから、俺行くわ」

「分かりました。あ、訓練はどうしましょう？」

「今日は水瀬とドンパチやったし、休みでいいよ。ゆっくりしてな」

「明日あしたはやりますよね？」

「もちろん。いつもの場所に集合な」

　そう口原に伝えて、俺はその場を後にした。

　部屋へと向かう道中、俺を訊たずねてきたという人物について思考を巡めぐらせてみたものの、結局思い当たる人物は出てこなかった。

　　　　◇◇◇

　──予想外なことに。

　笹宮室で待っていたのは、見覚えのある顔だった。

「やっほー、ささみー」

「…………」

　来訪者である二人の内の一人は、部屋へ帰ってきた俺を見るなり、無む邪じや気きに笑って手を振ってきた。口の端はしから覗のぞく八や重え歯ばが人ひと懐なつっこさを思わせる。

　対照的に、俺と同じタイプのコートを着こんだもう一人は押し黙だまっている。飛行船みたいに膨ふくらんだキャスケット帽ぼうの下の無表情は、どちらかといえば不ふ機き嫌げん寄りだろうな。

「久しぶりだな──織おり倉くら、籠かご目め。どうしたんだよ、急に」

　彼女たちは、富山支部所属の第五期生──そう、俺と同期のイレイザーだ。

　無邪気な方が織倉香かおり。天てん真しん爛らん漫まん……な、奴やつ……だな。同い年とは思えないぐらい内面がちょっと子供っぽい。突とつ拍ぴよう子しもない言動とかな。

　キャスケット帽の方が籠目純じゆん。ちょっと変わった話し方をする奴で、そういう意味では変に目立っていたような気がする。それに関しちゃ人のことは言えないけど。

　二人の胸章には『Ⅱ』の数字──二級イレイザーを示すものだ。

「──実はさ、ささみー」

　織倉が言いかけたところで、籠目が手でそれを制した。一歩前に出た籠目が、半ばすがるような目で俺を見て、口を開く。

「──君が、弱いイレイザーを強くしようとしている、という話を聞いてきたんだよ」

　少し芝しば居いがかった口調で発せられた言葉に、俺の眉まゆが跳はねた。その言葉の真意を訊ねるよりも先に、疑問が浮かぶ。

「……それ、誰だれに聞いたんだ？　雑魚ざこ強化プログラムのことはまだ発表もしてないはずなんだけど」

「私たちのリーダーに教えてもらったのだけれど」
















「お前らのとこのリーダーって……基もと羽ばねさん、だったか」

　その名前を口にすると、ほんの少しばかり、口の中に苦いものがこみ上げた。

　──俺がそうまで気にすることでもないと、頭では分かっているけれども。

「そうそう、基羽円えん治じさんね。で、基羽さんは心こころ明日香あすかさんに聞いたって言ってたよ」

「こ、心明日香？　なんだってここでその名前が出てくるんだよ」

　織倉が発した意外な名前に、俺は思わず訊きき返した。

　──ホワイトキャンバスには五つの部署があるが、中でも異質と言えるのが、編集室の存在だろう。

　編集室の存在意義は、資金調達。

　具体的には、雑誌をいくつか出版している。

　中でも売れ筋は、月刊の情報誌と、隔かく月げつの娯ご楽らく雑誌──前者ではグラフやイレイザーに関する情報を載のせている。もちろん、ある程度の情報規制は入るのだけれど。例えば、グラフが人の想像から生まれるものである、という情報とか。メカニズムも何も分からないけど、それで余計なことを考えられては面めん倒どう事に繫つながりかねないからな。

　で、後者では小説や漫まん画がなどが載っている。

　その作品の中にいくつか、封ふう印いん班が手て掛がけた作品も混じっているのだ。理由としては、画力・文章力の向上、といったところかな。

　防衛室の封印班は、グラフを封じるために文章力、ないしは画力を磨みがいている。それをさらに公おおやけの場で向上させたいという希望者を封印班から募つのって選考──そこで通れば作品を載せてもらえる、あるいは特集を任されたり、などといった感じだ。

　今では両方それなりに軌き道どうに乗っているようだ。

　まあそれはさておいて──

　後者の娯楽雑誌において、小説を連れん載さいしている一人が、心明日香。

　富山支部の防衛室に所属している、実力は折り紙付きのフリーの封印班にして、ホワキャン編集室の看板作家。

　……が、なおさら繫がりが見えてこない。謎なぞは深まるばかりだ。

「基羽さん曰いわく、心さんも妹に聞いたって言ってたらしいんだよね」

「……い、妹？」

「うん、妹」

　一体、誰のことなんだ……？　俺の雑魚強化プログラムを知ってるような女子なんて、口原と平上、みよりさんと雪子さんの四人ぐらいしかいないはずだけど──ん？

　そういえば、平上には姉がいるとか言っていたっけ……？

　　　　◆◆◆

「くしゅんっ」

「ちょっと、新奈どうしたの？」

　場所を移してエントランスホール。そこでテーブルを囲んで話をしていたんだけど、あたしの隣となりに座っていた新奈が突とつ然ぜんくしゃみをした。

「んー……ちょっとむずむずっときたんだー。だれか噂うわさでもしてるのかな？」

「風邪かぜでもひいたんじゃねーか？　もうちょっと厚着しとけよ」

「壱彦くんにだけは言われたくないよ？」

　バッサリだけど、ここは新奈に軍配が上がる。エントランスホールにもある程度の暖だん房ぼうが入っているとはいえ、雪が降り始めたこの季節に、ジャケットの袖そでをわざわざ肘ひじまでまくっているのは壱彦先せん輩ぱいだけだと思う。

「それで、えーと、何の話だっけ？」

「笹宮先輩が理り不ふ尽じんな命令されなきゃいいけど、っていう話」

「あ、そういえばそんなこと言ってたね」

「そんなことって……そりゃ新奈はいいかもしんないけど」

「大だい丈じよう夫ぶじゃないの、笹宮室長なら大たい概がいの無茶振ぶりには応こたえられるでしょ」

「いや、でも心配だよ……あたしのせいでとんでもないことになったりしたら……」

「とんでもないことって？　笹宮室長とふぅ先輩が付き合っちゃうとか？」

「なっ──い、いや、それはないでしょ？」

　新奈があんまりにも突とつ飛ぴなことを言うから、思わず絶句したけど──冷静に考えれば、あの二人に限ってそれはないだろう、と心を落ち着かせる。

　……あの二人が万が一付き合う場面を想像して、心がざわめいたという事実には目を瞑つぶったままで。

「えー、でも琴ことちゃん笹宮先輩のこと苦手なんでしょ？　じゃあ別にいいじゃない」

「え、えと、それは、その……いいか悪いかで言ったら……」

　意地悪く笑いかけてくる新奈の言葉に、ぐらぐらと頭が揺ゆれる。笹宮先輩のことは苦手だし、誰と付き合っても関係ない……はず、なんだけど、なんで、こんなに。

　ただ実際問題、もしもそんな要求を水瀬先せん輩ぱいがした場合、笹宮先輩なら確かに「約束だから」とか言って付き合いそうでは、ある。

　……い、いや、そんなことない……よね？

「そういや心しん奈なの奴は元気でやってんのか、新奈ちゃん？　一か月ぐらい会ってねえや」

　壱彦先輩の問いかけで、話題が完全に切り替かわる。正直、助かったと静かに胸むねを撫なで下ろす。あれ以上いらないことを考えていたら、そして新奈に詰つめ寄られていたら、よからぬ事態に発展していた可能性もある気がしたから。主に、あたしの精神的な面で。

「わたしもこの間一週間ぶりに会ったんだよね。お姉ちゃんそんなに外に出ないから」

　ホワイトキャンバスの団員には県外からやってくる人も結構多い。そんな人たちのために、男子寮りようと女子寮が用意されている。基本的に相あい部べ屋やだけど、人によっては個室も使っている。そのつもりで引きこもれば、人と会わずに過ごすこともあるのだろう。

「相変わらず忙いそがしそうだったけど、琴ちゃんの話したら食いついてきたよ。根ね掘ほり葉は掘ほり訊かれちゃった。でもストレスは溜たまってるみたい」

「はは、そりゃ会いに行けねえや。ストレス解消に蹴けり飛ばされちまうな」

「壱彦くんなら大丈夫だと思うけどねー」

「なんでだよ？　新奈ちゃんならともかく」

「……ふぅ、鈍どん感かんばっかり。お姉ちゃんも素す直なおじゃないから……」

　ぼそりと呟つぶやく新奈が壱彦先輩の顔を見る。

「まあいいや、今度お姉ちゃんになにか差し入れしてあげてよ。多分喜ぶから」

「そうか？　新奈ちゃんが言うなら、まあ今度行っとくかな」

「な、なんだか物ぶつ騒そうな単語が一つ混じってたけど……それにしても、新奈のお姉さんがあの心明日香だったなんて、初めて聞いた時は普ふ通つうに驚おどろいたよ」

　ホワイトキャンバス編集室の看板作家、心明日香──本名、平上心奈。

　現在十八歳という若さながら、言こと葉ば巧たくみに読者を騙だましつつも爽そう快かい感のある作風で、多くのファンがいるらしい。連載していた小説をまとめた本が二冊出ていて、それとは別に単行本を四冊刊行している、超ちよう多た忙ぼうな富山支部の封印班筆頭。

　むしろ、執しつ筆ぴつ業のついでにグラフの封印を行っているような状じよう況きようであるらしい。……元が封印班として組織に入ったことを考えると、本ほん末まつ転てん倒とうじゃないのかな、それって。

「でも、実際どんな人なの？　やっぱり小説家っていうからには、着物を着てて書しよ斎さいに悠ゆう然ぜんと構えてるとか？」

「琴ちゃん、イメージ古すぎ」

　鋭するどい直球と共に、憐れん憫びんすら感じられる視線を向けられた。地味に凹へこんだ。

「いまどき紙とペンで小説書いてる人なんてそんなにいないと思うよ？　実際、お姉ちゃんもジャージ姿にパソコンで書いてるし。それに、仕事があると落ち着けないからっていっつもキリキリしてる気がするよ。悠然と構えるなんて無理だと思う」

「へぇー、そうなんだ」

「くっくっく、あいつが着物か……動きにくいとか言って、絶対着ねぇだろうな」

　壱彦先輩がそう言って笑った。

「あ、そうだ。すっかり話が脱だつ線せんしちまってたけど、結局あれってどうなったんだよ？　えーと、第二グラフィティ所得実験だっけ」

「第二グラフィティ取得実験ね。グラフィティの所得って何？　イレイザーの収入のこと？」

　即そく座ざに新奈が言い直した。

「っていうか、壱彦先輩本当に知らないんですか？」

「名前だけはうっすら覚えてんだけどな。それがどうなったかまでは知らん。逆に口原たちはなんで知ってんだ？」

「座学で聞いたんですけど……」

「俺たちそんなの習ってないぜ？」

「あ、そういえば実験が行われたのってちょうど一年ぐらい前だよね？　だからわたしたちは結果を座学で教えられて、壱彦くんたちの世代は教えられてないんじゃない？」

　なるほど、とあたしは納なつ得とくする。

「じゃあどうなったかを知らなくても仕方ないかもしれないですね」

「ジェネレーションキャンプってやつか」

「壱彦くん、それを言うならジェネレーションギャップ」

　いつものように新奈がツッコんだ後、やれやれといった様子で人差し指を立てる。

「しょうがないなあ、じゃあわたしが説明してあげるよ。でもこれ、周りから話聞いてれば知ってるはずの事だって理解した上で聞いてね？」

「ははは、頼たのむよ」

「──では。第二グラフィティ取得実験っていうのはね、その名の通り、既すでにグラフィティを持ってるイレイザーが、二冊目の禁書を手に取ったらどうなるのかっていうことを試ためした実験なんだ」

　ホワイトキャンバスの設立から一年ぐらいで誰だれかが疑問に思ったらしく、様々な憶おく測そくが飛び交かっていた。曰く、グラフィティが書かき換かえられる。曰く、普通に二つ使える。曰く、器うつわであるイレイザーからこぼれたグラフが実体化する──その疑問に終しゆう止し符ふを打つべく、とうとう去年の十二月にそれは行われた。

　当然ながら、実験は慎しん重ちように進められた。

　実際に二つのグラフィティを得られれば、大おお幅はばな戦力強化が見込めるけど──意見の多数としては、『グラフィティは一人一つ、それ以上を手にしようとすればイレイザー本人に何か異常が起こる可能性が高い』というものだったからだ。

　ゆえに、募ぼ集しゆう人員の条件は、仮に何か起こったとしても戦力的に影えい響きようの少ない三級イレイザーに限定された。

　危険を冒おかしてでも、力を得たい者。そういう人たちに募集をかけて、結果三人の被ひ験けん者しやが集まった。

　そして──結論から言えば、実験は失敗に終わった。

「失敗って──大丈夫だったのか、そいつら？」

　新奈の話をそこまで聞いて、壱彦先輩が訊たずねるけど、新奈は首を横に振ふった。

「うん、命には別状はなかったらしいよ」

「そうなのか」

「命には、ね──逆に、グラフィティには大きな異変が起こった。その実験の被験者たちは全員、グラフィティが弱体化していたの」

　二つ目のグラフィティを得た後での能力検証で、それは判明した。

　三者三様に、その能力は姿を変え──威い力りよく・効力は三人全員が、以前のグラフィティよりも弱くなっていたのだ。

　つまりこれは人次し第だいではなく、グラフィティを二つ得れば、必ずそういう結果になるということ。

「……どういうことだ？」

「つまり、この実験で分かったことは、一人の人間が得られるグラフィティは一つである──これが、絶対のルールであること。そしてもう一つ。二つ目のグラフィティを得ようとした場合、元から持っていたグラフィティと後から得たグラフィティが、合わさっちゃうこと」

「なんだ、つまり合成ってことか」

「言っちゃえばそういうこと。でも、さっき言ったけどグラフィティの効力そのものは弱体化するんだよね。１と１を足して４で割るっていうとわかりやすいかな？」

「１＋１[image: ÷]４……１・２５じゃねえか！　強くなってるぞ!?」

　……うわぁ。それを聞いて、あたしは笑うこともできなかった。ただただ引いた。

「……壱彦くん、小学校からやり直してきて。計算のできない十八歳とか社会に出てきちゃだめだから」

「え、なんでだよ？　四則演算ちゃんとやったじゃん？」

　新奈は、出来の悪い犬を見下すような目つきで壱彦先輩を眺ながめていた。……今の話の流れだと答えは０・５になるはずなんだけどなぁ。

　……ふと、思う。この実験を利用すれば、〈七式セブンス・アクター〉であっても弱体化はするはずだ。

　笹宮先せん輩ぱいならいの一番に飛びつきそうだけど、なんでそうしてないんだろう……？

「……ここまで来たら最後まで話すけど、要するに二つグラフィティを得ようとしたら、グラフィティは統合されて能力自体は弱体化するってこと。それが判明して以降、二つ目のグラフィティを得ることは固く禁じられた、と──分かった？　壱彦くん」

「なんだ、そういうことだったのか。最初からそう言ってくれりゃいいのに」

「はぁ？」

　ぴきっ、と音が聞こえた気がした。笑え顔がおの仮面にひび割れが入るように、こめかみに血管が浮うかんでいた。背筋に悪お寒かんが走り、あたしは思わず顔を青ざめさせる。こちらへそれが及およぶことはないとわかってはいても、恐きよう怖ふの対象とはそこにいるだけで周囲へ影響を与あたえるものだから。

「あれ、新奈ちゃん？」

「……おかしいなぁ、今のってわたしが悪かったのかな？　ううん、そうだね、壱彦くんレベルだと余計な前振りいらなかったね、反省するよ、今のはわたしが悪かったよ」

「に、新奈ちゃん？」

「なに？　壱・二五彦くん。名前が四分の一増えてるんだから、脳の容量も少しぐらい増えた？　増えてないの？　ああそうか、ごめん脳みそないんだったよね。元がゼロじゃ四分の一増えてもゼロかー。ごめんごめん、わたしの気き遣づかいが足りなかったよ」

「……に、新奈ちゃ」

「どうしたの？　壱・二五彦くん、なんだか面おも白しろい顔してるね？　なにか不思議なことでもあったの？　ところで脳みそないんだったらその頭の中何が詰まってるの？　筋肉？　それとも骨？　夢と希望とかつまらないこと言わないよね？　あんこが詰まってる方がまだマシなほどに何も詰まってないなんて、今までそんなのでよく生きてこれたよね。ねえ壱・二五彦くん。教えてほしいな、今までどうやって生きてきたの？　ねえ、無言で土下座なんてしてないで教えてよ、ほらこっち見て教えてよ。踏ふんでほしいの？　冗じよう談だんやめてよ、知能のない人間とか虫以下だもん、踏みたくないよ気持ち悪い。ねえ、ねえ、ねえってば、壱・二五彦くん、どうしたの、言葉も使えないぐらい退化しちゃったの？」

「あ、あの、新奈、そのぐらいに……」

　恐おそる恐る声をかけると、新奈はふぅ、と一息ついて罵ば詈り雑ぞう言ごんの機き関かん銃じゆうを止めた。

　……普ふ段だんが意図せずに吐はいている毒だけあって、その気になった時の新奈の発言は苛か烈れつなんてレベルじゃなかった。

「まあ、つまり、長年の疑問を解消するという意味では成功したんだよね。そういう意味では、あの実験も無益じゃなかったらしいけど、『グラフィティを二つ得る』っていう観点で言えば残念ながら失敗したと」

「……で、でもそいつら、どうなったんだ？　グラフィティは弱体化したんだろ？　イレイザーとしてやっていくのはきつそうだが」

　土下座姿勢から正座姿勢に変わった壱彦先輩の疑問には、あたしが答えた。

「……一応、実験から有益な情報が得られたっていうことで、被ひ験けん報ほう酬しゆうとして三人全員二級イレイザーに昇しよう級きゆうさせたそうですよ。ただ、どこで何をしているかは、聞いたことがないですけど」

「わたしは噂うわさで聞いたことあるなー。富山支部に三人のうちの一人がいるらしいよ？　でもそんな人が活かつ躍やくしてたらもっと話題に上がるだろうし、多分そんなに戦えてないんじゃないかな？」

　──それを聞いて、あたしはふと、考える。

　恐らく、その人は力を求めてその実験に参加したはず。

　しかし、逆に弱くなってしまって、戦せん闘とうではろくに使えなくなってしまったとしたら。

「……たぶん、辛つらい、よね」

　ちょっと前までの自分を思い浮かべて。

　その人からしたら迷めい惑わく極きわまりないだろうけど、思わず同情してしまった。

　　　　◆◆◆

「──なるほどな」

　来客用のソファに二人を座らせ、中滝さんに出してもらったお茶をすすりながら、二人の対面で話を聞いた俺はそう返す。

　かなり不本意な顔をしているのは籠目の方で、織倉はじぃっとこっちを見ていた。

　二人がここへ来た理由は、至し極ごく単純なものだった。

　即すなわち──

「第二グラフィティ取得実験の被験者である籠目を強くしてほしい、と」

　──籠目は二級イレイザーではあるものの、それは実験の被験報酬として昇級したにすぎない。実際の実力は、恐らく二級どころか三級でもかなりの下位だろう。最近戦闘において活躍したという話を聞かないのが、それを裏付ける何よりの証拠だ。

　そして、それに対する俺の答えは、考えるまでもなかった。

「もちろんいいぜ！　大だい歓かん迎げいだ！」

　二つ返事の即そつ行こう了りよう承しよう。一いつ瞬しゆんの迷いもなく受け入れた俺を、籠目はむしろ疑わしい目つきで見てきた。

「……それはあれかい？　育ててやるから言うことを聞けとかいうことの暗あん喩ゆかい？」

「お前は俺をなんだと思ってんだ？」

　水瀬と一いつ緒しよにすんな……ってあれは俺が自分から言い出したんだった。

「さっすがささみー！　ありがとう！」

「まあそこまで素す直なおに感謝されても、逆に困るけど」

　籠目とは正反対に、飛び上がらんばかりの笑顔で喜びを振りまく織倉を見て、こいつの将来が不安になった。人の裏とかを全く考えないというのもどうなのだろう。

「それは私のセリフだけどね。そんなに簡単に二つ返事で了承されて、易やす々やすと信じられるものか」

　疑うたぐり深い籠目と、疑わない織倉。

　なんというか、バランスって取れないもんだよなあと思わざるを得ない。

　ま、だからこそこいつらはつるんでるんだろうけど。

「いやぁ、それにしても楽しみだな」

　にやりと思わず笑みがこぼれる。

　雑魚ざこ強化プログラムの本番に入る前に、もう一人ぐらいはサンプルが欲しいと思っていたところだ。第二グラフィティ取得実験の被験者をも強くしたとなれば、その効果のほどは伝わりやすくもなるだろう。

　それよりなにより、また間ま違ちがいなくしょぼい雑魚を鍛きたえ上げる機会が、こうも早く訪おとずれようとは……笑みもこぼれるってもんだ。

　が──そんな俺を見てか、籠目がぽつりと呟つぶやく。

「……力がある君はいいよね、力のない私の悩なやみなんて分からないだろう？」

「？　それは俺が気を回さなくちゃいけないことなのか？　っていうか、悩みがあるだのないだのって、それに関しちゃむしろ籠目は同情とかされることを嫌いやがるタイプだろうに」

「っ……そういうところが嫌なんだよ、君は」

　ソファから立ち上がり、籠目が言う。

「──早くグラフを殺せるぐらいに強くしてほしい。君に頼たよるのも、正直言って不本意だったんだからね」

　いっそ清すが々すがしいぐらいの言葉を残して、籠目はこの部屋から出て行った。

　……嫌きらわれてんなー、俺。わりと誰だれにでも嫌われ気味なのは知ってるけども。

　多分、俺みたいな奴やつに〈七式セブンス・アクター〉なんてぶち抜ぬけた力が宿ってるのが許せないっていう、グラフィティに嫉しつ妬としてる典型的なパターンか。

「……ごめんねー、ささみー」

「ん？　あぁ、別に織倉が謝ることでもないだろうよ」

　出て行った籠目の方を見ながら、やや申し訳なさそうな織倉に俺はそう返した。

「純ちゃん、グラフを殺したいほど憎にくんでるけど、元々のグラフィティもそんなに攻こう撃げき向きじゃなかったし……あの実験で、ますます弱くなっちゃったし」

「殺したいほど、ね……そういやあいつも、グラフから被ひ害がい受けたんだったか」

　訓練期間にそう耳にしたことがある。籠目はグラフに復ふく讐しゆうするためにホワイトキャンバスへ来たんだと。

　そうは言っても、グラフを殺すことは現状できないっていうのが上の結論だけどな。グラフを封ふう印いんした禁書を燃やしても死ぬかどうかは分からないし。セカハン内で撃げき退たいしても向こう側に帰るだけ。

　そんな基本的なことをあいつが知らないはずはないけど、それでもなお殺すって言い続けるってのは……随ずい分ぶんとグラフのことが憎いらしい。

「……この際だから訊きいてみるけど、織倉は何のためにここに入団したんだ？」

「わたし？　……ああ、もしかしてわたしもグラフに復讐するためにここにきたって思ってる？」

　違う違う、と笑って手を振ふり否定して、言う。

「わたしはね、純ちゃんが心配でここにいるんだよ」

　弟を案じる姉のように──あるいは、子こ離ばなれできない親のようにそう言って、織倉香は立ち上がった。

「じゃ、わたしも純ちゃん追いかけるよ。急にごめんね、ささみー」

「あ、そうだ。どうせならあいつに、明日あしたから訓練始めるって伝えといてくれるか？　明日の午前九時に、訓練棟とう三階の第二訓練室集合で」

「分かった、伝えとくよ。今日はありがとね、ささみー」

　　　　◇◇◇

　織倉が部屋を出て行った後、静かに仕事を片付けていた中滝さんが口を開いた。

「笹宮室長」

「ん？　なに、中滝さん」

「雑魚強化プログラムというネーミングはないです」

「それ、今言うことなの……？」

　突とつ拍ぴよう子しもないダメ出しを喰くらったため、その日残った時間は、プログラムの名前を組み直すことに費やしてしまったのだった。








第二章　素そ朴ぼくな疑問と単純な答え






　──朝一番にグラフィティ訓練室に到とう着ちやくしたあたしは、凍こごえるような冬の寒気で冷え切った部屋と体を温めるべく、エアコンの電源を入れてから、ジャケットの上から着込んできた上着を脱ぬいで簡単な準備運動をしておく。笹ささ宮みや先せん輩ぱいが来たら、すぐにでも訓練に移れるようにしないといけないからね。

　足元からは、軽く振しん動どうのようなものを感じる。恐らく、第八期の訓練生たちが一階の訓練ホールで走ってるんだろうな。

　ほんの数か月前のことに懐なつかしさを感じつつ、関節を十分に伸のばしてから、部屋の中を五周ほど走り、軽く呼吸を整える。

　その他、跳とびはねたりダッシュしたりしている内に、

「おはよー、琴ことちゃん」

「うっす、口くち原はら。やってんなー」

　新にい奈なや壱いち彦ひこ先輩もやってくる。新奈は制服の上から可愛かわいらしいピーコートを、壱彦先輩はまたもジャケットだけ。……壱彦先輩、体内に熱源でも持ってるのかな？

　準備運動を一通り終えて、早く笹宮先輩来ないかなー、とそわそわしていると、新奈がくすりと笑って口を開く。

「琴ちゃん、笹宮室長が早く来ないかなーとかって思ってる？」

「はぐっ!?」

　なんでそんなピンポイントで当ててくるの？　図星を突つかれたあたしは顔が下から赤くなっていくのを感じた。

「べっ、別にそんなこと……ないけど……」

「噓うそついても駄だ目めだよ？　さっきから何回も扉とびらの方に視線向けてるんだから」

「え、そんなに？」

「五分間で三十回。十秒に一回は視線向けてたよ」

「あぅあぅあぅ……」

　恥はずかしくて顔を上げてられない……と俯うつむいたところで、がちゃ、と扉が開かれた。

「お、相変わらず早いな、口原」

「っ！」

　弾はじかれたように扉の方へ目を向ける。そこには、印象の薄うすい整った顔立ちに手入れしてなさそうな黒くろ髪かみ、そして星の紋もんの胸章が縫ぬい付けられたコートを着た笹宮先輩が立っていた。やっと来た、と思って顔が緩ゆるみ──

「…………」

　──かけたところで、無言でいやらしい笑えみを向けてくる新奈に気づいたので、鋼の精神で表情を作った。うぅ、なにあの意味深な笑顔……。

　っていうか、違うよ、なに表情緩めちゃってるのあたし。これじゃあまるで、あたしが笹宮先輩のことを心から待ってたみたい……うぅ、違うって！　苦手なんだって！

　自分の心を必死で押さえ込みながら、あたしはちら、と笹宮先輩を見る。

　……うん？

「やっほー。昨日は残念やったね、口原ちゃん」

「み、みよりさん？」

　笹宮先輩の後ろから、修道服を着込んで肩かたに白衣を引ひっ掛かけた、コスプレ趣しゆ味みの研究者にして能力解かい析せきの第一人者、松まつ葉ばみよりさんがついてきた。今日は来るって言ってなかったはずだけど……？

　そしてその後ろから、さらに二人ついてきた。キャスケット帽ぼうの少年と、ショートボブの女の子。え、な、何事ですか？

「あー、今日の訓練始める前に少し紹しよう介かい。色々あって、こいつらも……っていうか」

　笹宮先輩がキャスケット帽の少年を指して続ける。

「こいつも雑魚強化プログラムに加わるから」

「えっ……と、それって、あたしに何かを教えるためにってことですか？」

　胸章の数字は『Ⅱ』──二級イレイザーだ。まさか強化される側ではないだろうと思ったのだけれど、

「いや？　口原と同じ立場」

「え、二級なのにですか？」

　思わず口にしてしまった後で、キャスケット帽の鍔つばの下から、弓矢かと思うほど鋭するどい眼光を向けられて萎い縮しゆくしてしまった。

「ま、その辺を話すと長くなるから、一言だけ」

　そんなあたしたちの様子を見て、肩を竦すくめた笹宮先輩が、言う。

「こいつ、第二グラフィティ取得実験の被ひ験けん者しやだから」

　──その一言で、あたしたちは大体の事情を察することができた。

　　　　◆◆◆

　ついさっき、銀しろがねくんがウチに助力を求めてきた。内容を聞いたウチは、二つ返事で了承した。当然やちゃ、かの第二グラフィティ取得実験の被験者、その能力の解析を行える機会なんかそうそうあるもんじゃないからねぇ。面おも白しろ──ごほん、興味深い話やちゃ。

　銀くんが、籠かご目めちゃんと織おり倉くらちゃんの紹介と、二人を連れてきた理由の説明を簡単に済ませた。説明の途と中ちゆう、籠目ちゃんたちのチームリーダーである基もと羽ばねっていう人の名前が出たところで、飛鳥くんが首を捻ひねっとったんが気になったけど。

　銀くんはあまり気にしとらんらしく、今日の予定を説明した。

「ってなわけで、俺はみよりさんと一いつ緒しよに籠目のグラフィティの解析に当たる。悪いけど口原はとりあえずいつものメニューをこなしててくれ」

「……分かりました」

「まぁまぁ琴ちゃん。今日はわたしも訓練するから。二人でがんばろ？」

　表立っての文句はないがやけど、心なし口原ちゃんは不満そうやった。そこにはどんな意味があるがやろうか……ふふふ、ニヤニヤさせてくれるねぇ。

　ウチこと松葉みよりのそんな視線に気づいたがか、さっと視線を逸そらされた。そして逃にげるように部屋の隅すみへ向かい、小さめのタオルを広げた状態で宙に放ほうる。口原ちゃんがそれに手をかざすと、ポン、ポン、とひとりでに空中で跳はね続けだした。

「わ。なにあれ、面白い」

　それを見た織倉ちゃんが、おもちゃを見つけた子供のような無む邪じや気きな声を上げる。

「あれこそ口原ちゃんのグラフィティ、〈三弾銃アブソリユート・ロア〉やちゃ」

『物質を三センチだけ動かす』、改め『物質を必ず三センチ弾き飛ばす』グラフィティ。

「タオルをポンポン弾く訓練って、斬ざん新しんですねー」

「それはさあそうやろうねぇ。見た目あほだらなことしとっけど、本人いたって真ま面じ目めやからね。笑ったらいかんげんよ？」

　あ、しまった。富山弁がちょっと入りすぎたかも──

「あはは、気をつけますねー」

　と思ったら、すんなり受け入れられた。意味も通っとるみたいやし、もしかして──

「織倉ちゃん、富山出身ながけ？」

「そうですよ？　実家も支部のすぐそこです」

「あ、そうながやね。ってことは、籠目ちゃんも？」

　さっき初めて会ったときは、大親友って織倉ちゃん言っとったし──と、思っての質問やったがやけど。

「あ、はい、そうですよ。一緒に暮らしてます」

「へぇ、一緒に……えっ!?」

　返ってきたのは想定外の発言やった。どういうことなが？　と質問しようとしたら、

「みよりさーん！　そろそろ始めましょうか！」

「あ、うん、分かったちゃ！」

　銀くんに呼ばれてしまったので、これ以上話を引っ張ってもいられんかった。後うしろ髪がみを引かれる思いで銀くんと籠目ちゃんの方へ歩く。

「……なあ織倉。もしかして基羽さんって、『不可視の魔弾インビジブル・バレツト』の片割れの？」

「あ、前はそう呼ばれてたこともあったみたいですね。飛鳥あすか先輩……でしたっけ。基羽さんと知り合いなんですか？」

　後ろで飛鳥くんと織倉ちゃんが随ずい分ぶん気になる会話をしてたので、尚なお更さら後ろ髪引かれるけど、衣い装しように相応ふさわしい神に仕えるシスターの精神で、胸むな元もとを飾かざるロザリオになぞって胸の前で十字を切る。自分のやるべきことに集中することにせんとね。

「──さて、一応資料を漁あさってきたから知ってはいるけど、まずは籠目のグラフィティを実際に見せてもらおうかな？」

「……分かったよ」

　あまり気乗りしない様子やけど、逆らう理由もないと籠目ちゃんが左手を肩ぐらいの高さまで上げる。それを見ていると、手品で鳩はとでも出したかのように、ぱっと一羽の小さな鳥が現れた。金色の羽毛を持つ小さなその鳥の姿は、カナリアが一番近いかもしれんね。

　変わった点があるとすれば──羽と尾おから、うっすらと金色の糸のようなものが伸びとるところやろうか。

「……私にできるのは、これだけだよ。小鳥を出現させるだけ」

　はぁ、とため息交じりに籠目ちゃんが説明する。そんな主人を慰なぐさめるかのように、籠目ちゃんの手の上の小鳥がぴょー、と鳴いた。可愛い。

「……また良い感じにしょっぱいなぁ」

　にやにやしながら呟つぶやく銀くんに、籠目ちゃんが抗こう議ぎの眼まな差ざしを向けたけど、それも一いつ瞬しゆん。実際に、自分でも弱すぎるとは思っとるがんやろうね。

「……これ、本当に強くできるのかい……？」

　手の上の小鳥とは対照的に、籠目ちゃんは絶望的な表情をしとった。それを見た銀くんは安心させるように肩に手を置き、笑いながら一言。

「無理」

「じゃあなんで私をここに呼んだんだ！」

　もはや涙なみだ目めで、肩に置かれた手を振ふり払はらって叫さけぶ籠目ちゃん。……まぁ、今の返しは叫びたくもなるちゃね。

　強くなるためにここに来たがに、強くしてくれるはずの人にあんなこと言われたら。

　けど銀くんは、睨にらみつける籠目ちゃんを真正面から見返して、余よ裕ゆうの面おも持もちで言う。

「まあまあ、俺が言ったのはグラフィティを強くするのは無理だって話だ。お前も座学で聞いただろ、グラフィティは制せい御ぎよはできても基本的に成長はしないって。まぁもちろんグラフィティ次し第だいだとは思うけど、少なくともこれは成長するタイプじゃないらしいし」

　だけども、と銀くんは間を繫つなぐ。

「結局のところ、グラフィティをどう使うかってのはグラフィティを持った奴やつ次第。口原に──は、そういや言ってなかったかもしれないけど、俺が今のお前に言えることは一つ」

　にぃっ、と口の端はしを吊つり上げて、銀くんは籠目ちゃんに指を突き付ける。

「弱いイレイザーはいても、弱いグラフィティはない。どんな能力も使い方次第──それをお前に教えてやるよ」

「……っ」

　銀くんの迷いのない言葉に、籠目ちゃんが口を噤つぐむ。

「ってなわけで、まずは能力解析からかかるか。みよりさん、はいこれ」

　言いながら、銀くんがウチにクリップで留められた数枚の資料を渡わたしてくる。

「本部で実験やった時のデータですよ。鳥の移動速度とか強度、同時にどれだけ出せるのかって感じのが書いてあります」

「用意いいねぇ、手間が省けるちゃ……なになに」

　資料にざっと目を通す。

「移動速度は時速約六十キロ。確かスズメが五十ちょいやったはずやから、普ふ通つうの鳥と変わらんぐらいと。でも強度はほぼないに等しい。殴なぐられたり切られたりしたら大体アウト……あ、さっきも思ったけどその小鳥ちゃん、ある程度は自律行動取るがやね」

「……はい。どうやらそのようです」

　さっき勝手に鳴いたことといい、今は籠目ちゃんの肩に止まっては毛け繕づくろいをしていることといい、妙みように生き物くさい動きするなぁとは思っとったけど、やっぱりそうながやね。

「基本、私の命令は聞いてくれますけど。例えば──この部屋を一周して戻もどってきて」

　肩のカナリアにそう言うと、ぴょっ、と短い声を残して籠目ちゃんの肩を蹴ける。そして部屋の中におるみんなや、平ひら上かみちゃんが練習用にと小さめに展開しとった、合計十個の球体結界〈十球儀イクスフイア〉にぶつからんように部屋の中を一周して、籠目ちゃんの肩に再び着地。

「こんな感じです──ただ、数が増えれば増えるほど、命令は聞いてくれなくなるけれど」

「うん、ちょうどそこのデータ見とった。その気になれば十でも二十でも出せるけど、五羽を超こえたらもう命令を聞いてくれんくなるがやね」

「そうです。数を出したところで一瞬の目くらまし程度にしかなりませんし、むしろすぐに逃げ出します」

「使えねー」

　銀くんの笑いながらの言葉に、またも籠目ちゃんが苛いら々いらと目め尻じりを吊り上げたけど、言った当人はどこ吹ふく風やった。

　相変わらずやねぇと苦く笑しようしながらも、資料を読み終えたウチは──

「気になるんは、その糸の存在やちゃ」

　カナリアの羽と尾から伸のびる糸を指さして、調べたいことを切りだした。

「……確かに、ただのカナリアにしては明らかに不自然ですよね」

「その通りやちゃ、銀くん。どうやら本部の人らはそれをただの飾り──元々持ってたグラフィティの名残なごりと見たみたいやけど、ウチの見解はちょっと異なる」

　その理由は、籠目ちゃんが元々持ってたグラフィティにある。資料に目を落としながら続けた。

「〈鋼束縄タイトロープ〉──細さに見合わん超ちよう強度を持つロープを生み出すグラフィティ。思いっきり縛しばられればグラフと言えど抜ぬけ出すんは容易じゃないっていう、サポート向けの能力。後から手に入れたほうのグラフィティは詳しよう細さい不明やけど、〈鋼束縄タイトロープ〉というグラフィティと合わさった結果がそのカナリアである以上、その糸にも何らかの力がある可能性は高いと思うがんよね」

　籠目ちゃんに近寄って、腕うでの上に乗っとるカナリアの糸に触ふれてみる。

「うわっ、軽っ」

　触れているはずながやけど、あんまりにも軽くて、触れていること自体を疑うぐらいやった。蜘蛛くもの糸みたい。おまけに、強度があるかと思って引っ張ってみたら、あんまりにもあっけなく、ぷちんと切れた。

「少なくとも、強度という面では全く性質を受け継ついでいないらしいですね」

　銀くんの意見に頷うなずきながらも、ウチはカナリアから伸びる金色の糸をじっと見つめる。

「ふーむ……籠目くん、この糸、伸ばそうとしたこととかってある？」

「え、いえ、ありませんけど……」

「ちょっとやってみて？　〈鋼束縄タイトロープ〉のときは伸ばせたがやろ？」

「は、はぁ……」

　なんでそんなことを、と言外に聞こえたけど、集中するためか籠目ちゃんが目を閉じた。

　そして程ほどなくして──

「お、やっぱりできたね」

　するすると、カナリアの尾と羽の糸が伸び始めた。本当にできるとは思っていなかったのか、籠目ちゃんが目を丸くして、腕の上のカナリアを見た。

「できることが一個増えたな」

「ま、そうは言っても強度は変わらんがやけどねー」

　言いながら、伸びた糸をぷちっ、と手で千切って──

「あっ」

　切れた糸がエアコンの温かい風に乗って飛んでってしまう。

　その先には、祈いのるように手を組んで、〈十球儀イクスフイア〉の練習をしている平上ちゃんの姿が。

「平上ちゃーん、ごめん、そっちに糸飛んでったわ」

「え、糸って……わぷっ!?」

　突とつ然ぜん顔に金色の糸が引っかかり、慌あわてて顔を払おうとする平上ちゃん──が、ぴた、と動きを止める。

「ん？　どうしたがけ、平上ちゃん？」

「……〈十球儀イクスフイア〉が、消えました」

　言われてみれば、さっきまで小さく展開されとった球体結界が一つ残らず消しよう滅めつしとった。

「あちゃぁ、ごめんね平上ちゃん。練習の邪じや魔まして」

　集中途と切ぎれさせちゃったかな、と思って、平へい淡たんに言う平上ちゃんに謝ったけど、平上ちゃんは首を横に振り、払いかけた糸をつまんで言う。

「違ちがいます。そうじゃなくて──この糸がわたしに触れた瞬間、結界が消えたんです」

「……!?」

　その言葉が示す意味とは。

「現に、今ももう一度〈十球儀イクスフイア〉を展開しようとしてるんですけど……使えないです」

　まさか。

「籠目ちゃん、もう一回糸伸ばして！」

「と、突然どうしたんで──」

「急いで！」

「は、はいっ！」

　肩かたをびくんと跳はねさせた籠目ちゃん、程なくしてカナリアの糸がするすると伸びる。それを四本に千切って、その内の一本を「あ、スイッチ入ったな」と呟く銀くんに手て渡わたす。

「銀くん、これ持って〈七式セブンス・アクター〉展開！」

「了りよう解かい」

「飛鳥くんに口原ちゃん、織倉ちゃんも！　この糸持ってグラフィティ使って！」

「は、はい？」

「なんだなんだ？」

「いきなりですねー？」

「は、や、くっ！」

　戸と惑まどう三人がもどかしく、ウチは興奮を抑おさえきれずに声を荒あらげた。

　何か怖こわいものでも見たかのように全員が黙だまって迅じん速そくに動く。

　ウチの予想が正しいなら──

「……やっぱり駄だ目めですね、みよりさん。〈七式セブンス・アクター〉が展開できない」

　銀くんの言葉を皮切りに、口原ちゃんたちも口々に、グラフィティが使えないと口にする。銀くんはある程度予想はついとったみたいやけど、口原ちゃんたちは不思議そうに首を傾かしげとる。

　──やっぱり、そうながやね。

「籠目ちゃん。どうやら、このグラフィティ──」

　何が起こっているのか分からずにぽかんとする籠目ちゃんに向けて、ウチは言う。

「糸に触れている相手のグラフィティを、封ふうじることができるみたいやちゃ」
















　籠目ちゃんが、キャスケット帽ぼうの下で目を見開いた。

　想定外の事態に、ウチは修道服を着ていることも忘れて、くくく、と思わず邪じや悪あくに笑ってしまう。

　周囲の奇き異いの視線？　そんなもんどうでもいいちゃ。

「これは、面白くなってきたんじゃないがけ、銀くん？」

「そうですね──しょぼいだけだと思ってたら、なかなかどうしていい能力。口原の時にちょっと状じよう況きよう似てるかな。軒のき並なみ低いデータの中で、たった一つ突つき抜けてる特性ってあたりが」

　銀くんもまた、にやりと悪い笑えみを見せる。

「となると、検証することが増えてきましたね」

「もちろんやちゃ。さぁて、何から始めようかねぇ……？」

　色々と考えながら、ウチは籠目ちゃんに詰つめ寄る。

「ひっ」

　──が、ウチの表情を見るなり、なぜか籠目ちゃんはじり、じり、と後ずさる。でも壁かべ際ぎわまで追い詰められて逃にげ場を失う。横に逃げようとしたので、進行方向にウチはバンッ！　と手をついた。

　いわゆる壁かべドンみたいな体勢になる。まさかウチがする側に回るとは思いもせんかったがやけど。

「逃げられるとは、思っとらんよね？」

「お、お手て柔やわらかに……っ」

「おお、びっくりした……松葉が手て籠ごめのこと籠目にするのかと思ったぜ」

「壱彦くん、その言い間違いはいくらなんでも酷ひどすぎるから土下座したほうがいいよ」

　とばっちりを喰くらった籠目ちゃんが、ウチの腕の中で凄すごい表情をしとった。

　とはいえ、言いたいことは伝わったちゃ──傍はたからはそんな風に見えとるらしい。

　まあ確かに、反論は一つたりともできんがやけどね。

　　　　◆◆◆

　──籠目の能力検証も、大体が終しゆう了りようした。

　それを終えて俺の感想はといえば、

「やっぱ使いづらいの一言に尽つきるな」

　カナリアから伸びる『能力を封じる糸』は、発動済みのグラフィティに触れても効果を発揮しないことが分かった。

　例えば、俺が〈七式セブンス・アクター〉を使って糸を切ったとしても、〈七式セブンス・アクター〉が封じられることはない。

　その代わり、発動中だろうがなんだろうが、イレイザー本人に糸が触れれば問答無用でグラフィティの使用を封じることができる。

「確かに使いづらくはあるけど、これかあすごいグラフィティやぜ。まだ仮説の域を出んけど、十中八九グラフの能力を封じることもできるやろうね。グラフィティだって、そもそもはグラフが大元なんやし──そうやね、名付けるなら〈鋼束縄タイトロープ〉改め〈禁糸雀カナリエル〉ってところじゃないけ？」

　にやにや笑いながらみよりさんが言う。

　つまり、どうにかして糸を巻き付ければグラフやイレイザーの能力を封じられるわけだが、問題点がある。

「やっぱり、糸の強度がないってのがなかなか難しいですよね」

「銀くん、それ笑いながら言うことじゃないよ？」

「みよりさんだって笑ってるじゃないですか」

「銀くんほどじゃないってぇ」

「……目の前でいちゃつかないでもらえるかな、笹宮」

「いちゃついてるわけじゃないって」

「そうそう、ウチらいつもこんな感じやぜ？」

「…………」

　キャスケット帽の下からじとぉーっとした目を向けられたので、俺は肩を竦すくめた。が、背後からも視線を感じたので振ふり向く。口原がこっちをじとっと見ていたが、俺が振り向くとすぐに自分の訓練に戻もどった。なんなんだか？

「ともかく、糸の強度がないから、巻き付けたところですぐに引きちぎられる。それをどうしたものか、って感じなんだよな。バレないように巻き付けるにしても、あの明るい金色ボディじゃ嫌いやでも目につくし」

　検証中に少なからずみよりさんに迫せまられて、ぐったりしている籠目。そのキャスケット帽の上に乗るカナリアが、抗こう議ぎするかのようにぴょー、と鳴いた。

　──と、俺の中で一つの『戦い方』が浮うかぶ。

　この場にはいない、基羽さん。

　彼のグラフィティを使えば、あるいは──

　ただ、正直ちょっと悩なやんだ。それは、籠目が求める戦い方からはちょっとずれるものであるかもしれなかったからだ。

　とは言っても、理想ばかり追い求めていても仕方がない。まずは、『戦える』ようにすることを最優先にする。

　籠目にはとりあえず先のことをぼかしながら、訓練に入ってもらうとしよう。

　みよりさんと二言三言話して、大まかな訓練方針を決定し、

「じゃあ、訓練用の道具を取ってくるから、ちょっと待っててくれ」

　とだけ言い残して、俺は一いつ旦たん訓練室を出た。

　廊ろう下かの冷気を身に受けながら、口原の時以来の高こう揚よう感に、思わず軽く駆かけ出す。

　さぁて、一丁やるか！

　　　　◆◆◆

　うぅっ、さみぃさみぃ……。

　制服であるジャージの上から羽織ったジャンパーのポケットに手を突つっ込こみながら、冷え切った廊下を歩いていく。

　時刻はぼちぼち昼を回る。

　俺のチームメイトである籠目が、笹宮に訓練つけてもらうってことになったらしく、今日の朝九時に集合って話は聞いていたんだが──どっこい、待機当番もないからと俺はうっかり寝ね過すごしちまった。おかげでこの時間だ。

　いやまあ、俺は朝弱よおぇから仕方ねえよ、うん。

　口に咥くわえた煙草たばこを燻くゆらせながら、俺は今いま更さら急いだって仕方ねーや、と半ば投げやりにゆっくりと訓練室へ向かう。

「……笹宮と会うのは、あいつの葬そう式しき以来か」

　足取りが重たい気がするのは……気のせいだろうな。

　やがて、俺の体は指定された訓練室の前にたどり着く。

　扉とびらを開いて中へ入ると──

「ふっ、ふざけないでくれ！」

　突とつ然ぜん飛んできた怒ど号ごう──聞き覚えのある声だと思ったら、籠目の声だった。

　どうやらその怒いかりを向けられているのは、件くだんの室長、笹宮であるらしい。

「一体どういうつもりなんだい、笹宮──」

　きっ、と睨にらみつける籠目と、それを真正面から受ける笹宮。

　なんだなんだ、いきなり修しゆ羅ら場ばか？　と思っていると、




「訓練でお手玉をしろだなんて、君は何を考えているんだ!?」




　あまりに予想外の言葉に、俺は膝ひざから崩くずれ落ちた。

「あ、基羽さん。おはようー。遅ち刻こくですよ、遅刻～」

「……お前は相変わらずマイペースなのな、織倉」

　訓練室に入ってきた俺に織倉が話しかけてきたのを機に、周囲の視線が俺に集中する。

　見慣れた顔と、懐なつかしい顔と、初めて見る顔の三種に大別された部屋の中。

「……あー、っと」

　まずは初対面の奴やつら──サイドテールの二級と、巨きよ乳にゆうの二級、あと場ば違ちがいにもほどがあるシスターに簡単に挨あい拶さつしとくか。

「二級イレイザーの基羽円えん治じ、二十一歳だ。チームメイトが邪じや魔ましてるみたいで悪いな」

　俺の自己紹しよう介かいを受けて、初対面の連中が次々に名乗る。

「あ、えと、あたしは口原琴こと音ねです。よろしくお願いします」

「平上新奈です。視線って意外と感じるものなので、初対面の女の子の胸を真っ先に見るのはやめたほうがいいと思いますよ」

「富山県産十八年物、研究者の松葉みより。よろしくお願いしまーす」

　……一人、辛から口くちなのがいたな……平上ってことは、アレか。こいつが心こころの妹か……あんまり似てねーけど、目元はちょっと似てるな。それ以外は全く似ちゃいねえみたいだが。

「よう笹宮。久しぶりだな」

　適当に三人に返事を返してから、俺は笹宮に何の気負いもなく声をかける。

「……そうですね。久しぶりです。一年ぐらい経たちましたっけ」

　対する笹宮は、どうもどこかに遠えん慮りよを滲にじませる声こわ音ねで返してきやがった。やれやれ。

「あのことならあんまり気にすんな。お前はほぼ無関係なんだしよ」

「頭じゃ分かってるつもりなんですが……こればっかりはどうにも、ね」

「……お前も大たい概がい石頭だな、オイ」

　──ん、と空気が微び妙みようなものになっていることに気づいて、俺は話題を逸そらす。

「そういや、お前らどうかしたのか？　さっきなんか言ってたみてーだが」

「……笹宮が、特訓をするというので。何をするんだい、と訊きいたんです」

「お手玉って答えたら籠目が怒おこったと」

「怒らずにいられるものか!?　遊んでいる場合じゃないんだぞ!?」

「まぁ落ち着け、籠目。笹宮もなんか理由があんだろ？」

　俺が訊たずねると、笹宮は当然、とばかりに頷うなずいた。

「籠目が強くなるには、カナリアをちゃんと制せい御ぎよするのが一番の近道だ。それも一羽だけじゃない、複数体──できることなら上限の五羽か、それ以上を同時に扱あつかえるようにならなきゃいけない」

「数で翻ほん弄ろうできれば、糸を巻き付けられる可能性も上がるからね。一体を陽動に使って、他の子で巻き付けるとかやちゃ」

　横から松葉が補足を入れる。そして笹宮が、ポンポン、と三つの玉でお手玉を始めた。

「そこで、お手玉だ。理由としては次から次へと落ちてくるお手玉の場所を把は握あくして上に投げ直すように、一羽一羽のカナリアの位置・状況を把握した上で適切な命令を下せるようにするため。要するに、複数のカナリアを同時に操あやつれるようにするための訓練だ」

「……だったら、最初からカナリアを使えばいいだろう」

「と思うだろ？　だけどあのカナリア、耐たい久きゆう力が低いとはいえ実体はある。制御し損そこねて、あるいは命令を誤って、誰だれかの目に嘴くちばしが直ちよく撃げきしたらどうする？」

　笹宮はわざと手を滑すべらせ、お手玉を籠目の胸にぽす、と当てた。

「…………。……分かった、やればいいんだろう」

　納なつ得とくしきれてはいないんだろう、だが笹宮の言い分に反論することもできなかったらしく、釈しやく然ぜんとしない面持ちで足元に落ちたお手玉を拾った。

　笹宮から追加で二つのお手玉を渡わたされて、その三つを順番に宙へと放ほうり投げるが、

「っ、あ、とっ、と、あっ！」

　慣れない手つきで放ったお手玉が、あらぬ方向へ飛んで行ってしまい、籠目は慌あわててそれを追う。

「な、意外と難しいだろ？」

「……く、屈くつ辱じよくだ」

　ぷるぷると震ふるえながらぽつりと、籠目はそう漏もらした。

　　　　◇◇◇

　お手玉に苦戦する新しん鮮せんな籠目をしばらく眺ながめていると、

「やっぱ基羽さんか。久しぶりっすね」

　と声をかけられた。声の主は、大おお柄がらで筋肉質な一級イレイザー。

「おう、久しぶりじゃねーか、飛鳥」

　飛鳥壱彦に、俺は口の端はしを吊つり上げてそう返す。

　何が懐かしいと言って、俺とこいつは共に第三期生だ。同じ支部に所属しているとはいえ、最近はまともに話す機会もなかったからな。

「ったく、今やお前も一級か。おめでとうと言っといてやるよ」

「そいつはどうも。つうか基羽さん、煙草吸ってるんすね」

「クッソマズいからお前は吸わねぇことを勧すすめるぜ」

「じゃ、なんで基羽さんは吸ってるんすか」

「別に……大した理由じゃねえよ。そういやお前、心の奴とはまだ繫つながってんのか？」

　心明日あす香か。俺に笹宮の情報をくれた封ふう印いん班の名前だ──ペンネームだということは知っているが、そこに『あすか』が入っているのは、果たして偶ぐう然ぜんなのかねぇ？

「繫がるも何も、幼おさな馴な染じみっすからね。切っても切れない腐くさる縁えんってやつです」

　下世話の中の下世話みたいな邪じや推すいを働かせる俺の目の前で、爽さわやかに笑ってそんなことを言う飛鳥。……俺の邪推が当たっているとしたら、心の奴は前ぜん途と多難だなオイ。

「腐れ縁な、それ。じゃあまあ、今度改めて礼言っといてもらえるか？　おかげでうちのチームメイトがなんとかなりそうだってよ」

　──訓練生時代、飛鳥とはそれなりに親交があった。その絡からみで心と話したりなんだりという機会もあったのだ。正式にイレイザーになってからは同期の友人と組み、封印班のいなかった俺たちのチームに何回か同行してもらったりもしたものだ。

　へらへら俺が笑った後、飛鳥が言う。

「それにしても、うちのチームメイト、っすか。基羽さんがチームを組み直したってのはちょっと聞いたことあったけど、マジだったんすね」

「なんだよ、俺がチーム組み直しちゃまずいってのか？」

「そうじゃないっすよ、ただ……」

　言葉を選ぶような間が空いて、

「……矢や野のさんのこと、吹ふっ切きれたのかなと」

「……はっ」

　その飛鳥の珍めずらしい気き遣づかいを、俺は鼻で笑い飛ばす。

「吹っ切るも何も、ハナっから引きずっちゃいねぇよ」

「そうなんすか？　っつっても、基羽さん……」

　飛鳥が言いてえのは、俺がしばらく一人でいた期間のことだろう。

「違ちげぇよ──あれは、矢野の馬ば鹿かが死んだことがショックだったわけじゃねえ」

　飛鳥の言葉を否定して、煙草を吸う。

　かつての相棒の姿を一いつ瞬しゆんだけ瞼まぶたの裏に思い出し。

　肺一いつ杯ぱいの紫し煙えんを吐はき出したのち、自じ虐ぎやくに自じ嘲ちようを重ねて呟つぶやいた。

「俺ぁな、一人で歩く方法を知らなかったのさ」

「……え、それからしばらく四よつん這ばいで行動してたんですか？」

「…………ふぅーっ」

　俺の自虐と自嘲を返しやがれこの野や郎ろう、という言葉を煙けむりに混ぜて飛鳥へと吐き出した。

「うぉあっ!?　げほっ、げほっ！　人の顔に煙吐はくのはさすがにマナー違い反はんっすよね!?」

「今のはテメーが悪い」

　格好つけた俺が馬鹿みてぇじゃねーか。

「げほっ、ふぅ……にしても、ちょっとやることないっすね」

「あん？　なんだ唐とう突とつに」

「暇ひまだなと」

「直球で言っても仕方ねぇだろ……ん？　あぁいや、ちょうどいい暇つぶしがあんぞ」

「お、なんか思いついたんすか？」

「おーい、織倉！」

「はいはいさーっ！　織倉香かおりただいま参上！」

　部屋の片かた隅すみでサイドテールの女子──口原だったか、あいつの訓練を見ていた、ショートボブのチームメイトを呼ぶと、馬ば鹿か丸まる出だしにこっち来て、俺の前で敬礼までする始末。こいつの奇き行こうにも慣れたものだ。

「お前今ヒマ？」

「見てると色々面おも白しろいですけど、やることはないですね！」

「んじゃお前、グラフィティ使ってちょっと飛鳥と組手やってみろよ」

「分かりました！　飛鳥先せん輩ぱい、よろしくお願いしまっすっ！」

「ってなわけだ、飛鳥」

「なるほど！　いい暇つぶしですね！」

　おお、さすが馬鹿同士。ほぼ初対面同士で組手をしろっつーのに疑問を欠片かけらも持たないとは。こいつらの将来が普ふ通つうに心配になってきた。

　というわけで、二人が組手を出来るだけのスペースを笹宮に分けてもらった。面積にして、部屋の約半分。

　その中心で向かい合う二人。飛鳥の奴は関節をぐいぐいと伸のばし、織倉の奴は……形容しがたい奇き妙みような動きをしていた。絞しぼられる雑ぞう巾きんの真似まねかな、と言えば伝わるだろうか。果たしてあれは準備運動なのか？

「壱彦くん、ちゃんと手加減しないとだめだよー」

　そう声をかけるのは、さっきの辛口巨乳女子こと平上。練習場所がなくなったから、観覧に来たらしい。

「おいおい、手加減って」

「いやぁ、多分そうでも言わないと壱彦くん、絶対手を抜ぬきませんから……それに織倉さん、二級イレイザーですし」

　馬鹿にしている……わけじゃぁ、ねーんだろう。

　確かに、普通に考えれば飛鳥は一級で織倉は二級。その二人が組手をする以上、一級である飛鳥は手加減して然しかるべきだろう──だが。

「その心配はてんで的外れってやつだぞ、ねーちゃん」

「え？」

「始めるぞ、お前ら！」

　平上のきょとん顔はあえて無視。

　俺の声を聞いた飛鳥がとんとん、と体を揺ゆすり、織倉は自然体で構える。

　すっ、と俺は片手を上げ──手刀を振ふり下ろした。

「始め！」

「いっくよーっ！　わたしの〈擬心暗鬼グラジエーター〉！」

　びしぃっ！　と腰こしに手を当て、反対の手を斜ななめに構かまえてポーズを取る織倉。瞬間、奴やつの目の前に影かげのようなものが収束──それはぬるっと実体化し、ずん、と床ゆかを踏ふみつけた。

　一言でそれを表すなら、鬼だろう。

　体長は二メートル後半だが、立ち方が猫ねこ背ぜ気味でもう少し低く見える。胴どうは太く見えるけど、全体のバランスを考えればさほど太いわけじゃない。体型としては、人をそのまま拡張したような感じだ。

　影かげ絵えのように真っ黒でのっぺりしていて、体に起き伏ふくは乏とぼしいが、頭からは二本の角が生えている。そして頭部では、そこだけくり抜かれたかのように真っ白な目が飛鳥を見み据すえていた。

　長い腕うでの先の五本の指も、爪つめのように鋭するどく尖とがっている。

　──織倉香のグラフィティ、〈擬心暗鬼グラジエーター〉。

　精神を鬼の形にし、実体化するグラフィティだ。

「へぇ、そういうグラフィティか」

　それを見ても、飛鳥はさほど驚おどろいてもいないようだ。

「見るからに力はありそうだけど、この手のグラフィティは大体スピードに難が──」

　飛鳥が言葉を止める。

　対たい峙じする鬼が、構えた織倉の動きに合わせて、猫背気味だった体をしゃんと伸ばし右みぎ脚あしを半歩後ろへ引いて、武ぶ闘とう家のように構えたからだ。

「……おいおいまさか」

「いっきますよぉっ！」

　織倉の掛かけ声、そして予備動作とともに、鬼が動く。

　しゅんっ、と鞭むちがしなるような音がして、織倉の右脚が床の上を滑なめらかに移動したその瞬間。

　その動きをトレースして、黒い拳こぶしが、弾だん丸がんのような勢いで飛鳥の顔目がけて放たれた。

「つぉっ!?」

　巨きよ体たいに見合わぬ身のこなしに目を見開いた飛鳥が、体を左へずらしながら、跳はね上げた右の裏拳を鬼の腕へと叩たたき込んだが、弾はじかれる。

　弾かれはしても──直撃を避さけたようではあるがな。

「ちぃっ、なんっつー馬ば鹿か力ぢから……っ！」

　右手を振りながら呟く飛鳥に、俺は思わず口笛を吹いた。飛鳥のグラフィティ〈四し頸けい〉は身体能力を引き上げることも可能と知ってはいたが、織倉に先手を取らせて防ぐとは。

　しかし織倉は──鬼は、まだ動く。

　拳が避けられたと見るや、すぐさま右みぎ腕うでを引いた織倉が次に放つのは左の掌しよう底てい。右腕を引いた際の腰の動きをそのまま攻こう撃げきに利用した、動きに一いつ切さいの無む駄だがない追撃。

　当然、鬼の左の掌底が飛鳥を襲おそう。

「ふっ！」

　しかしそれは見み越こしていたのか、あるいは〈四頸〉で読んだのか──右斜め前に踏み出し、掌底と交こう錯さくする形で避け、尚なお且かつ鬼との距きよ離りを一気に縮める。

　そして鬼の脇わき腹ばらへ向かって、〈四頸〉で強化された拳を叩き込──

「させないよっ！」

　──もうとしたところで、飛鳥に迫せまるのは鬼の右踵かかと。

　避けられた左の掌底の勢いをまたも利用して、コンパクトに体をたたんで回転した鬼が回し蹴げりを放ったのだ。

「燃えるじゃねーか！　おぉらぁっ！」

　構わず、飛鳥はそのまま拳を踵へ叩き込む。

　ドォンッ！　と爆ばく発はつじみた衝しよう突とつ音──飛鳥の拳と鬼の踵が、拮きつ抗こうしたまま動かない。

「……やるじゃねーか！」

「飛鳥さんの方こそ！」

　飛鳥は爽やかながらも、どこか獰どう猛もうさを感じさせる笑えみを織倉へ向けた。

　織倉もまた、楽しそうに笑みを返す。

　飛鳥が一歩距離を取り、鬼は足を引いて構え直す。

「ふっ！」

「はぁあっ！」

　気合と共に繰くり出される鬼と人の拳が、真正面から衝突し、すぐさま放たれる蹴りが交錯する。

　組手だということも忘れたように、二人は白熱した様子で戦いあっていた。

　滅めつ多たに見ることができないほどの手に汗あせ握にぎる迫はく撃げき戦に、気づけば部屋の中の全員の視線が釘くぎづけになっていた。

　　　　◆◆◆

　あたしは自分の訓練も忘れて、壱彦先輩と織倉先輩の戦いに見入っていた。

「すごい……二級なのに、壱彦くんと渡わたり合うなんて」

　新奈が、目の前で起こっている戦いを見てぽつりと呟く。

「香はまだ二級ではあるけど、純じゆん粋すいな戦せん闘とう力では一級にも引けを取らないだろうね」

　新奈の呟きを聞いた籠目先輩が、そう返した。

「籠目先輩、あのグラフィティってそんなに強いんですか？」

　あたしの疑問に、籠目先輩は少し考えてから、返答する。

「いや、〈擬心暗鬼グラジエーター〉は精神を鬼の形に実体化するだけ。力はそれなりにあるだろうけど、ただ命令をしても、あんな武術的な動きはしないだろう。あそこまでのパフォーマンスを発揮できるのは、ひとえに香の努力の賜たまものだよ」

　壱彦先輩と黒鬼の動きに合わせて、シャドーボクシングみたいに拳を放ったり蹴りを放ったりしている織倉先輩を、籠目先輩が見る。

　さっきまでからは想像もできなかった、なんだか嬉うれしそうな目で。

「何を隠かくそう、あの動きを教えたのは私なんだよ」

　そしてドヤ顔。これもまた、意外な一面だった。こんな顔もするんだ……。

「そうなんですか？」

「ああ。元々私は、グラフと戦うことを見越してあらゆる武術・スポーツに手を付けてきたんだ。動き方は心得てる。そしてグラフィティを得た後に、香の方から強くなるために動きを教えてほしいと言ってきてね。自じ慢まんじゃないが、グラフィティを使わない素す手での組手なら、まだ私の方が強い」

　まあ、男子と女子だったら、そりゃ軍配は男子である籠目先輩の方に上がるよね。

「……だから、あんな力が、私にあれば、ね……」

　さっきまでの嬉しそうな表情から一転、籠目先輩が翳かげりのある表情を見せる。

　そんな顔を見て、あたしの中に、疑問が浮うかんだ。

　話を聞く限りだと、籠目先輩が最初に手に入れたグラフィティは、決して弱くなかった──攻撃力に乏しいというだけで。

　それでもなお、危険を冒おかして第二グラフィティ取得実験に参加したのは、戦う力が欲しかったから？

　武術とかを学んできたのは、戦い方を学ぶため？

　浮かんだ素そ朴ぼくな疑問は、気づけばぽろりと、口からこぼれていた。

　──こんなの、あたしが訊きくようなことじゃないのかもしれないけど。

「あ、あの……籠目先輩は、どうしてそんなに強くなりたいんですか？」

　じろっ、と横目にあたしを見てくる籠目先輩。……訊いちゃいけないことだったかな、と早くも後こう悔かいしかけていると、ふぅ、と一息ついて籠目先輩は答えた。

　その瞳ひとみに、深い悲しみと、あるかないかの揺らぎを湛たたえて。

「四年半前、両親がグラフに殺された。友達も目の前で死んだよ。だからグラフを殺せる力が欲ほしい。強くなりたいのに、それ以上の理由がいるかい？」

　返ってきたのは単純な答え──けどそれ故ゆえに、誰だれもが納なつ得とくする理由。

　それを聞いて、あたしは揺らぐ。

　弱気な自分を変えたいという理由で強さを求めているあたしは、もしかして、すごく自分勝手で、不純なんじゃないだろうかと。

　揺らぎが心にさざ波を立て、自分の中の何かがぐらりと傾かたむきそうになる。

　あたしは──今の理由で、ここにいてもいいのかな。

　　　　◆◆◆

　──結局、壱彦くんと織倉さんの組手は、決着がつかずに終しゆう了りようした。

　額に汗あせを滲にじませる二人が、笑顔で肘ひじを合わせたあの瞬間は、なんだか謎なぞの感動があった。

「……ところで織倉さん」

　そのあたりのくだりが終わった後に、わたしは織倉さんに話しかけた。

「はいはい？　平上さん……だったっけ。なんでしょー」

　にこーっと笑う織倉さんに、お節せつ介かいかなと思いながらも耳打ちする。

「ミニスカートであんな動きしちゃだめですよ」

「へ？　なんで？」

　あ、この人駄だ目めだ。無防備すぎる……組手中にミニスカートで蹴りを出したり激しく動いたりで、何度下着が見えたことか。幸い、男子陣じんは迫撃戦の方に目が行ってたみたいで気づいてなかったけど。

「琴ことちゃんみたいにスパッツ穿はくとかしないんですか？」

「うーん、個人的にスパッツって蒸むれちゃうからあんまりねー。あ、もしかしてパンツのこと言ってるの？　じゃあ安心してよ、下に履いてるの水着だから！」

「そういう問題じゃありません」

　ぺろっとスカートを捲まくった織倉さんにそう言った。パンツじゃなくても色々アウトなんです。男子の興奮を煽あおるという点においてはどっちだってそんなに変わらないんですよ？

「ちょっとは頭を使ってください。そんなことをしたら男子がどう思うか……」

「頭を使う……頭ず突つきしろってこと!?」

「…………」

　なんだろう、こう、話が通じない人ってわたし、苦手だなぁ。壱彦くんにも似た頭の悪さにこめかみを押さえてその場を離はなれる。

「……基羽さん」

　向かった先は、織倉さんたちのリーダーである基羽円治さん。短めの髪かみに気だるげな表情、皺しわがついたジャージタイプの制服が、より気だるさを感じさせる。背は男子にしても随ずい分ぶん高く、名前を呼ばれた基羽さんは、煙草たばこを咥くわえてわたしを見下ろす。

「お？　どうした、ねーちゃん」

「……わたしは妹ですからその呼び方は色々と引っかかるものがありますけど、それより織倉さんをなんとかしてください」

「なんとかって……」

「スパッツが嫌いやだというならせめてハーフパンツを穿かせてください。あんな丈たけの短いスカートでパンツと変わらない面積の水着見せながら戦ってたらただの露ろ出しゆつ狂きようですよ、分かってます？」

「……あれ、それ俺が怒おこられなきゃいけねーこと？」

「リーダーですよね？　チームメイトの風紀ぐらい正しておいてもらえませんか」

「……ほんっとうに姉とは色々逆なのな。わーったよ、一応言っとく。期待はすんなよ」

　苦く笑しようしながらそう言って、基羽さんが離れていく。

　お節介だと分かってはいるけど、放ほうっておいてもいいとは思うけど、色々と個人的に許せないものがあったんです。

　さて、いい汗かいたと言わんばかりの爽さわやかスマイルを浮かべている壱彦くんとは対照的に、笹宮室長に教えを乞こう琴ちゃんと籠目さんは、すごくダウナーな表情をしていたけど、何かあったのかな。

　壱彦くんと織倉さんの組手中に何か話してたみたいだけど、拳と蹴りがぶつかる音でよく聞こえなかったからなぁ。

　それからしばらくして、今日の訓練は終了した。

「お疲つかれ様ー、純じゆんちゃん」

「ん、そっちもお疲れ、香」

「今日、そのまま帰っちゃう？」

「あ、シャンプー切れてたから買っていきたいんだった。付き合ってくれるかい？」

「もちろん！」

　──終了するなり、籠目さんと織倉さんは生活感丸出しの会話を始めた。さっきまでの空気から一転して……なんだか、恋こい人びとを通り越こして夫婦みたいな会話だなぁ。

　そんな風に思っているとみよりさんが、

「そういえば二人って一いつ緒しよの家に住んどるんやったけ？」

　と訊たずねる。突とつ然ぜんの衝しよう撃げき発言にわたしと琴ちゃん、壱彦くんが仰ぎよう天てんする。

「あ、はい。そうですよ？」

「「えええええええええええっ!?」」

　そしてあっさり肯こう定ていした織倉さん。あまりの衝撃にわたしと琴ちゃんは思わず叫さけんだ。

「なんだ、っつーことは織倉と籠目って付き合ってんのか？」

　壱彦くんがそう訊ねると、籠目さんと織倉さんがきょとんとした。

「……くっ！」

「くふぅ……くくっ」

　そして、なぜか笑いをこらえきれずに噴ふき出す笹宮室長とみよりさん。……な、なに？

「……あ、そういうことかー」

　そして納なつ得とくいったかのように織倉さんがそう呟つぶやき、続けてこう口にした。




「純ちゃん、女の子ですよ？」




「「「……はぁっ!?」」」

　わたしと琴ちゃん、壱彦くんの声が見事にハモった。同時に笹宮室長とみよりさんの笑い声も重なった。

「……気づいていなかったんだね。確かに、初対面の相手にはよく間ま違ちがわれるよ。喋しやべり方も変わっていると言われるしね」

　三人の視線が集中していることが恥はずかしいのか、籠目さんがキャスケット帽ぼうの鍔つばを押さえ、顔を逸そらす。

　この言い方からして隠しているつもりはなかったみたいだけど、未いまだに信じられない……でもこの男子用の格好で「私」って一いち人にん称しよう使われたら、ちょっと変わった喋り方をする男子にしか思えないよ！

　そんなわたしたちを見て、織倉さんが思いついたように籠目さんの背後に回る。

「ていっ！」

「うわぁっ!?　な、何をするんだい香!?」

　ずるっ、と彼……いや彼女が着ていたコートを──下に引きずり下ろした!?

　突然の出来事に籠目さんが驚おどろくけど、それに構わず織倉さんは腋わきの下から手を差し込んで──

　サイズの大きいコートに隠れていた、胸むな元もとの二つの膨ふくらみを鷲わし摑づかみにする！

「これで信じる？　純ちゃんってば意外と──」

「──ぅうわぁぁぁぁああああああばかばかなにしてるんだかおりぃいいいーっ！」

　籠目さんの顔の赤さがピークに達した瞬しゆん間かん、織倉さんが一本背負いの要領で、ぽーん、と投げ飛ばされた。

　……うん、まあ、なんというか。

　色々と衝撃的な一日でした、まる。

















第三章　答えを求めて腕うでの中






「よし、もうそろそろ目を開けてもいいぞ、口くち原はら」

「は、はい……」

　笹ささ宮みや先せん輩ぱいにそう言われて、あたしは恐おそる恐る目を開いていく。

「って、まだ空中じゃないですか！」

　──セカンドハーフの中だから雪は降っていないけど、十分凍こごえる寒空の下。あたしは結界を足場にして立つ笹宮先輩に、いわゆるお姫ひめ様さま抱だっこの形で抱かかえ上げられていた。

　……どうしてこうなったの!?

　　　　◇◇◇

　事の発ほつ端たんは、籠かご目めさんが胸を揉もまれた次の日──十二月二十八日。

「……じゃあ、みよりさんは籠目先輩が女の子だって知ってたんですか？」

「そりゃまあ、あの第二グラフィティ取得実験の参加者やからね。口原ちゃんの時みたいに、一応名前とかは押さえとるちゃ。ゆうても、さすがに織おり倉くらちゃんと二人同じ場所で暮らしとるとは思わんかったがやけど」

　あたしは訓練中、みよりさんとそんな話をした。笹宮先輩は同期だから知ってて当然としても、みよりさんが知っている理由が分からなかったから訊ねてみたのだ。

　ちなみに今日のみよりさんは黒を基調としたゴシックロリータ。上から下までフリフリとひらひらがてんこ盛り。毎度思うけど、どこで衣い装しよう仕入れてるんだろう？

「一緒に暮らしてる……」

　グラフィティ訓練室の中──あたしが一瞬向けた視線の先では、笹宮先輩の前でお手玉をしている籠目先輩。お手玉の数は四つに増えた。昨日よりも手慣れた感じで、ポンポンと、リズムに乗ってお手玉が跳はねる。

　──両親が亡なくなったから、織倉さんの家に住まわせてもらっている、ということかな。

　……籠目先輩が力を求めるのは、グラフへの復ふく讐しゆうのため。

　そんな籠目先輩を見て、生じた疑問──あたしが強さを求める理由は、自分のためでいいのだろうか。その疑問に、あたしはまだ答えを出せていない。

「……にしても、口原ちゃんもなかなか手慣れたもんやね。タオル弾はじきながら話ができるようになるなんて」

　感心したように、みよりさんが笑えみを向けてくる。褒ほめられたことにちょっと照れながら、集中は切らさないように斜ななめ上のタオルに手を向け続ける。

「基き礎そ訓練ですからね。毎日やってれば、慣れてきますよ」

「いやいや、まさに継けい続ぞくは力なり、やね」

　聞きながら、考える。

　あたしは、自分以外のためなら一体何のために強さを求められるのか。

　復讐……違うよね、あたしはグラフの被ひ害がいを受けたわけじゃないし。

　正義……これも何か違う。あたしにはわざわざ掲かかげるほどの正義はない。グラフに襲おそわれて困る人を助けたいと思って動くのは、正義以前の、人として当たり前の感情だ。

　戦せん闘とう……これも違うな、あたしは決して戦闘狂きようではないし……。

　考えれば考えるほど思考の底なし沼ぬまに嵌はまっていくような、手て応ごたえのなさを感じる。

　そしてたどり着く結論が、結局自分のためになるわけで。

　それは果たして正しいのだろうかと振ふり出しに戻もどる以外の結論が出ず、あたしの思考は再び回る。

　堂々巡めぐりな疑問に対して答えは未いまだに出ないけど、それで普ふ段だんの訓練を疎おろそかにするほど間ま抜ぬけなこともないものだから。

　答えを見み出いだすための、きっかけになるかもしれない何かを見つけたらすぐに動こうと心に決めて、あたしは訓練に没ぼつ頭とうした。

　　　　◇◇◇

　──それから五分と経たたない内に、そのきっかけは訪おとずれた。

「……おいおい」

　笹宮先輩が身に着けている、ブレスレット型の通信機──そこからピーピーピー、という短い音が繰くり返され、それを聞いた笹宮先輩が明らかに表情を曇くもらせた。そして、即そく座ざに通信を開始する。

「もしもし、笹宮です。どっちですか？」

『二つ目──七百メートル級の方です。お忙いそがしいところすみませんが、お願いします』

「了りよう解かい。俺のグラフィティの外部使用許可だけ出しといてください」

『了解しました』

　手短に通話を終しゆう了りようしたのち、ブレスレットから『グラフィティ使用許可』と機械音が流れた。それを聞いた壱いち彦ひこ先輩が、笹宮先輩に訊ねる。

「あん？　今のって外でグラフィティ使うときの許可だよな？」

　イレイザーが持つグラフィティは、支部の内部とセカンドハーフ内部以外で使うことは基本的に禁じられている。だけど例外的に外部での使用許可が下りる時もある。

　例えば、グラフィティを使ってでも迅じん速そくに移動する必要のある緊きん急きゆう事態とか。

「そうです。ちょっとＳＯＳ信号入ったみたいなんで、行ってきます」

　ぴりっ、と訓練室内の空気が張り詰つめたような気がした。そのぐらい、今の笹宮先輩は真しん剣けんだったのだ。

　訓練中に二回ほど耳にした、セカンドハーフ出現のアラーム。本来待機当番の通信機からのみ鳴るのだけれど、笹宮先輩は防衛室『室長』という立場のため、常にその情報が来るようになっているのだそうだ。

　当然、セカンドハーフには待機していたイレイザーのチームが向かった。

　けど、ＳＯＳ信号が入ったということは──今セカンドハーフにいるイレイザーたちには、一刻の猶ゆう予よもないはずだ。

　笹宮先輩に初めて助けられた、あの日のあたしがそうだったように。

「ってわけで、悪いけど口原と籠目は、それぞれの訓練を続けてて──」

「さ、笹宮先輩！　あたしも、つ、連れていってください！」

　気づけば、あたしはそう言っていた。部屋の中にいた全員が、あたしに驚きの目を向けてくる。その無言の圧力に引きそうになるけど、前言撤てつ回かいはしなかった。

　──ＳＯＳ信号を受けたら、笹宮先輩が飛び出していくのは知っている。あたしのときもそうだったし、今までの訓練中にも一回だけそういうことがあった。

　笹宮先輩は、強力無比な剣けんのグラフィティ〈七式セブンス・アクター〉を、主に人を救うことに使っている。

　あたしが求めた『戦う力』、『強さ』を持つ笹宮先輩が、何を思ってそう動くのか。

　それに同行すれば、あたしも何かを摑つかめるかもしれない──あたし自身の強くなるための理由、その是ぜ非ひの答えが。

　──と言っても、理由は何もそれだけじゃない。

　ＳＯＳを発信した人たちが、単純に心配だからというのも、理由の一つだ。前はまだ戦う力も、自衛の術もなかったから付いていけなかったけど──今は、あの頃ころとは違う。

　笹宮先輩は、じっとあたしの目を見ていた。

　遊びじゃない、と断られるだろうか。笹宮先輩が機き嫌げんを損そこねたりしたらどうしよう、役に立たないから連れていかないと言われたらどうしよう、というかそもそもあたしが足手まといになったらと、あたしの中で思考が渦うずを巻き、心臓がバクバクと大きく脈打つ。

　果たして、笹宮先輩の返事は──

「分かった、じゃあ行くぞ。来い、口原」

　短く、それだけだった。否定も疑問もない、あまりにあっさりな答えに一瞬立ち尽つくしてしまったけど、言うや否いなや笹宮先輩が踵きびすを返して部屋の扉とびらへ向かうので、

「は、はいっ！」

　と返事をして、あたしは笹宮先輩の後を追──

「琴ことちゃんっ」

　──おうとしたら、新にい奈なから声をかけられた。何かと思って振り向けば、目の前に迫せまっていたのはあたしの専用装備、巨きよ大だいビニール傘がさ……これ、その内なにか名前をつけよう。いつも巨大ビニール傘じゃ格好つかないもんね。

　それをキャッチしたあたしに、新奈が言う。

「セカンドハーフに行くなら、それ忘れちゃだめだよ！」

「あ、ありがと、新奈！」

　お礼を言って、今度こそ笹宮先輩の後を追う。

　急がないと、と思って廊ろう下かへ出ると、笹宮先輩がすぐそこに立っていた。

「いきなり連れてってほしいとか言った理由は後で訊きく。今はその時間も惜おしいからな」

　笹宮先輩はそう言って……え？

　がらっ、となぜか窓を開けた。雪が舞まう外の寒気が、支部の中に一気に入ってきて、温度が一気に下がっていく。

「〈七式セブンス・アクター〉」

　呟つぶやくと同時に笹宮先輩の背後で、円形に浮うかぶ六本の剣が現れた。

　レイピア、日本刀、柳りゆう葉よう刀とう、フランベルジュ、日本刀、直刀──各おの々おのに異なる能力を持つ、笹宮先輩の最強のグラフィティ〈七式セブンス・アクター〉。

「──口原、五秒だけ考える時間をやる」

　ぽりぽりと、なぜかやや気まずそうに頭を搔かきながら、まず片手に日本刀を持つ。

「俺に抱えられるか、俺の背中にしがみつくか。選べ」

「…………えっ？」

　笹宮先輩の言っていることがよくわからず、思わず訊きかえしてしまう。

「だから、今からセカンドハーフまで全力で移動するけど、口原がついてこれるわけないだろ？　ＳＯＳで緊急を要するから車使っていくわけにもいかんし。だから俺が運ぶ。その運び方を訊いてるんだ」

「え、えぇ……っ！」

　突とつ然ぜんの究極の二択たくにあたしは思わず一歩後ずさる。

　か、抱えられるってことは、初めて助けられた時みたいに笹宮先輩にお姫様抱っこされるってことで──は、恥はずかしい。あんなのダメだって。今なんかは、特に……！

　けど、し、しがみつくって！　首に手を回してぎゅっと抱き着くような形になるわけで、そうなったら間ま違ちがいなくむ、胸とかが当たっちゃうわけで……お、大きくはないとはいえあるはあるよ？　だからそれを押し当てるようにしがみつくっていうのもちょっと──

「時間切れだ、行くぞ」

「ふ、ぇっ？」

　戸と惑まどうあたしの手を摑んで、ぐいっと引き寄せられた。次の瞬しゆん間かん。

「よっ、と」

「わ、わぁあっ!?」

　背中に手を回されたと思ったら、膝ひざの下にも腕うでを回され、地面から足の裏が離はなれた。

　どこからどう見てもお姫ひめ様さま抱だっこである。通りすがりの団員が、目を丸くしてこっちを見ているのを見てしまった。ちょ、み、見ないでーっ！

「暴れるなよ、移動中に落ちたら多分助からないぞ？」

「ふぁ、ふぁいっ……！」

　重心が安定してないのか、至し近きん距きよ離りであたしの顔を見て言う笹宮先せん輩ぱい。ち、近い……！

　あまりにも急な笹宮先輩との接近に、あたしの顔がかぁあっと紅あかくなった。寒いはずなのに、ほっぺが凄すごく熱い。ビニール傘だけは何とか邪じや魔まにならないように持ったけど、う、うわぁあ……。

「さ、行くか」

「……あれ？」

　そして笹宮先輩は、玄げん関かんから足を踏ふみ出すように、窓まど枠わくに足をかけた。

「……あ、あの、笹宮先輩？」

　疑問の声は黙もく殺さつされた。あたしの背中を支える右腕の先で、いつの間にか握にぎっていたレイピアを器用に振るう。この剣は、確か結界を作る剣だったはず──描えがかれた軌き跡せきから壁かべのようなものが現れ、寒気が少し遮しや断だんされた気がした。そして視線を階段の方へやり、

「あ、すいませーん、そこの人。俺が出てった後、ここ閉めといてください」

　あたしたちのことを見ていた通りすがりの団員が、無言でこくこくと頷うなずいたのを見て、

「せーのっ、と！」

　こともあろうに、笹宮先輩は三階の窓から、外へと飛び出した。

「ぃ──うひゃぁあああああっ!?」

　落下するかと思って息を吸い込んだ瞬間、景色が飛ぶほどのスピードで動いていた。落下の恐きよう怖ふが、常識外れの速度への恐怖に一瞬で変へん貌ぼうしたけど、どのみち口から出るのは悲鳴だけのようだった。

　こっ、これが──〈七式セブンス・アクター〉、その能力の一いつ端たん！　速すぎて怖こわすぎる！　笹宮先輩、いつもこんな速度で移動してるの!?

　一瞬、減速して──どこかの建物の屋根に着地、そしてすぐに屋根を蹴けってセカンドハーフの方向へと向か、ひぃいっ！

　辺り一面雪景色のため、景色が飛んでもとにかく真っ白。だからどのぐらいの速度で進んでいるのかは分からないけど、とりあえず速いのは分かるよ！　そして次の足場へ着地する際に体の内側がふわっとなるのが正直一番怖──ひぁっ！

「……頼たのむから、本当に暴れてくれるなよ。飛鳥あすかさんと違って、俺そんなに力ないから」

　それは、下手に動けば本当に落としかねないという警告でもあったのかもしれない。

「怖いんだったら目ぇ閉じて、ちょっとじっとしててくれ。なんだったらしがみついてろ」

「じゃあ、し、失礼しますーっ！」

　もはや恥はじも外聞もなく、あたしは笹宮先輩の首に腕を回して、ぎゅっとしがみついてから目を瞑つぶる。

　……あ、笹宮先輩の体あったかぁい……じゃ、なくてぇっ！

　や、やばいよこれ、目を瞑って体を密着させちゃってるから、逆に笹宮先輩の体温をすごく感じちゃう！　結局胸も下手したら押し付けちゃってるかもしれないけど、中ちゆう途と半はん端ぱに腕だけ回しても安定しなくて怖いし、だけどこんなにぎゅってしてたらあたしの胸の鼓こ動どうが凄いことになってるのまで伝わりそうだけどってあたしは一体どうしたらいいわけ!?

　……こ、怖いからだもん、仕方ないよね！　としがみついている理由を正当化する。

　ついでにこんなにドキドキしているのも、空中をとんでもない速度で跳とびながら移動しているのが怖いせいだよね。

　だって、あたしは笹宮先輩のことが苦手なんだから。

　……頭ではそう思っているけど、心の中のどこかから。

　恐怖だけでドキドキしているなら、こんなに体の内側が熱くなったりしないよね、と、諦あきらめにも似た言葉が浮かんでいた。

　……そんなこと。

　言われなくても分かってるのに、と、真っ暗な視界の中、自分の心にそう呟いた。

　──そして、三分と経たたない内に、あたしたちは件くだんのセカンドハーフへと到とう着ちやくした。

　……記き憶おくを辿たどった結果、どうしてこうなったのっていうあたしの疑問に対しては、こう答えるしかなかった。

　ある意味、自じ業ごう自得だって。

　……ま、間違っても、ラッキーだなんて思ってないから！

　　　　◆◆◆

　濁にごったオーロラのような色合いを持つドーム状の異空間。その形状から災さい厄やくの卵とも称しようされる、二次元と三次元を繫つなぐ二・五次元狭界、セカンドハーフ。

　それは何の前まえ触ぶれもなく突然空中に出現し、落下した先の風景を二・五次元上に綺き麗れいにトレースする性質をもっている。

　その内部に突とつ入にゆうした後、俺は戦せん況きようを見るために建物を蹴りながら上空へ向かって動き、結界を張って足場にして、空中に立つ。

「悪いけど、もうちょっとじっとしてろよ、口原」

「は、はいっ……」

　俺にしがみつきっぱなしの口原が呟くように返事をした。この体勢だと仕方のないこととはいえ、耳元で囁ささやかれるように言われるとこう、変にぞくっとくるものがあった。

　抱かかえ上げている口原の体は、服越ごしだというのに随ずい分ぶんと柔やわらかく、温かい。熱でもあるのかと疑うレベルだ。そして言っちゃなんだが口原は普ふ通つうに可愛かわいい部類に入る。そんな奴やつに、体を密着させられていては、弟で子しだというのにいらんことを想像しそうになる。

　なんでこんなことになったんだか……と思ったけど、ま、役得ってことにしておこう。

　それより今は中の状じよう況きようだ。

　奇き妙みような色合いに歪ゆがむドームの天てん井じようスレスレの位置で、眼下の景色へ目を向ける。

「……こりゃすげえ」

　このセカンドハーフが落下した先には、多くの工場が隣りん接せつしている工業地帯があった。工場の屋根や、カバーがかけられている重機、そして地面は雪で白く染まっている。

「とにかく捕つかまるなよ、時間稼かせげ！　応おう援えんが来るまでこいつを引きつけろ！」

「応援っていつ来んだよ!?」

「さっき外に行かせたからじきに来るだろうよ！　叫さけんでねえで手ぇ動かせ！」

　その白く染まった工業地帯の中、槍やりを飛ばしたりして攻こう撃げきをしつつも、雪に足を取られながら逃にげているイレイザーたちを追いかけて、驀ばく進しんする巨大なグラフが一いつ匹ぴき。

「な……なんですかあれ！　大きすぎませんか!?」

　音の発生源を見た口原がぎょっとして、俺の腕の中で体を揺ゆらした。

　一言で言えば、岩いわ蛇へびだった。

　あちこちがごつごつと節くれだった灰色の体をしならせて、障害物をすり潰つぶしながら文字通りに蛇だ行こうしている巨大な蛇。

「マジででかいよな、いつぞやの首長竜りゆうが可愛く見える」

　その全長、なんとおよそ五十メートル。加えて、頭は縦たて幅はば五メートル、横よこ幅はば十メートルという怪かい獣じゆうサイズである。上うわ顎あごから鋭するどく伸のびる牙きばも三メートルはあるだろう。

　しかし、あの岩蛇には、人間で言う正中線の部分──つまり、ど真ん中がない。

　真正面から見れば、顔面も真っ二つになっていることだろう。体が二つに捌さばかれているというのに、開いて閉じる口の動きは左右しっかり連動している。

　さらによく見れば、体の部分部分が、色と厚みの両面で薄うすい。水すい墨ぼく画がに水を垂らしたようなぼやけた輪りん郭かくが、辛かろうじて全体像を表している。

　あれこそが、グラフ。

　セカンドハーフ内部に現れる、不完全で中途半端な体を持つ怪かい物ぶつ。

　連中はセカンドハーフの外へ出ること──外へ出て、三次元での体を手に入れ、完成することを目的としているらしい。

　俺たち、ホワイトキャンバスがそれを阻はばむのは、四年半前のセカンドハーフ初出現と、グラフたちによる大侵しん攻こうで日本に大きな被ひ害がいが出たためだ。

　だからセカンドハーフが卵である内に、中で暴れるグラフを撃げき退たい、ないしは封ふう印いんする。

　それが俺たち、ホワイトキャンバスに所属するイレイザーの役目だ。

　が──今回のように、イレイザーが危機に瀕ひんする場合もあるわけなのだが。

「あ、さ、笹宮先輩！　あれ見てください、グラフの体の下！」

　俺の肩かたの上から顎を外した口原が、吐と息いきのかかる至近距離でそう言った。……近いな。

　言われたとおりに岩蛇グラフの体の下に目を向ければ、破は砕さいした工場の壁が、原形をとどめたまま吸収されるように、グラフの表面の一部と化した。

「……ぶっ壊こわした物を吸収する能力か？」

「よく見たらあのグラフの表面、ほとんど工場の外がい壁へきですよ」

　ははーん、なるほど、状況が読めた。

　あのグラフは戦いが始まる前から工場の壁を吸収しにかかってたんだな。で、ここに来たイレイザーチームと戦っている間も工場を潰しながら吸収を続け、手間取ってる間に手に負えないサイズにまでなっちまったと。

　──となると、これ以上は時間かけてられないな。

　左手の日本刀──刃はの届く範はん囲いに入った物を片かたっ端ぱしから切り刻む居合の刀にして、持ってる間は俺の移動速度を引き上げる能力を持つ瞬しゆん迅じん剣けんを手放した。

　そして右手に持っていたレイピア──振ふるった軌跡の上に結界を出現させる結界剣を、左手へ持ち替かえる。空いた右手には、背後から回ってきた直刀を手に取った。

　この直刀は斬ざん裂れつ剣。触ふれたものを問答無用で真っ二つにする剣で、持っている間は俺の力を強化する能力も持っている。

「さて──じゃあ口原。悪いけどしばらくしがみついててくれ」

「ふぇっ？」

　俺は左ひだり腕うでを口原の膝の下から抜ぬいて、結界剣を自由に振れるようにしておく。口原の背中を支えていた右腕は、少し場所をずらしてしっかりと口原をホールドする。

「ひゃんっ!?　ささっ、ちょ、そこ腰こしです！」

「……これでも気を遣つかってんだって。脇わきの下に腕回したら胸触さわっちまうけどいいのか？」

「はぐぅっ……そ、それは……」

　顔を赤くしながらも、反論はなかった。腰に腕を回したことへの無言の肯こう定ていと受け取り、俺は足元の結界を解除した。

「へ──きゃぁあっ!?」

　ふっ、と落下の際の、体の内側が持ち上がるような感覚。手を伸ばしたり引っ込めたりしていた口原が、突とつ然ぜんの危機的状況にすぐさま首へと腕を回して、体を押し付けるようにしがみついてきた。

「ささっささみゃぁせんぱぁいっ!?」

「心配すんな、行くぞ！」

　言いながら、背後と正面に結界を張り直す。

　斜ななめ六十度ぐらいまで傾かたむけて張った二枚の結界。俺は背後の方に足の裏をつけ、斬裂剣で強化された脚きやく力りよくで結界を蹴る。

　弾だん丸がんのような勢いで、俺たちはすっ飛んだ。

「ぅわわぁああっ!?」

　ジェットコースターもかくやというほどの急激な方向転てん換かんに口原が悲鳴を上げる。

　向かう先は、逃げるイレイザーたちとグラフの間。仮にこの速度で地面に突つっ込こんだとしても、正面の結界が防ぼう壁へきになってくれるから問題ない──と、思っていたのだが。

「げ、やっべ……！」

　なんと岩蛇が、顎をがぱっと開いて、イレイザーたちを吞のみ込もうと前へ出たのだ。その頭の位置は、ちょうど俺の着地予定点。

　これは非常にマズい──俺たちは別に何ともない、問題なのはグラフだ。

　斬きり離はなすならまだしも、こんな速度で頭に突っ込めばまず間ま違ちがいなく潰れる。そうなれば奴の一発退場は確定だ。

　──グラフを止める方法には二種類ある。

　一つ目が『撃退』──グラフに致ち死し量のダメージを与あたえて、強制的にこのセカンドハーフから二次元側へと押し返すやり方。

　一番手っ取り早くはあるけど、次元的に曖あい昧まいな存在であるグラフ相手に、これは根本的な解決法には成り得ない。

　撃退した場合、時間が経てば再びそいつがやってくる可能性もある。知能の高いグラフであるなら、何かしら対策を練ってくることも考えられる。

　そのため、できる限りイレイザーに推すい奨しようされているのが二つ目の『封印』だ。

　二次元から襲しゆう来らいするグラフは、絵や文章といった形で完成されることによって二次元側にその存在を縛しばりつけられるという特性を持っている。これによってグラフを封ふうじた本のことを禁書と呼ぶわけだが、こうしてしまえばそのグラフが再び出現することはない。

　──で、だ。

　着ちやく弾だんするまでのわずかな時間に、俺は思考を巡めぐらせる。

　この岩蛇は、できることなら封印したい。このセカンドハーフの大きさは約七百メートル──平均のおよそ二倍。直径が大きければ大きいほど中にいるグラフは強くなる傾けい向こうにあり、あの岩蛇のようなグラフは実際かなり面めん倒どうくさい能力を持っている。

　高い知能があるとは思えないが、逃がすのは得策じゃないだろう。

　ここに来るまでの間に聞いた情報では、どうやらＳＯＳを発信したチームの中に封印班もいるらしいし。

　となれば──

「こうだ！」

　前方の結界を解除し、体と口原を捻ひねって左手のレイピアを一いつ閃せん。さっき展開していた結界よりも薄めの結界をオーダー。眼前に迫せまった岩蛇のすぐそばに、透とう明めいな防壁が出現。

　異変に気づいた岩蛇が、その目をぎょろりとこちらへ向ける。

　だけど気づいてももう遅おそい。俺は構わずに、さらに体を捻って──

「ひぃぁあああっ!?」

　無茶な動きに付き合わされて悲鳴を上げる口原に、心の中ですまんと謝りながら。

　強化された脚力で、結界ごと、岩蛇の横よこっ面つらを思いっきり蹴けり飛ばした。

　　　　◆◆◆

　ガラスが割れるような音の直後に、花火が目の前で爆ばく発はつしたような音と衝しよう撃げき。

　笹宮先せん輩ぱいが結界ごと、あの巨きよ大だいなグラフの下した顎あごを蹴り飛ばしたのだ。

　当然結界は砕くだけ散り、グラフの下顎はひしゃげる──そして、それだけじゃない。

　蹴り飛ばされた頭に引きずられ、全長約五十メートルの巨きよ体たいが地面に水平に吹き飛んだ。水切りをする石のように、直線上にあった建物とかをなぎ倒たおしながらしばらく進んで、地じ震しんのような震しん動どうと共にようやく止まる。

　まだ自分が空中にいることも忘れて、開いた口を閉じることも忘れる。

「あ……あり得ない……」

　思わず目の前の現実を否定してしまったけど、笹宮先輩は気にした風もなく、むしろ自らが吹き飛ばしたグラフが消えてはいないのを確かく認にんして、ふぅ、と安あん堵どの息を吐はいていた。

「あっぶねー……危あやうく撃退するとこだった」

　その一言で、あたしは完全に絶句した。まさかさっき、グラフに向けて結界を張って、直後にそれを自分の攻撃で砕いたのは、蹴りの威い力りよくを殺すためだったの？

　結界を通してあえて威力を殺し、それでもなおあの巨体が吹き飛ぶ馬ば鹿か力ぢから。相変わらずと言えばそうだけど、笹宮先輩のグラフィティの滅め茶ちや苦く茶ちやさに少し顔が引きつった。

　あたしを抱かかえた笹宮先輩が地面に着地する。あたしもすぐに下ろしてもらったけど、あっちへこっちへと急激な方向転換を繰くり返したせいで、まだちょっとふらふらする。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「へ、平気です」

　本当はかなりキてる。ジェットコースターに乗った後みたいな、地面が定まらない感じが体をふらりと揺らす。けどこんなことで弱音を吐いてられないと見み栄えを張り、傘かさを支えに立っていたけど、

「無理すんな。滅茶苦茶な移動に付き合わせて悪かったな」

　と言いながら、笹宮先輩が肩を支えてくれた。

　……さっきあれだけ密着してたっていうのに。

　肩に手が触れただけで、なんでこんなに落ち着かないのかな……。

「……ゴホン」

　空から咳せきを打たれて、あたしの肩がをびくっ！　と跳はねた。直前までとは別の理由から顔が赤くなってくる。けど笹宮先輩は動じた風もなく、普ふ通つうに顔を背後へ向ける。

「まさか、笹宮室長が来てくれるとはな。それも女同どう伴はんで」

　空中から少し見た時に、逃にげるイレイザーの殿しんがりを務めていた男の人が言う。少しだけ、意地が悪そうな声こわ音ねで。

「女っていうか、弟で子しですよ。ついてきたいって言いだしたのがこいつとはいえ、色々と無茶な移動に付き合わせちゃいましたからね」

「……ま、人ンとこの人間関係にケチつける気はないが……」

　グラフへ槍やりを飛ばして殿をつとめていた人が、あたしの顔を見て肩を竦すくめた。どういう意味があるのかは、考えないでおこうと思った。

「俺は凪なぎ間ま。見ての通り、だいぶ追い込まれてる状じよう況きようだ。こっちは三人チームと四人チーム、両方全員二級の二チームで組んできたんだが、七人中二人が重傷、四人が軽傷だ」

「ちなみに頭のそれは軽傷ですか？」

「軽傷に決まっているだろう」

　やれやれと言いたげに笹宮先輩にそう返したけど、凪間さんの頭からはドクドク血が……あ、倒れた。頭の下で雪が赤く染まっていくけど、胡う乱ろんな目で彼は言い張る。

「……軽傷に決まっているだろう」

「説得力が皆かい無むですが」

「重傷三人ですね、笹宮先輩」

　彼の後ろ側では足を折ったのか、肩かたを貸してもらっている人が一人。腕を押さえている人が一人。それ以外は、皆みなどこかしら制服が破けていたり、血が滲にじんでいたりしている。六人しかいないなと思ったけど、すぐに思い当たる。ここにいない七人目の人がセカンドハーフの外に出て、ＳＯＳを発信したんだ。

　セカンドハーフの内部では、外部と連絡が取れないから。

「全員二級、か……」

　笹宮先輩の小さな呟つぶやきに、凪間さんが倒れたまま、胡乱なままの目を向けた。

「……戦力的にキツイ、そう言いたそうだな」

　悔くやしそうな声音で放たれる言葉。

　今回のセカンドハーフは直径約七百メートル。平均のおよそ二倍。

　セオリーに沿って戦力を考えるならば、一級イレイザーを含ふくむチームが一つか、あるいはここにいる人たちに加えてもう一つ、二級イレイザーのチームがいないと厳しいと思う。正直言って、最初から勝ち目は薄うすかったのかもしれない。

　そして、彼の言葉に対して笹宮先輩は──

「……いや？」

　と、不敵に笑って否定した。

「俺に言わせれば、全然戦力不足なんかじゃない──やり方次し第だいじゃ、あいつにだって勝てるでしょう」

　──そうだ。笹宮先輩は、こういう人だった。

　弱い能力を何より好み、工く夫ふうと努力で実力を塗ぬり替かえる逆転好き。

　凪間さんたちのグラフィティが弱いかどうかはさておいても、グラフと明らかな実力差が開いているこの状況、逆転好きの笹宮先輩が見み逃のがすはずがない！

「──俺たちでも勝てる、ってか？　本当に？」

　凪間さんが上体を起こして、笹宮先輩に訊たずねる。後ろのイレイザーたちの目にも、気力の炎ほのおが灯ともったように見えた。

　やはり、ボロボロにされた相手に一いつ矢し報むくいたいとは、全員思っていたってことかな。

「ただし」

　けど、笹宮先輩は静かに言った。

　ちょっとだけ、残念そうに。

「全員のコンディションが、もう少し良ければの話です」

「……っ」

　凪間さんが、悔しそうに歯は嚙がみする。余計な希望を持たせるなと、後ろのイレイザーの中には笹宮先輩を睨にらむ人も出る始末だ。

　……笹宮先輩の、こういうところってあるよね。なんというか、嫌きらわれ気味なその理由の一いつ端たんを垣かい間ま見みた気がした。

　しかし、あたしは今の台詞せりふを聞き、笹宮先輩のことを少し見誤っていたのかもしれないと反省する。

　いかに逆転好きとはいえ──さすがに、怪け我が人にんにまで戦わせようとは考えないらしい。当たり前のように見逃すはずがないとか、思っていたあたしが恥はずかしい。

　そんなの、人として当然のことだっていうのに。

　突とつ如じよ、「キシャァアァッ！」という鳴き声がセカンドハーフに響ひびき渡わたる。

「おーおー、あれだけ吹き飛ばしてやったってのに元気だね」

　笹宮先輩が微び笑しようを浮うかべて呟き、フランベルジュを足元に突つき刺さす。

「皆みなさんは後ろで固まっててください。ところで、封ふう印いん班はどの人です？」

「あ、ああ。彼女がそうだ」

　凪間さんが、親指で後ろにいた、長ちよう髪はつの女子を指した。それを見て笹宮先輩はよしよし、と頷うなずいて、

「んじゃ、時間は俺が稼かせぐんで、封印作業よろしくお願いします」

「は……はいっ！」

　返事をした彼女は手に持っていた白しろ本ほん──グラフを封印するための、何も書かれていないまっさらな本を構えて、腰こしのポーチからペンを取りだし、さらさらと文章を連ねていく。

　──封印班は、グラフの封印方法によって二種類に大別される。

　絵を用いてグラフを書き起こし、完成させる『幻画師ペイントシーラー』。あたしのチームメイトである年ねん齢れい詐さ称しよう気味の朝あさ森もり雪ゆき子こさんはこれにあたる。

　そしてもう一つ。文章を用いてグラフを表現し、完成させる『文豪ワードシーラー』。新奈のお姉さんである心こころ明日香あすかさんはその筆頭だ。

　いま頑がん張ばっている彼女は、後者ということになる。

「で、だ──口原には三つほど頼たのみたいことがある」

　言葉と同時にぽん、と何かをあたしに放ほうり投げる。

「は、はいっ！」

　返事をしながら受け取ったのは、小さな石ころだった。なんですかこれ？　と視線を送っても、まあ持っとけと目だけで促うながしてくるので、とりあえずポケットに入れておいた。

「俺が基本的にあいつを削けずりにかかるけど、流れ弾だまが飛んでくるかもしれない。それからここの人たちを守っといてほしいのと、封印の準備が整ったら連れん絡らくを入れてほしい。そんで、最後に──」

　にっ、と笑って、笹宮先輩は言った。

「俺が合図したら、あいつにグラフィティを使ってくれ」

　その一言で、全すべてを察した。

　笹宮先輩があたしに何を求めているのか。

　だからあたしは期待に応こたえるべく、

「……っ、はい！」

　と短く返事をした。

　　　　◇◇◇

「じゃ──笹宮銀しろがね、いざ参る！」

　右手に日本刀、左手に直刀を構えた笹宮先輩が、こちらへ向かって蛇だ行こうしてくるグラフに真正面から立ち向かう。

「……なあ、そこの二級イレイザー」

　直後に、後ろから呼びかけられた。未いまだに頭から血を流している凪間さんが、倒たおれたままに話しかけてきたのだ。

「ここの防ぼう御ぎよ、お前に任せてもいいのか？　えっと……」

「あ、あたしは口原って言います」

「……口原？　ってことはお前まさか……」

　口を開いて吞のみ込もうとする岩いわ蛇へびの牙きばを、笹宮先せん輩ぱいがまず直刀で斬きり飛ばす。返す刀でもう一本の牙も叩たたき斬る。最後に横へと移動して、膨ふくれ上がった体に沿って直刀を滑すべらせる。バナナの皮を剝むいたかのように、グラフの体の外側が削り落とされた。

「この間水みな瀬せとバトってた奴やつか。そういやその傘も見覚えあんな……その傘がお前のグラフィティか？」

　……見られてたのはちょっと恥ずかしいなあ、なんて思いながら、その質問に返答する。

「あ、いえ、これはちょっと丈じよう夫ぶなだけのビニール傘がさです」

「ってことは、グラフィティの方で傘を強化して水瀬の弾だん丸がん防いでたのか……笹宮がわざわざ連れてくるってことは、よっぽど強い効果でもあるのか？」

　鬱うつ陶とうしい、と言わんばかりに体をよじるグラフ。そして急激な方向転てん換かん。

　それを見ながら、真顔であたしは返す。

「いえ、あたしのグラフィティは物を三センチ弾はじき飛ばすだけです」

「えっ……な、凪間さん！　この娘こ、あれですよ！　期待外れの第七期最さい優ゆう秀しゆう訓練生！」

　ぐさぁっ、と文豪ワードシーラーの少女の言葉が胸に刺さる。思わず崩くずれそうになるけど、崩れてる場合じゃないと心を奮い立たせる。

「……まぁ、期待外れだろうと別に構いやしねぇが……本当に任せて大丈夫だな？」

　巨きよ体たいに見合わない速度で動いた尾おが、工場の壁かべをなぎ倒す。触ふれたのが一いつ瞬しゆん過ぎて吸収されなかった外がい壁へきが、こちらへ向かって飛んできた。大きさはおよそ二メートル。

　それを見た文豪ワードシーラーの少女が小さく悲鳴を上げ、凪間さんは無理にでも体を動かそうとするけど、あたしはわずかな緊きん張ちようと確信を持って、ビニール傘を広げた。

「はい。あたしは物を三センチ弾き飛ばすことしかできませんけど──」

　後ろの人たちを守るため、決して目を瞑つぶらずにその時を待つ。

「あたしの防御は、絶対ですっ！」

　外壁が、迫せまる。三、二、一──今っ！

「〈三弾銃アブソリユート・ロア〉！」

　あたしは自らのグラフィティを、ビニール傘に向かって使用。

　それによって弾かれたビニール傘が、直後に外壁と衝しよう突とつ。通常であれば、フィルムは破れ、骨は折れ、あたしたちは大おお怪け我がを負っていただろう。

　けど、その進行を阻はばまれたのは外壁の方だった。

　衝突した瞬間にめきゃりと音を立て、弧こを描えがく傘のフィルムに沿って斜ななめ上へと弾かれる外壁。目を瞑っていた文豪ワードシーラーの少女は恐おそる恐る目を開き、凪間さんは「くはっ」と小さく笑った。

「……これで、信じてもらえましたか？」

　あたしのグラフィティ〈三弾銃アブソリユート・ロア〉。その能力は、『物質を必ず三センチ弾き飛ばす』こと。

　これによって弾かれた物質はどんな障害があろうとも、三センチの間は決して形を変えることなく前へと進み続ける。

　これを逆手に取ったのが、さっきのビニール傘を使った防御法。外壁がぶつかる直前で傘を弾くことで、形状を変えずに前進するビニール傘が、飛んできた外壁を阻んだのだ。

「ああ。道理で水瀬の弾丸も防げるわけだ……こりゃ安心してくたばってられそうだ」

「え、い、今何が……っ!?」

「ほら、お前も驚おどろいてないで手ぇ動かせよ。どうやら安全は保障されたみてーだから、とっとと完成させちまいな」

「え、は、はいっ」

　そんなやり取りを交かわしている間にも、笹宮先輩はグラフを次から次へと刻んでいく。

　斬られ、削られ、体が小さくなっていくグラフ。どうやら一度吸収した外壁を再び吸収することはできないようで、岩蛇グラフは随ずい分ぶんと強制ダイエットをさせられていた。

　それでもまだ全長は三十メートル、横よこ幅はば五メートルはあるのだけれど。

　鎌かま首くびをもたげて上から、グラフが笹宮先輩を狙ねらう。笹宮先輩は俊しゆん敏びんな動きでそれを躱かわしたけど、槌つちのごとく打ち下ろされた頭ず突つきの威い力りよくは凄すさまじい。爆ばく音おんとともにぐらっと地面が揺ゆれ、着ちやく弾だんの痕あとはさながら隕いん石せき衝しよう突とつ後のクレーターだ。

「って、え、笹宮先輩!?」

　その攻こう撃げきを見た笹宮先輩は、何を思ったか日本刀を地面へ突き刺した。

　グラフは再び鎌首をもたげ、対する笹宮先輩は直刀を両手で構えた。まさか──真正面から受け止めるつもり？

　格好の餌え食じきと言わんばかりにグラフが頭を打ち下ろす。
















　それを笹宮先輩は──なんと結界も使わずに、直刀の腹で受け止めた！

　力を強化してはいてもさすがに威力を殺しきれないのか、笹宮先輩の足元が凹へこむ。ただ、あの巨体と人が拮きつ抗こうしている時点で色々とおかしな構図ではあるんだけどね。

　何が楽しいのか、笹宮先輩は珍めずらしく獰どう猛もうな笑えみを浮かべていた。

　そして、変化は直後に起こった。

　急に、グラフがバランスを崩してのけ反った。見れば、地面に接して体を支えていた後ろの部分、そこが地面にズブズブと沈しずんでいた。

　──なんで？　液状化現象というのは聞いたことがあるけど、こんなタイミングで──まさか！　と思って、さっき笹宮先輩が地面に突き刺した日本刀を見る。

　あれは、二本目の日本刀の能力？

　グラフが沈んだと見るや否いなや、自らも地面に足を沈ませている笹宮先輩が、突き刺した日本刀の柄つかを取って再度地面を斬りつける。するとぎしり、と音がしたように聞こえた。

　グラフはもがいているようだけど、地面から体を抜ぬくことができないでいるらしい。液状化した地面が、再び固まったということ？

　しかし、だとしたら笹宮先輩もそれは同じはず──膝ひざまで足を沈ませている笹宮先輩を見て、グラフは体を抜くのを諦あきらめ、再び鎌首をもたげて打ち下ろす。

　笹宮先輩はそれでも焦あせらず、すぐさま剣けんを持ち替かえる。日本刀を手放し、波打つ刀身の両もろ刃はの剣つるぎ、フランベルジュに。

　瞬間、陽かげ炎ろうのように笹宮先輩の姿が搔かき消えた。そして空ぶった頭突きはそのまま地面へクレーターを作る。頭を引き抜き、ぎょろぎょろとあたりを見回す岩蛇だったけど、

「よう。誰だれか探してんのか？」

　右の瞼まぶたの真上に、笹宮先輩は立っていた。

　──あの剣は、確か前に言っていた。転身剣という名前で、その能力は瞬間移動。

　脚あしが地面に埋うまっていても関係ないってことだね。

「でっ、できた！」

　その時、背後で文豪ワードシーラーの少女が叫さけぶ。はやっ、と思ったけど、考えてみればここに来た時点から文章を書き始めていたのだから、当然だ。あたしはすぐにブレスレットの通信を繫つなぎ、笹宮先輩に報告した。

「笹宮先輩！　完成しました！」

『オッケー！　じゃ、まずはこいつをお望み通りに引っこ抜いてやるか！』

　直後、笹宮先輩共々岩蛇グラフの姿がその場から消え、その真上──空中三十メートルほどの高さに現れた。笹宮先輩は左手の直刀は握にぎったままでフランベルジュを手放して、空いた右手でグラフの瞼をしっかりと摑つかんだ。

『おぉっ……らあっ！』

　そしてそのまま身を捻ひねったかと思うと、グラフの巨体が空中で一回転し、地面にびたんっ！　と叩きつけられた。笹宮先輩はレイピアを握って結界を張り、それを足場に斜め下へ跳とぶ。ちょうど着弾点はグラフの尾で、それを踏ふみつぶして着地する。

『あ、口原はそこにいろ！　動く必要はないからな！』

　体を捻りながらの、笹宮先輩の言葉。今まさに走り出そうとしていたあたしは、その指示にだけは混乱した。

「でも、今のこの距きよ離りじゃ範はん囲い外がいですよ!?」

『問題ない！　後で理由は分かるから！』

　そうまで言い切られたら反論する理由もない。

　そして笹宮先輩は体を捻る過程で、レイピアを日本刀に持ち替える。直刀と日本刀を交差させて構えて、膝を曲げ──正中線の『無い』部分を、爆ばく発はつ的な勢いで走り出す。

　叩きつけられて真まっ直すぐになったグラフの体を、ウナギのように捌さばき始めた。

「おっ……おいおい、封ふう印いんするんだろ!?　あれじゃ撃げき退たいしちまうぞ！」

　その光景を見た凪間さんが驚きと抗こう議ぎのような声を上げる。

　──グラフを封印するにあたって、必要不可欠な要素がいくつかある。

　まず第一に、グラフの不自然な欠けつ如じよ部分を自然に補い、完成させる腕うでを持った封印班。

　そしてもう一つ──グラフを倒さずに、ギリギリまでダメージを与あたえ、その存在を二次元側へと寄せること。

　グラフは、ダメージを受けるに従って、実体化した部分が薄うすくなり、徐じよ々じよに二次元側へと、押し返される。最終的には、ぺらぺらの輪りん郭かくのみと化す。

　そうしてダメージを与えながらも、倒さないようにしなければいけないのが難しいところなのだ。

　知能の高いグラフであれば、封印しようとしていることに感づいて自決し、自ら逃にげることもあるのだから。

　が、笹宮先輩は、いまその真逆のことをしている──明らかにグラフにトドメを刺さしにかかっている。凪間さんが驚くのも無理はないだろう。

　けど──

「大丈夫です。あたしがグラフを止めます」

「止めるったって、どうやってだよ!?」

　さすがに理り屈くつが分からないらしく、凪間さんが声を荒あらげる。

　けど、それには何とも言えない──正直、あたしだってまだ半信半疑だ。

　でも、笹宮先せん輩ぱいは動くなと言った。だったらあたしは、その時を待つだけだから。

　笹宮先輩が岩蛇を四枚に下ろすや否や、どこからともなくグラフへ向かう、セカンドハーフの外周と同じような色合いの楕だ円えん。

『窓』とあたしたちが呼んでいる不ふ可か触しよく存在で、セカンドハーフの核かくとも、グラフがこちら側へやってくる際の入り口とも言われる何か。

　ダメージの限界を迎むかえたグラフは、あれに吞のまれて二次元側へと押し返される。

　けど、それを止めるのがあたしの役目だ。

　日本刀をフランベルジュへ持ち替えた笹宮先輩の声がブレスレットから響ひびく。

「『来い、口原！』」

　瞬間、というならまさに瞬間だろう。

　ブレスレットとあたしの耳、両方から笹宮先輩の声が聞こえて、気づけばあたしはグラフの目の前──笹宮先輩の腕の中、フランベルジュを持った右腕で肩かたを支えられていた。

「ひぇっ!?　さっ、笹宮先輩!?」

「急で悪いな、頼たのむぜ！」

　その言葉に、混乱している場合じゃないと意識を集中させた。

　四つに下ろされ、実体をほぼ輪郭のみに変えてなお、まだ息絶えないグラフがぎょろりとあたしを睨にらむ。

　だけどあたしは怯ひるまない。

　傘を後ろへ、右手を前へ。彼ひ我がの距離は三メートル圏けん内ない。

　ならばここは、あたしの絶対領域だ。

　縫ぬいとめる杭くいをイメージして、あたしはグラフィティを使用した。

「〈三弾銃アブソリユート・ロア〉！」

　ドッ！　という衝しよう撃げきと共に、直径三メートルの範囲内で──薄っぺらな輪郭からほんの三センチだけ、岩いわ蛇へびの顔が実体化する。

　──そういえば、笹宮先輩の前でこれをやるのは初めてだ。

　あたしのグラフィティは、『物質を必ず三センチ弾はじき飛ばす』ことができる。

　この次元的に曖あい昧まいなセカンドハーフにおいては、グラフの体でさえその対象に入るのだ。

　二次元側へ寄ったグラフの体を三次元側へ弾き飛ばすことで、わずか三センチとはいえ実体化することが可能になる。

　これによってなにが起こるのか──まず、ダメージの限界を迎え、押し返されるはずのグラフが、窓に吞まれるのを防ぐことができる。

　グラフはダメージの限界を迎えると、全身が薄っぺらい輪郭のみとなってしまい、その後でやってきた窓に吞まれて二次元側へと強制送そう還かんされる。

　これが絶対のルール、流れであるらしいのだけれど、あたしが三センチ弾き飛ばして、グラフの体を実体化することによって、その流れにストップをかけることができる。『グラフの全身が輪郭のみと化す』という前提条件を崩くずすことができるのだ。

　そして当然、この上なくギリギリまで二次元側に寄せられたグラフの体は──

　窓は、グラフのわずか三センチ手前でその動きを止め──そして直後に、グラフの全身から淡あわい光が立ち上る。

　光の粒りゆう子しと化したグラフの体は、後方──信じられないと言わんばかりに口を開いている文豪ワードシーラーの女子の手元、独りでにぱらぱらと動いている白本に収束。そして光が完全に消え、はっとした様子で彼女はグラフを封ふうじた白本──禁書に革のカバーをかけた。

　これで、グラフの封印は完かん了りようだ。

「……話には聞いてたけど、すげえじゃん口原！　本当に止められるんだな！」

「あっ……ありがとう、ございます」

　笹宮先輩が、この上なく嬉うれしそうな笑顔で言ってくるので、あたしも思わず頰ほおがにやけてしまった。

　……なんだかその喜び方が子供みたいで、可愛かわいいな……って違ちがう違う！

「あっ、あの……ところで笹宮先輩、一体あたしに何をしたんですか？」

「ああ……さっき小石渡わたしたろ？　あれ見てみ」

　ポケットから取り出した小石──その表面には、うっすらと斬きり傷がついていた。

「それ、転身剣フランベルジユでつけた傷なんだ」

「……あ、もしかして足元に刺してた時の？」

　グラフが咆ほう哮こうした直後にそういえばそんなことをしていた。あの時は何してるんだろう、と思っていたけど。

「で、転身剣は斬りつけてマーキングしたもののところへ瞬しゆん間かん移動することもできるし、逆に斬りつけたものに触ふれているものを俺のところへ飛ばすこともできる」

「じゃあ、あたしはこれを持っていたから笹宮先輩の元に来たってことですか？」

「そういうことだ。悪いな、前もって説明できなくて」

「……いえ、大だい丈じよう夫ぶですよ。あの時はグラフも迫せまってましたし」

　じっ、と、なんだか目を逸そらすタイミングを失って笹宮先輩の目を見つめてしまう。

　それは笹宮先輩も同じようで、なかなか目を逸らさない。

　どくん、と胸が跳はねる。な、なんだろう、この状じよう況きよう。まるで──

「……で、お前らはいつまでそうしてるつもりなんだ？」

　水を差すような声とともに、あたしは笹宮先輩に肩を抱だかれっぱなしであることに気づく。二人同時にぱっと離はなれた直後に、ようやくあたしは顔が赤くなってきた。

　……は、恥はずかしい……っ！

「……にしても驚おどろいたぜ」

　肩を竦すくめて、赤い頭の凪間さんが呟つぶやく。

「笹宮室長の噂うわさ以上の暴れっぷりもそうだが……なかなかどうして、とんでもねえ隠かくし玉を持ってたもんだな」

　凪間さんの視線が、あたしに向けられる。

「なんだよ、さっきの。撃退寸前のグラフを止められるなんて聞いたことねえぞ。第七期最さい優ゆう秀しゆう訓練生が使えないって噂は、それを隠すためのブラフだったのか？」

「いや？　実際、俺が目をつけるまではポンコツの極きわみでしたよ。今だって、一人で戦えるかっていうと怪あやしいもんですし、まだまだデビューしたてですからね」

「……おい、口原が滅め茶ちや苦く茶ちやむくれてるんだがいいのかお前それで」

　笹宮先輩があんまりにも好き放題言うので、あたしは頰を膨ふくらませてむすーっと笹宮先輩を見ていた。けどあんまり気にした風もなくあたしの側へ歩いてきて、笑え顔がおでわしゃわしゃとあたしの頭を撫なでてきた。

「わっ、わっ、さ、笹宮先輩……っ!?」

「こいつは俺の一番弟で子し、『絶対領域』の口原琴こと音ねです。よろしくしてやってください」

「ちょぉっ……笹宮先輩、そ、それ言わないでくださいよ！」

　そうやって二つ名のように言われると恥ずかしさが倍増するのに……さっき、自分で絶対領域って思ってたことは絶対に秘密だけど。

「そ、それを言ったら笹宮先輩だって『絶剣の銀皇オーバーロード』じゃないですか！」

「俺は別にそれを恥ずかしいなんて言った覚えはないぞ？　大体、つけてくれたの口原じゃん。まあ口原のセンスがなかなか前衛的なのは否定できないけど」

「ぜっ、前衛的ってどういう意味ですかぁっ!?」

　ぎゃいのぎゃいのと騒さわぎ立てるあたしたちを見て、凪間さんは呆あきれたような、微笑ほほえましいような、そんな表情でため息をついていた。

　　　　◆◆◆

「……それにしても助かったぜ、笹宮」

　転身剣を使って全員揃そろって外周付近まで飛び、そのままセカンドハーフから脱だつ出しゆつ──そして迎えの車を待っている間、凪間さんが俺にそう言ってきた。

「お構いなく。それにしても、災難でしたね」

　それに対して、凪間さんは苦く笑しようをよぎらせ、諦てい念ねんと共に呟いた。

「仕方ねぇさ。俺らにとって七百級がキツいのは分かってたが、一級がいるチームは先に出現した方に行っちまったからな。だからっつってセカハンに行かないわけにもいかんだろう。俺たちは、イレイザーだからな」

　──俺たちが駆かけ付けたこのセカンドハーフが出現するちょっと前に、別のセカンドハーフが出現していたことは知っている。同じ時間帯に二つ同時に出現するのは、珍めずらしいことだ──と、本来なら言いたいところだけど。

　……最近、複数出現の回数がやたら増えた気がするな。

　腕うでについている、ブレスレット型の通信機。室長である俺には常にセカンドハーフの情報が来るので、出現するたびにアラームが鳴るのだけれど──基本一日一回、二回鳴れば多いほうだったというのに、ここ数日は一日に三回以上アラームが鳴ることがある。おまけに、それぞれの発生時間はかなり近い。

　セカンドハーフに、何か起こっているのだろうか。

　なんにせよ、待機チームの数は増やした方がよさそうだな──そんな思考を遮さえぎったのは、「あっ」という口原の短い声。

　それと同時に、背後で音もなくセカンドハーフが消しよう滅めつした。

　中でグラフが撃げき退たい、ないしは封ふう印いんされてから、セカンドハーフは時間差で消滅する。ドーム状の異空間に覆おおわれていた場所には、何事もなかったかのような工業地帯があった。

　まあ、そもそもここでは何も起こっていないんだが──セカンドハーフの中は二・五次元上の空間だ。そこで起こったことは、三次元には一いつ切さい関かん与よしないのだから。

　ただ、口原の声の上げ方が引っかかったので、俺は一つ訊たずねてみた。

「どうかしたのか？」

「いえ、その……さっきもらった小石が、消えちゃって」

「は……？　お前、あんなの持ってきてたのか？」

　小石というと、俺が転身剣で傷つけた例のあれだろう。なんだってまた……。

「っていうか、セカンドハーフの中の物って、外に持ち出してもセカンドハーフが消えた時点で消えるって知ってるだろうに。グラフと違って」

「あ、いえ……その、記念、的な感じで……」

「記念って」

　俯うつむいてごにょごにょと呟く口原は、なんだか顔を赤らめていた。

「……あー、ったく、何だってんだか」

　赤らめながらも、なんでか結構残念そうな顔をしていたため、俺は一つ提案する。

「んじゃ、俺は正月だけ休みもらってんだけど、一いつ緒しよに初はつ詣もうででも行くか？　そこでお守りかなんかを買ってやるよ」

「えっ……い、いや、さすがにそれは悪いですよ」

「気にすんなっての。それとも俺からは奢おごられたくないと？　じゃあ仕方ないけど」

「そっ、そんなわけ……っ、その言い方は、ずるいですよ……そ、それじゃあ、お願いしてもいいですか？」

「おう、こういう時は素す直なおに甘えとけ」

　俺は笑ってそう言った。

　周りの七人の視線が少々気になったけど、まあ、スルーすることにした。

　　　　◆◆◆

　雪も積もって静かな工業地帯の中、エンジン音があたしの耳に届く。

　ホワイトキャンバスの送そう迎げい車、ミニバン登場である。

　さぁ乗り込もう──というところで、一つ問題が発生した。

「……九人はさすがに乗せられんぞ」

　とは、運転手さんの言である。

　頭から血を流している凪間さんと足を折っているイレイザーは後ろの席を倒たおして寝ね転ころばせ、腕の折れている人は助手席へ。残った四人は真ん中の列にすし詰づめ状態で出発。警察に見つからないことを祈いのるばかりだ。

　笹宮先せん輩ぱいのグラフィティ使用許可はもう切れてるし、あたしたち二人は、寒空の下でもう一台の送迎車を待つことになった。

「そういえば」

　と、笹宮先輩が切りだしてくる。

「結局、どうしていきなりついてきたいとか言いだしたんだ？」

「あ、えっと、その……籠目先輩が、言ってたんです。グラフに復ふく讐しゆうするために力が欲ほしいって。復讐なんて理由でも、誰だれかのために戦おうとしてる籠目先輩を見てると、自分を変えたいなんて理由のあたしは、本当にそれでいいのかなって、ちょっと悩なやんでて……」

　だから、とあたしは間を繫つなぐ。

「その答えを見つけるために、笹宮先輩に同行しようと思ったんです。その、あたしの理想みたいな〈七式セブンス・アクター〉持ってる笹宮先輩の戦い方を見たら、何かが摑つかめるかと思って……」

「……なるほどね。それで、何か摑めたのか？」

「…………」

　あたしは無言で首を横に振ふる。

「それにしても、お前も随ずい分ぶんややこしいことに悩んでるな……復ふく讐しゆう掲かかげて人のために強くなろうとしてる籠目と、同じ場所に立ってることに引け目でも感じたか？」

　──少し悩んで。

　あたしは、ゆっくり頷うなずいた。

「……んー、まあなんていうか、なぁ……」

　珍しく、頭を悩ませたように笹宮先輩が唸うなる。

「なんだろ、こういうのってあんまり俺が口出さない方が良い気はするんだよな……口原には悪いんだけどさ」

「あ……だ、大丈夫です、自分でなんとか答えを見つけますから……でも、一つだけ」

「ん？」

「笹宮先輩が……戦う理由ってなんですか？」

　弱い能力を使って、勝ちたかった笹宮先輩。

　かつての笹宮先輩が弱い能力を求めたのは、それを工く夫ふうして敵に勝ちたかったから。

　けれど、そういえば今も戦っている理由は訊きいたことがなかったと思っての質問だ。

　その理由が、あるいは答えに繫がるものであるかもしれないから。

　けど、笹宮先輩の答えは──

「例えばここで、俺が人のためって言ったら……口原、人のために戦おうとするか？」

　そんな仮定の、問いかけだった。

「……分から、ないです」

　素直にそう答えるけど、あたしはさらに問いかける。

「でも、笹宮先輩はＳＯＳ信号入ったらすぐに飛んでいきますよね。それって、誰かを助けるため──人のためじゃ、ないんですか？」

「……元々俺はそんな正義感とかとは無む縁えんだよ。だからまあ、それも究極的には自分のためだろうな。エゴって言い変えてもいいかもしんない」

　自じ嘲ちようを滲にじませる声こわ音ねで、言った。

「っていうか、地味に話が脱だつ線せんしてねえ？　戦う理由と強さを求める理由は別だろうに」

「あ……」

　確かにそうだ。言われて、ようやくそれに気づいた。

　考えすぎてて、疑問がごっちゃになっていたみたい。

「で、でも──参考、参考程度に、教えてください。笹宮先輩が戦う理由」

　それを聞いた笹宮先輩は、にやりとなんだか悪い笑みを浮うかべた。

「そうだな、じゃあ口原が強さを求める理由が今のままでいいのかどうか、それの答えを聞かせてくれたら教えてやるよ」

「え、ちょ、それはずるいですよ!?　参考にしようと思って質問したのに!?」

　答えを見つけるまで答えをお預けなんて、笹宮先輩意外といじわる……。

　うぅ、とちょっと恨うらみがましい目で見ていると、笹宮先輩は肩かたを竦すくめて、笑った。

「ま、お前なら何とでも答えを出せるだろ。期待してるぜ」

　──こうして、この日は何の答えも見つからないまま、答えに対するハードルだけが上がっていったのだった。

　　　　◇◇◇

　これは余談だけど──二日後、十二月三十日。

「ねえねえ琴ちゃん」

「どうしたの、新奈？」

　こそこそと、珍しく耳打ちしてくる親友に、あたしは首を傾かしげる。

「この間、笹宮室長に助けられたってイレイザーの人たちから聞いたんだけど」

「うん、なんて言ってたの？」

「笹宮室長と、ビニール傘がさ女子の中二カップルがいちゃつきながら助けてくれたって」

「ふぎゃっ!?」

　な、な、なんでそんなことに……っ!?　と混乱しながらも、身に覚えがありすぎて赤面する。……お姫ひめ様さま抱だっこされてたし、肩かた抱かれてたし、しかも二つ名について色々言いあってたしなぁ……今にして思えば、誤解を受ける要素は十分すぎるほどあった。

「しかも初はつ詣もうでデートする約束もしたとか」

「でぇっ……!?　で、デートじゃないよそれは！」

「……へぇ、琴ちゃん、初詣に行く約束はしたんだ？　意外とやるね？」

「はぐぅっ!?」

　し、し、しまった、墓穴を掘ほっちゃった!?

「ももっ、もちろん新奈も壱彦先輩も雪子さんも誘さそうつもりだったよ!?」

「無理しないでいいのにー、せっかくだから二人きりで行って来たら？　大だい丈じよう夫ぶだよ、ちゃんと時間はずらすか、神社の場所変えるから。あ、着物の着付けは手伝ってあげるよ。笹宮室長がドキッとするぐらい色っぽくしてあげるから」

「だからそういうのじゃないって言ってるでしょぉーっ!?」

　誤解モードに入った新奈を説とき伏ふせるのには、それから小一時間ほどの時間を要した。








第四章　嚙かみあわない二人






　年末を迎むかえ、年を越こし──今日は一月四日。

　雪は積もってるけど空は晴れていて、空気はとっても澄すんでいる。

　凍こおっちゃいそうなほど寒い気温を除けば、とっても気持ちのいい朝だね。

「まったく……笹ささ宮みやの奴やつ、一体何を考えているんだか。そう思わないかい、香かおり」

　お母さんに見送られて、支部へと向かう途と中ちゆうで、歩きながら純じゆんちゃんがそう呟つぶやいた。キャスケット帽ぼうの下では、明らかに不ふ機き嫌げんそうな表情を作っている。

「あはは、傍はたから見てたらとても特訓してるようには見えないよねー」

「……だろうね。お手玉を六個でもできるようになって、ようやくカナリアを使える訓練になったと思ったら、火の輪くぐりに巣作りに──私は調教師を目指しているわけじゃないというのに」

　はぁ、と吐はき出すため息が、白く濁にごって空中に溶とける。

「それに、この間も訓練の監かん督とくを放ほうり出してＳＯＳの救出に行ってしまったし」

　あれは確か──一週間近く前の話、だったかな？

「まあまあ、それは仕方ないよ。人の命かかってるんだもん」

「……もちろん、分かっているさ。けど、このまま笹宮に師事していて、本当に強くなれるのかな」

「うーん」

　何て返事をしたものか、悩ましいものではある。下手などーじょーは純ちゃん、嫌きらいだもんね。だったらあたしが思っていることをそのまま言うに限るよ。

「でも実際、カナリアちゃんを自由に操あやつれるようになってきてるんじゃない？」

「……それは、まあ、そうだけど」

　火の輪くぐりとか、巣作りとか、なんだかややこしい命令をこなしている内に、純ちゃんの命令、そしてそれに伴ともなうカナリアちゃんの精度はだんだん上がっていったような気がする。そして純ちゃんも、不服そうにしながらもそれを実感しているみたい。

「ささみーにみよりさんを紹しよう介かいしてもらわなかったら、カナリアちゃんの糸に能力封ふうじの効果があるっていうのも気づけなかったもんね。だから、もう少し付き合うのもいいんじゃないかな？」

「……けど早く、強くならないと」

「焦あせっても、力も技術も身に付かない。前に純ちゃん、わたしにそう言ったでしょ」

「ぐっ……」

　わたしが言った、過去の純ちゃんの正論に、今の純ちゃんが言葉を詰つまらせる。

　気持ちは、分かるよ。

　ご両親と──あたしもよく知ってる、共通の友人。それらを奪うばったグラフ自体は、実は四年半前の時点で既すでに封ふう印いんされているんだけど。

　グラフそのものが憎にくい純ちゃんは、早くグラフを殺せるだけの力が欲ほしい。

　それをわたしは、誰より近くで見てきたから。

「でも、大丈夫だよ、純ちゃん」

　わたしは何歩か先へ進み、くるりとターンして純ちゃんに笑いかける。

「純ちゃんがちゃんと力を手に入れられるまで、わたしがちゃんとグラフを殺しておくから！　純ちゃんから教えてもらった動き方で、わたしの鬼おにを操って、まるで純ちゃんが戦っているように、グラフをずっと殺すから！」

　だから、

「そんなに急がなくても、ゆっくり、力を身に付けていけばいいから！」

　　　　◆◆◆

　ずきり、と胸が痛む。

「あ、凍ってる！　あっはは、スケートだ……ぎゃんっ!?　いったぁ～……」

　凍った路面を見て子供の様にはしゃぎ、案の定転んでスカートの中の水着も丸見えな、馬ば鹿かみたいに純じゆん粋すいな香を見て、私の胸はずきりと痛んだ。

　グラフを殺す。それは私の第一目標だし、今でもグラフへの憎ぞう悪おは消えていない。

　けどそれは他のグラフに対しては、逆恨みでしかないことも分かっている──かつて竜たつ巻まきを起こしたあのグラフは、すでに封印されてしまっているのだから。

　案外、一体でもグラフを殺してしまえば、簡単に消えてしまう憎悪かもしれない。

　そう思うと滑こつ稽けいだけど、それでも私はグラフを憎み続ける。

　グラフを殺すための力を、求め続ける──けど。

　力を求めるのは、なにもグラフを殺すためだけじゃ、ない。

「……私が強くなりたいのは」

　──君のせいでもあるんだよ、香。

　　　　◆◆◆

　一月四日。年始のお祭まつり騒さわぎがまだ尾おを引いているけど、いつまでも浮かれてはいられない。

　それに、年末からの悩なやみにも、未いまだに答えを出せていない。あたしは正直、少し焦っていた。期限を設けられているわけではないけど、笹宮先せん輩ぱいを待たせてしまっているような気分になっちゃうから。

　……だめだめ、と頭を切り替かえるために、一つ深呼吸をする。これから、訓練が始まるんだから……集中しないと。

　訓練室にいるのは、あたしと笹宮先輩、新にい奈なに壱いち彦ひこ先輩、基もと羽ばねさん、そして珍めずらしく織おり倉くら先輩が一人でいる。籠かご目め先輩の姿は見当たらず、みよりさんは今日は来ないらしい。

「さて、突とつ然ぜんだけど今日から口くち原はらに新しい訓練をしてもらおうと思ってる」

　笹宮先輩の言葉に、あたしは緊きん張ちようを高める。

　……一体、どんな滅め茶ちや苦く茶ちやな訓練があたしを待っているのか。

「ど、どんな訓練ですか？」

「それはだな──入ってくれ！」

　訓練室の入り口へ声をかけると、扉とびらが開かれる。そこに立っていたのはなんと──

「か、籠目先輩？」

「…………」

　サイズが大きい男子用のコートを着て、キャスケット帽の下で不機嫌そうに押し黙だまっている籠目先輩が立っていた。その手には、ちょうどあたしのビニール傘と同じぐらいの長さの、木製の杖つえが握にぎられている。

「……なあ笹宮。君は本当に私を強くする気があるのかい？」

「当然だろ」

「え、えっと、これは一体どういう状じよう況きようで……？」

　あたしが困こん惑わくしながら訊たずねると、笹宮先輩は笑って答える。

「口原、今日からはお前に杖じよう術じゆつを学んでもらおうと思う」

「じょ、杖術？」

　──ラップを弾はじいたり、タオルを弾いたりとかの今までの訓練に比べて、随ずい分ぶんとまともかついかにもな訓練方法に、まず困惑した。それも失礼な話だけれど。

　そして次にいくつかの疑問が浮うかぶ。

「え、と、なんで杖術なんですか？」

「いや、最初は剣けん術じゆつかなんかにしようと思ったんだけどさ。口原が振ふり回すにはあのビニール傘、長すぎるだろ？　剣に見立てて使うにしたって刀身部分が長すぎるから、いっそ杖術でいいかなって」

「笹宮室長、琴ちゃんが訊きいてるのはそういうことじゃないと思いますけど」

「わ、分かってるって。ちゃんと説明するからその外より冷える視線やめてくれ」

　じろっと睨にらむ新奈に、笹宮先輩が怯ひるんでいた。

「なんで杖術を学んでほしいかっていうとだ。口原のビニール傘がさとグラフィティを併へい用ようした防ぼう御ぎよ方法は絶対だ。けど、傘を広げっぱなしじゃ動きにくいだろうし、素す早ばやい動きの相手に対応しにくいだろ？　接近戦で傘の内側に潜もぐり込まれたら最悪だしな。ほぼ打つ手がなくなっちまう」

　あたしは、頷うなずく。

　今までは大きな相手ばかりで、攻こう撃げきも威い力りよくが高いけど、単発のものがほとんどだった。

　だからある程度挙動が遅おそくなったとしても、あのビニール傘で防御は間に合っていた。

　けど、例えば──以前見た、熊くまと猿さるを足したようなグラフ、『森の戦士』。あんな風に、素早くて手数の多いグラフは、あたしにとっては天敵かもしれない。

「そこで杖術だ。あのビニール傘なら長さは十分だろうし、そのまま接近戦で武器としても使える。傘を杖のように振り回して、当てる瞬しゆん間かんに進行方向へ〈三弾銃アブソリユート・ロア〉を使えば、よりコンパクトに、よりスピーディーに相手の攻撃を防ぐことができる。けどただ振り回したって仕方がないから、動き方の基本を籠目に教えてもらおうってことだ」

　……なるほど、と納なつ得とくした。確かにその通りだ。

　そういえば、前にも籠目先輩、いろんな武術やスポーツに手を出してたって言ってたっけ。こうやって指南役として出てきている以上、杖術もできると考えるのが自然だろう。

「まあ、すぐに極きわめろなんて言わないよ。とりあえず基本を押さえればいい、あとは時間をかけて習得するしかないだろうな。午前いっぱいは杖術で、午後からは別の訓練をやる。じゃ、開始」

「はぁ……気は進まないが、分かった。口原、よろしく頼たのむよ」

「いっ、いえ、こちらこそ、よっ、よろしくお願いします！」

　あたしはビニール傘を手に取って、籠目先輩から教えを乞こう。構え方とか、腕うでや足の動かし方とか、基き礎そ練習に手の返し方とか。

　様々な初めてに触ふれている内に、時間はあっという間に過ぎ──

　　　　◇◇◇

　──午後。

「口原、どんな感じだ？」

「どんな感じって……杖術ですか？　今日習ったばっかりですし、まだ全然ですよ」

　基礎は午前中に大体習ったけれど、動きが抜ぬけることも多いし、動かしている途中で取り落とす時もある。

「籠目から見て、どうよ？　口原は」

「……筋は悪くないよ。上達するスピードもなかなかだし、何より自分で考えて練習に励はげんでいるから」

「あ、ありがとうございます」

「とは言え、まだまだ初心者だから、実戦で使えるかと言われれば、私は首を横に振るよ」

　だろうな、と笹宮先輩は笑う。

「ま、その辺は実戦あるのみって感じだな」

「……午後の訓練って、そういえば何をするんですか？」

「内容としては、口原ＶＳ籠目って感じだ」

　突然の戦せん闘とう訓練を言い渡わたされ、あたしと籠目先輩はびっくりした。

　笹宮先輩は、後ろにあったホワイトボードに簡単に文字を書き込んでいく。

「つっても、別に殴なぐり合えって言ってるわけじゃない。これはあくまでグラフィティの訓練だから──よし、こんな感じ」

　そこには、戦闘方法、その内容が書かれていた。

　フィールドはこの訓練室の中央、線で区切られた七メートル平方の範はん囲い内。

　籠目さんの勝利条件は、カナリアを使って、例の能力封じの糸をあたしの体のどこかに巻き付けること。

　対するあたしの勝利条件は、畳たたんだ傘を使ってカナリアを撃うち落とし続けること。合計十五羽撃ち落とせばあたしの勝ちらしい。

　それからもう一つ。制限時間は五分で、それ以内にどっちも勝利条件を達成できなかった場合は引き分けになるそうだ。

「──実戦形式ということだね。ようやく訓練らしくなってきたじゃないか」

「お、お手て柔やわらかにお願いします、籠目先輩」

　やっとまともな訓練になったことが嬉うれしいのか、籠目先輩の口の端はしが吊つり上がる。

　対してあたしは少し不安だ。付け焼やき刃ばも甚はなはだしい覚えたての杖術で、果たしてどれぐらい動き回る的を落とすことができるのか。

　正直言って、惨ざん敗ぱいする可能性の方が遥はるかに高いと思う。

　けど──笹宮先輩が見てる前で、あんまりダメなところは見せたくないよ。

「よし、じゃあ二人とも枠わくの内側に入ってくれ」

　笹宮先輩に促うながされ、フィールドの中央から等とう距きよ離り離はなれて、あたしたちは向き合う。

　ふぅ、と一つ息を吐はき、教えてもらった構え方でビニール傘を構えて、あたしは籠目さんの動きに集中する。

「よし、それじゃあ──はじめっ！」

　掛かけ声と同時に、現れ、こちらへ飛ぶカナリア。

　金色の小鳥目がけて、あたしは下からビニール傘を振り抜いた。

　　　　◆◆◆

「いやぁ……若人わこうどは元気でいいねえ」

「いや、基羽さんだってまだ二十一でしょうが」

　隣となりで口原と籠目の訓練を見ていた飛鳥あすかにそうツッコまれた。

「まぁ、そうなんだがよ……矢や野のの馬鹿が死んじまってから、時間の流れが遅くなったように感じてな。精神年ねん齢れいは確実にジジイだぜ」

　口原が傘でカナリアを撃ち落としているのを見ながら、ふぅーっ、と煙草たばこの煙けむりを吐き、灰を携けい帯たい灰皿にトントン、と落とす。

「……矢野さん、か」

「おっと悪わりぃな、いらんこと考えさせちまったか？」

「いや、でも……いい人でしたよね、矢野さん」

「ま、底そこ抜ぬけのお人よしじゃぁ、あったわな」

　随分と懐なつかしい話だ。

　矢野もグラフ大侵しん攻こうの際に、被ひ害がいを受けた人間の一人だった。もっとも奴やつ自身じゃなく、その周りの人間──数多くいた友達やらが、犠ぎ牲せいになったそうだが。

　ゆえにあいつは、グラフに被害を受ける人を減らすんだなどという、まあ、俗ぞくにいう正義感ってやつのために戦ってたわけだ。

　何となくでホワキャンに入った俺とは、なにからなにまで大おお違ちがいだな。考えてみれば、随ずい分ぶん歪いびつなコンビだったもんだ。

　そんな矢野と俺が組んでいた理由というのは、特に思い当たらない──グラフィティの相あい性しようが悪くなかったのと、あいつの強すぎる正義感に暑苦しさを感じながらも、程ほど々ほどにそれを流す術すべを持っていた奴が、第三期では俺ぐらいだったという話なのかもしれないが。

　主体性のねぇ俺なんかには、まあ、ちょうどいい相手だったといえるのかもしれん。何もしなくても勝手に引っ張ってってくれる奴だったからな。

「ま、そのお人よしがあの馬ば鹿かの死因になったわけだが」

　口原がカナリアを撃ち落とした隙すきに、脇わきから迫せまったカナリアが腕に糸を巻き付ける。勝負あり、と笹宮が止め、ホワイトボードに戦績を書き込む。現在、口原二勝、籠目一勝。

「そんな言い方しなくてもいいんじゃないすか？」

「気にすんなよ。どうせ死人にゃ耳も口もありゃしねえ」

　──一年とちょっと前の話、そう、十二月の頭ぐらいだったか。

　現れたセカンドハーフの中にいたグラフが実に凶きよう悪あくで、俺たち二人は追い詰つめられていた。矢野が一級だからと侮あなどっていたわけではないが、あれは計算外だった。

　そしてあの馬鹿、勝手に囮おとりを買って出やがって、俺にＳＯＳを呼びに行けとか言いだした。ふざけんな、勝手なことをと思いはしたが、既すでに奴は動いた後。今いま更さらどうにもならんと思った俺は、すぐにセカハンの外へ出て、ＳＯＳを呼んだわけだ。

　それから七、八分ほどして、笹宮が車に乗って現れた。すぐにセカンドハーフへ突とつ入にゆうし、化け物じみた力でグラフを片付けたものの──既に、矢野は死んでいた。

　享きよう年ねん、十九──あと一か月で、あいつは二十歳はたちだった。

「……まあ、笹宮がＳＯＳ信号受けたら即そつ行こう飛び出していくのは、その辺が理由かもしれんな。そうだとしたら、若わけぇ頃からいらん業ごうを背負わせちまったと思わなくもねーが」

　それだって、まあ、俺が気にすることでもないのかもしれんが。戦いが一区切りし、口原と籠目にアドバイスする笹宮を見て、そう思う。そんな俺へと、飛鳥の奴は意外そうな顔で訊ねてくる。

「笹宮と基羽さんって、なんか接点あったんすか？　こないだも軽く話してたけど」

「……いらんこと喋しやべったな。忘れとけ」

　俺は煙草を吸いながらそう返した。

　──翌日の矢野の葬そう式しきには、笹宮も来ていた。

　矢野の家族に何度も謝っていた。あいつの家族は全員人間できてるから、笹宮を責めるようなことはしなかったが。俺にも謝ってきたが、それこそ筋すじ違ちがいだろう、と思った。

　あの馬鹿が死んだのは自じ業ごう自得も甚だしい。むしろ笹宮は関係ない。

　室長という立場で、そのことを重く受け止めているのか、それともグラフィティを使っていれば助けられたかもしれないという負い目を感じているのか。

　そこまではさすがに、俺の考えも及およばねえけども。

　ただ、ＳＯＳが入るたびに、あいつは権限をフル活用して、自身に外部でのグラフィティ使用許可を出して、飛んで行っているらしい。

　矢野が死んだ日のことと関連付けるなと思う方が無理だろうよ。

　視線の先では、今度は口原の勝利──口原四勝、籠目三勝、一引き分け。

「っと、そうだな……話は変わるが、最近見てて不安になってくんだよな」

「不安？　ああ、籠目がっすか？　確かにグラフに対する執しゆう念ねんみたいなものは並盛ならないものがあるみたいっすけど」

「牛ぎゆう丼どんか」

　並々ならぬ、って言いたいんだよな？

「……いや、あいつはまあ外見の時点から色々と不安があるんだがな」

「そういや、なんで男装してるんすか？　あいつ」

「そこまでは俺も知らん。あー、いやそうじゃなくてだな、俺はむしろ織倉の方が不安なんだよなあ」

「織倉？　そんなに危なっかしい奴には見えなかったっすけど」

「それはお前が真正面からしかぶつかってねぇからだよ」

　煙草を吸う傍かたわら、平ひら上かみと喋っている織倉へと一いつ瞬しゆん視線を向ける。

「……俺があいつらとチームを組み直したのも、その辺が理由だな」

　少し見方を変えれば、あいつらがどれだけ歪いびつな二人なのかはよく分かると思うぜ。

　それこそまるで昔の俺たちのように、嚙かみあっているように見えて、微び妙みように嚙み合ってないところが。

　今度は籠目の勝利──戦績は、口原四勝、籠目五勝、二引き分け。

　　　　◆◆◆

「あ、琴ことちゃん、また負けちゃった」

「やったね純ちゃん！　がんばれーっ！」

　わたしの隣で、織倉さんがエールを送る。

　これで琴ちゃんはとうとう負け越こした。試合が進むごとに、籠目さんが操あやつるカナリアの行動に、複雑さが増している。しかも一羽だけじゃなく、二羽、三羽とそれが増えていく。琴ちゃんはそれに翻ほん弄ろうされて、撃ち落とすこともできずに、また体に糸を巻かれて試合終しゆう了りよう。籠目さんの勝利。

　琴ちゃん四勝、籠目さん六勝、二引き分け。

「あ、ごめんごめん、お話の途と中ちゆうだったよね？　なんだっけ」

　ぽすんと腰こしを下ろしながら、笑いかけてくる織倉さん。膝ひざを立てて体育座り、そしてスカートを押さえないという完全丸見えスタイル。この人羞しゆう恥ち心しんとかないのかな？　一つ年上のはずだけど、全然そんな感じがしなかった。

「訊きいていいことなら、って話で、織倉さんと籠目さんが一いつ緒しよに暮らしている理由です」

「ああ、それかー。別に変な話じゃないよ？　純ちゃん、ご両親が亡なくなってるし、わたしと共通の友人も亡くしてるから」

「……えっと、それって一緒に暮らしてる理由に関係あるんですか？　ご両親はともかく、友人というと」

　琴ちゃんが、陽動として飛んできたカナリアを二羽まとめて撃ち落とす。

「純ちゃん、ちゃんとあの子のお墓参りもしたかったみたいだからね。本当は他の場所にいた親族の人が引き取るみたいな話してたんだけど、純ちゃんがそれを頑かたくなに断って。で、見かねたうちの親が提案して、うちで預かることになったの」

　脇から迫っていた本命にも気づいていたらしく、ビニール傘がさをうまく回転させ、カナリアを弾はじいた。籠目さんが、悔くやしそうに歯は嚙がみする。

「……なるほど」

「いやー、それにしてもあの頃ころの純ちゃんは荒あれてたなぁ」

　今が十七歳であることを考えると──四年半前は、中学一年生ぐらいかな？

「あの頃からだったかな、純ちゃんが男装始めたのって」

「え、もっと小さい時からとかじゃないんですか？」

　次に迫るカナリアは、三羽。全部が複雑な動きをしているけど、琴ちゃんは今度はすぐには動かない。

「ぜーんぜん。昔は普ふ通つうに女の子してたよ？　純ちゃんも女の子っぽい恰かつ好こうしたらすごく可愛かわいいのになー」

　懐かしむように言う織倉さん。

　近くに迫ったカナリアから、陽動・本命関係なく落としていくことにしたらしい。一羽、二羽、とカナリアが落とされていく。その動きも、最初に比べて随ずい分ぶんと洗練されている気がした。

「でもあの頃の荒れ方を見てるわたしとしては、やっぱり純ちゃんのことは心配だな」

「心配……なんですか？」

「そうだよ。ホワイトキャンバスに入ったのも、純ちゃんが心配で、支えてあげなくちゃって思ったからだもん。一人で戦ってたら、壊こわれるまで止まらなそうだったし」

　けど、と織倉さんは続ける。

「純ちゃん、あの実験でグラフィティ弱まっちゃったからね。だから、純ちゃんが自分でグラフを殺せるようになるまでは、代わりにわたしが頑がん張ばるんだ。代わりにわたしが、グラフを殺し続けるんだ」

　にっこりと笑う織倉さん。殺すとか何とか言っている人の顔じゃない──対象が、たとえグラフであったとしても。

　わずかに違い和わ感を覚え、わたしは一つ訊たずねてみた。

「織倉さんって、何のために戦ってるんですか？」

「純ちゃんのためだよ？」

　間かん髪はつ入れずに返ってきた答え──本当に、それ以外の理由なんてないみたい。

「……それで、もし大おお怪け我がとかしちゃったら？」

「わたしがまだまだ弱いってことだよね。それに、純ちゃんのためだから仕方ないよ」

　……友達のために、戦いに殉じゆんじる。そう言えばちょっとした美談なのかもしれないけど、織倉さんのこれは、ちょっとおかしい。

　この純じゆん粋すいすぎる友情からくる献けん身しんは、もはや依い存ぞんって言ってもいいかもしれない。

　そこまで考えて、ああ、とわたしは静かに納なつ得とくした。

　籠目さんが笹宮室長のもとへやってきたのは、もちろんグラフへの復ふく讐しゆうのために強くなりたい、というのもあるのだろうけれど。

　──織倉さんの、こういう部分に気づいてしまったからというのも、あるのかも。

　籠目さんが力を得なければ、織倉さんは友達のために死ぬまで戦い続けるんだろうな。

　それをどうにかしたくて、今籠目さんは頑張っているような気がしてきた。

　同じ家に住んでいて、一見仲良しに見えた二人の、微妙に嚙み合っていない部分。それを見てしまったわたしは、内心うわぁと顔を引きつらせた。

　あと二羽、というところで、惜おしくも琴ちゃんが体に糸を巻かれてしまい、試合終了。

　琴ちゃん四勝、籠目さん八勝、二引き分けという戦績で、一いつ旦たん訓練は休きゆう憩けいに入った。

　　　　◆◆◆

　──正直、ここまで勝てるとは思っていなかった。

　口原がまだ杖じよう術じゆつの初心者とはいえ、あの攻こう撃げきをかいくぐって口原に糸を巻き付ける。ただそれだけのことではあるが、私にとってそれは今までにない高こう揚よう感かんをもたらした。

　複数のカナリアへ、順番に命令を出すことを常に意識しながら使用することで、あそこまで複雑な動きができるようになるとは。

　今更ながらというか、ここにきてようやく、笹宮からの訓練に無む駄だなものはなかったのだと実感した。

「あ、籠目。ちょっといいか？」

　訓練が休憩に入るや否いなや、私は笹宮に呼び止められた。飲み物を買いに行くと言っていた口原さんに続こうと思ったが、見事に出足を挫くじかれてしまった気分だ。

　そして周りにいたみんなもそれぞれにどこかへ行ってしまい──訓練室には、私と笹宮の二人だけとなる。

「なんだい、何か問題でもあったかい？」

「いや、文句なんてないさ。口原にダブルスコアで勝ってるからな。だいぶ操れるようになってきたみたいじゃん」

「……まぁ、不本意ながら、君のおかげだろうね」

「……あー、まぁ、ただその……」

　頭を搔かきながら、少しだけ気まずそうに彼は言う。

「この際はっきり言うけど、お前、分かってるか？」

「…………」

　私は、笹宮の目を見る。

　質問の意図が読み取れなかった──からじゃ、ない。

　笹宮の態度と、私のグラフィティ、その性質を考えれば、どういう意味なのかは大体想像がつく。

　はぁ、と一つため息をついて、答える。

　認めたくはなかったが、純然たる事実と超こえられない壁かべを、真正面から見み据すえて。

　できないことを、認めてしまった。

「……分かっているよ。私のグラフィティでは、グラフを殺し得ないということだろう？」

　笹宮は、黙だまって首しゆ肯こうした。

　そんなことは──ずっと前から、知っていた。

　ただ、認めたくなかっただけだ。

　たとえグラフの能力を封ふうじることができたとしても、グラフを殺すほどの力は私のグラフィティには──あのカナリアには、ないことを。

　育てて伸のびるような力もない。

　つまり、どうあがいたところで、私にグラフは殺せないのだ。

「……まあ、そういうことだ。もちろんやり方次し第だいじゃできなくもないけど──」

「下手な同情はいらないよ。希望を持つだけ、今は少し……辛つらいからね。それに業ごう腹はらではあるが、つい今さっき、それを認めてしまったところだ」

　言葉を連ねる度たびに、どうしようもない現実に胸が痛む。自然と、顔が俯うつむいた。

「……だけど、だったら」

　私には復讐なんて初めからできなかったのだと、認めてしまったことが、苦しい。

「……笹宮……私は、どうしたらいいんだ……」

　けど、グラフを殺せないことよりも、今私の胸を締しめ付けるのは──

　涙なみだが零こぼれそうになるのを、必死で堪こらえる。

　香が戦っているのは、私の代わりにグラフと戦っているからだ。

　香が戦っているのは、私が弱いせいだ。

　そんなの──私が、香を呪のろっているようなものじゃないか。

　そして、私に力がないままでは、香がいつまでたっても私の呪いから解放されない。

　香が、己おのれの身も顧かえりみずに私のために戦うのを見ていられなくて、私は力を求めてきたというのに。

　泣いたって何の解決にもならない──分かってはいるけど、一ひと滴しずくだけ、抑おさえきれなかった涙が床ゆかを濡ぬらした。

「──最近さ、口原が悩なやんでるらしいんだ」

「……は？」

　突とつ然ぜんなんだ、と潤うるんだ視界で笹宮を見るが、笹宮は気にした風もなく続ける。

「お前がグラフへの復讐のために力を求めてるって聞いて、弱い自分を変えたいがために強くなりたい口原は、自分はそんな理由で戦っててもいいのかって悩んでるらしい」

　そういえば、前にそんな話をしたような……。

「……それで、それがなんだというんだい？」

「いや、別に大したことじゃないんだけど。口原はまだ、その答えを見つけてないしな」

　けど、と、笹宮は間を繫つなぐ。

「力とか、強さってやつは、決してグラフをぶっ倒たおすだけのものじゃない。戦せん闘とうにおいて役に立つ力は、何も攻撃力だけじゃないんだ。そういう意味では、籠目のグラフィティには十分すぎる力がある」

「……私が、おだてられれば舞まい上がるような奴やつとでも？」

「違ちがうって。ただ、一つ訊かせてくれるか？　自分の弱さとできないことを知った今の籠目に、改めて訊きたいことがある」

　一呼吸の沈ちん黙もくの後。




「籠目純。お前、何のために強くなって、何のために戦いたい？」




　──何のため、か。

　この間までの私なら、間髪入れずにグラフへの復讐と答えていただろう。

　現に今も、喉のどのところまで出かかった。

　しかしそれを押さえこみ、飲み下す。

　グラフへの憎ぞう悪おを押さえて、なお私が強さを求める理由。

　──そんなもの、考えるまでもなかった。

　頭の中に浮うかんだのは、馬ば鹿かで愚ぐ直ちよくで誰だれより友達思いな親友の顔。

　ぐいっ、と涙を拭ぬぐう。

「……私は、香のために強くなりたい」

　まだ涙なみだ声ごえで、少しだけ震ふるえていたけど、それでも私ははっきりと口にする。

「香を止めることは、私にはできないけど──香を止められないなら、せめて隣となりにいたいんだ。もう、香を一人で戦わせたくない！　私も一いつ緒しよに、戦いたい！」

「──良い理由だな」

　今の私の答えを聞き、笹宮が破顔した。

「そうと決まれば話は早い。お前の力の活いかし方を──いや」

　笹宮は、なぜか一いつ瞬しゆん意地悪く笑い、入り口の方へと目を向けた。

　──まさか、香がいたのかっ!?　そう思って私も目を向ければ。

「二人の能力の活かし方を、教えてやるよ」

　一体いつからいたのか。

「──ほぉ、聞かせてもらおうじゃねえか。俺たちにどう戦わせるつもりなんだ、オイ？」

　入り口に背を預け、どこか楽しげに煙草たばこを燻くゆらせている私たちのリーダー、基羽円えん治じがそこにいた。

　　　　◆◆◆

「はぁ……」

　そいつの姿を見て、私は実にわざとらしくため息をついた。

「……み、水みな瀬せ先せん輩ぱい」

　目の前には、青みがかった黒くろ髪かみをサイドテールに纏まとめた女子──今となっては二級イレイザーの口原琴こと音ねがいた。

「……ふん、そんな怯おびえた表情をする必要もないだろう。別に貴様に会いに来たわけでもないからな」

　支部の廊ろう下かを歩いていたら、たまたま口原と鉢はち合あわせてしまったのだ。手に飲み物を持っているところから見るに、訓練の休憩中か何かか？　まあ、私には関係のない話だが。

　──目の前の彼女との決けつ闘とうに勝ち、笹宮への命令権を得たのが一週間ちょっと前。結局、あれからは何を命令したものかと私は悩み続けている。

　本来であれば、『室長としての仕事を全力でこなせ』と命令するつもりだった。

　だが、実の所……私は笹宮のことを、かなり……いや、少しだ、ほんの少しだけ、見直していた。無論、本人には改めてそれを言うつもりはこれっぽっちもないのだが。

　以前起こった、五十以上のセカンドハーフが同時出現するという大事件。あの事件を解決するにあたって、笹宮は迅じん速そくかつ的確な指示を飛ばし、また自らも戦場に赴おもむくことで被ひ害がいをゼロに抑えたのだ。

　それまでとは別人のような働きを見せられれば、私でなくとも見直すというものだろう。

　そしてもう一つ──今目の前にいる口原の成長も、そうだ。

『物質を三センチだけ動かす』などというグラフィティを持っている口原は、ついこの間まで最底辺の三級イレイザーだった。

　そいつを育てるなどと笹宮が言いだした時は、またこいつは意味の分からんことを、と思ったものだ。思うどころか、怒ど鳴なりつけに行ったのだが。

　しかしどうだ、セカンドハーフにおいて私は口原に助けられたし、グラフを封ふう印いんする際もこいつのグラフィティがなければあの首長竜りゆうには逃にげられていただろう。

　それよりなにより、この間の再決闘。あの時も、傍はたから見れば私の圧勝に見えたかもしれないが──舐なめてかかっていれば確実に私は足を掬すくわれていた。余よ裕ゆうは確かにあったが、油断もなかったのだ。口原相手に、この私が、だ。

　口原が成長したと、認めざるを得なかった。そして口原を育てたのが笹宮ということになれば、あいつは見事に仕事をしていると言うしかないだろう。

　そして、奴はこれからも弱い連中を育てにかかるという。

　そんな笹宮に対して『仕事を全力でこなせ』と言うのは、少しばかり気が引けた。ゆえに、私は保留という結論を出したのだ。

　というわけで、今現在。何をするでもなく、私は支部の中をぶらつきながら、笹宮への命令の内容を考えていたわけだ。さっきも言った通り、別に口原に用があるわけではない。

　口原の方とて、私に特に用もないだろうと私は歩き去ることにした。

「ま、待ってください！　水瀬先輩！」

　──が、意外なことにそれを止めてきたのは、他ならぬ口原の方だった。

「……なんだ？　再戦の申し込みでもするつもりか？　言っておくが、貴様の勝ち目は万が一にも存在しないぞ」

「い、いえ……そ、そうじゃなくて」

「ならばなんだ。さっさと言え」

「そっ、その……質問が、あるんですけど」

「前置きはいいからその内容を早く言えと言っているんだ。これ以上私に無む駄だな時間を使わせる気か？」

「すっ、すいません……」

「だから謝っている暇ひまがあるなら質問の内容を口にしろ。早くしなければ私は行くぞ」

　──ふん、実力は向上したようだが、内面は大して変わっていないようだ。私は、こういう自信のない奴は嫌きらいだ。

　そして今度こそ、口原は私への質問を口にした。

「そのっ……自分のために強さを求めるっていうのは、不ふ謹きん慎しんなことでしょうか？」

「はあ？」

　私はその内容に、思わず眉まゆ根ねを寄せる。

「なんだその質問は。貴様、私のことを不謹慎と罵ののしっているのか？」

「いっ、いえ、そ、そういうわけじゃなくて！」

「──まあいいだろう。その質問に、私はこう答える。自己研けん鑚さんの何が悪いんだ」

　ふん、と鼻を鳴らして、私はそう言い切った。

「逆に訊きくが、ならば自分以外の他人のために強さを求める人間が、一体このホワイトキャンバスにどれほどいる？」

「そ、それは……」

　口原は、答えようとして口ごもる。

「たまに見かけるがな、『町の平和を守るためにイレイザーになった』と言う奴が。はっきり言って、私からすれば信じがたい理由だ」

　見知らぬ他人のために戦ったところで、一体見知らぬ他人が自分に何をしてくれる？

「結局のところ、そいつらとて自己満足で戦っているのだろうさ。主張はどうあれ誰も彼も、究極的には自分のためにしか戦っていない」

「そっ……それは、ちょっと極論すぎると思いますけど」

「人に意見を訊たずねておいて否定するとは、貴様も随ずい分ぶんと偉えらくなったものだな」

「すっ……すいません」

「謝るぐらいなら否定をするな、否定するなら自らの意見を翻ひるがえすな！」

「はっ、はい……っ！」

　全く……こいつという奴は。こういうところが嫌いなんだ。

「……言いたいことも忘れてしまった。もういい。だが、これだけはもう一度言っておく」

　私は今度こそ口原に背を向け、肩かた越ごしに言う。

「自己研鑚の何が悪い。自分のための何が不謹慎か。他人がどうかは知らんが、その方が回りくどくない分よっぽどマシだと私は思うがな──ああ、それと」

　足を止めて、もう一言だけ言っておくことにする。

「貴様は、まだ笹宮に師事しているのだろう？」

「は……はい」

「ならば、もう少し胸を張って歩け。自分は強くなったと周りにちゃんと主張しろ。そうでなければ、馬鹿にされるのは貴様ではなく、貴様を育てた笹宮であることを自覚しておけ」

「え……」

　……何を言っているんだ、私は。

　柄がらにもなく、人を、ましてや笹宮のことを擁よう護ごするようなことを言ってしまっていたことに気づき、舌打ちして、ため息とともに歩き出す。

「あっ……ありがとうございます！」

　背後から、そんな声がする。その声には答えずに、私は歩き去ることにした。

　やれやれ、あの大事件からこっち、色々と考えることがあったとはいえ、私も随分と焼きが回ったものだ──それにしても、景品はどうしたものか……あ。

「……そうか、そうだな、それがいい」

　朝の快晴から一天、灰色の雲が空を覆おおい、パラパラと固まった雪が降り注ぐ中。

　笹宮への命令が決まった私は、にやりと口の端はしを吊つり上げた。

　　　　◆◆◆

「馬鹿にされるのはあたしじゃなくて、あたしを育てた笹宮先せん輩ぱい、か……」

　水瀬先輩の言葉を反はん芻すうし、あたしは素す直なおに驚おどろいていた。

　あの傲ごう慢まんが服を着て歩いているような水瀬先輩から、よりにもよって目めの仇かたきにしている笹宮先輩を庇かばうような言葉が出てきたのだ、明日あしたは猛もう吹雪ふぶきかもしれない。

　──水瀬先輩の言葉を、頭の中で再生する。

　相変わらず傲慢で、唯ゆい我が独どく尊そんで、ものっすごい暴論だったけど、一理ある、と思ったのも確かだった。

　全すべてのことは究極的には自分のためだと、割り切って考えたとき。

　あたしの中で、答えへの尻尾しつぽが見えた気がした。

　──まだ、笹宮先輩に言えるほど答えの全容が見えたわけじゃないけれど。

　何かがあたしの中で進んだような気がして。

「……よーしっ！」

　気合を入れて、再び訓練へと身を躍おどらせる。

　内側から湧わく不思議な熱に、体を任せた結果。

　あたしが、二十九勝。

　籠目先輩が三十四勝、四引き分けというのが、この日の最終戦績だった。

　　　　◆◆◆

　──その日の訓練が終しゆう了りようし、笹宮室に戻もどってきて例のプログラムの名前を考えながら、電灯に照らされた雪の降る外を眺ながめている時のこと。

「いるか、笹宮！」

　バァン！　と勢いよく扉とびらを開いたのは──

「おぉ……いきなりどうした水風船」

　金きん髪ぱつ傲慢クォーター、一級イレイザーの水瀬だった。

「ふん、相変わらず忌いま々いましい……この私が、わざわざ貴様の用事が大体済んだであろう頃ころ合あいを見計らってきてやったというのに──だがまあいいだろう」

「……っ!?」

　その水瀬の返事に、俺は思わず戦せん慄りつした。

「どうしたお前……悪いもんでも食ったのか!?　それとも病気か!?　熱でもあるのか!?」

「どういう意味だ笹宮！」

「だってお前……水風船って言ったのに胸むな倉ぐら摑つかむでもなく怒鳴るでもなく溜りゆう飲いんを下げるなんて……まさか偽にせ者ものか!?」

「はっ、この私のどこを見れば偽者だなどと思える？」

「外見じゃねえよ中身の話してんだよ！」

　髪かみを搔かき上げ、得意げな顔を向けてくる水瀬に思わずそう叫さけんでしまった。

　しかしあいつは苛いら立だちをよぎらせながらも、どこか上機き嫌げんに口を開く。

「……まったく、毎度毎度腹立たしい奴やつだな、貴様は。いきなりどうした、とさっき訊ねたか。別に大したことではない。例の景品を貰もらい受けに来ただけだ」

「……あ、ああ、なるほどね。それを先に言えよ」

　例の景品──つまり、口原に勝利したら俺が一つなんでも言うことを聞くっていうアレだ。そういやすっかり忘れていたが、まだ何も言ってきていなかったな。

　で、命令の内容がとうとう決まったと。道理で上機嫌だったわけだ。

「ま、自分でまいた種だからな……それで、お前は何を命令してくれるんだ？」

　……一体どんな無理難題を振ふってくることやら。俺は内心冷や冷やしていた。

　水瀬のことだから、付き合えとかはないだろうけど。やっぱ可能性高いのはちゃんと仕事をしろとかそのあたりかな？

「では命令するぞ、笹宮。貴様は、今から──」

　そう考えている内に、あいつはにやりと笑いながら、言った。

「──今から、私のことをルンちゃんと呼べ！」

「…………っ!?」

　…………っ!!

　そ、

「そう来たか……っ！」

　命令の内容に、思わず顔が引きつった。

　それはもう、様々な意味で。

「……それ、今から一回だけそう呼んだら終わりなんてことは」

「あるわけがないだろう。貴様はこれから生しよう涯がい、私のことをルンちゃんと呼ぶがいい」

「死ぬまでと来たか……」

　うわぁ。

　何というか、もう、うわぁとしか言いようがなかった。

　だってルンちゃんだぞ、ルンちゃん。こいつは俺と同い年のはずだから十七だぞ。それをルンちゃんと呼ぶとか、周りの目とか考えたら普ふ通つうあり得ない。

　しかも何がタチが悪いって、断るための合理的な理由が見つからないことだ。

　紛まごうことなき完全に完成された罰ばつゲームの領域である。

　そう考えながら俺が言い渋しぶっていると、

「なんだ、笹宮。貴様ともあろうものが、二言があるとでも？」

　勝利を確信した顔で水瀬が言う。

「い、いや、無いけどさ、みな──」

「ルンちゃんと呼べ」

「……み」

「ルンちゃん」

「…………」

「ルンちゃん、と、ほら呼んでみろ、笹宮」

　水瀬はしきりに促うながしてくる。わくわく、という擬ぎ音おんが聞こえてきそうなぐらいに。

　…………どうやら八方ふさがりの様だった。中なか滝たきさんは我関せずと書類の山を崩くずしにかかっているし。

　……あぁもう、仕方がない。

　俺は覚かく悟ごを決めて罰ゲームを決行した。

「……ルン、ちゃん」

「……もう一度だ」

「ルンちゃん」

「もう一回！」

「なんなんだよもう！　ルンちゃん！　これでいい、か……」

　思わず声を荒あらげたが、ルンちゃ……水瀬の顔を見て思わず言葉を失ってしまった。

「……ん、ふふふ、ふふふふふっ」

　……超ちようが付くほど頰ほおが緩ゆるんでいた。なんかもう、子供が大好物のお菓か子しを口いっぱいに頰張っているような、普ふ段だんの水瀬からは考えられないほど幼い笑えみを浮うかべている。

　……おぉ。

　笑うとこいつ、やっぱ普通に可愛かわいいな……そのまま絵に残したいぐらいの美少女が目の前に降臨していた。劣れつ情じようを催もよおすことに罪悪感を覚えるほどの、子供のような無む邪じや気きな笑みを、まさかこの年の人間が浮かべられるとは……。どんだけルンちゃんと呼んでほしかったんだよ、というツッコみすら口にも出せなかった。

　そんな同期の豹ひよう変へんぶりに驚いていると、実に満足そうに水瀬が言う。

「ふふっ、ふふふふっ。いいな、やっぱりいいな。ルンちゃん……ふふふ。よし、ここに約束は守られた。笹宮、貴様はこれから私のことをルンちゃんと呼ぶんだぞ。いいな」

「あぁ……分かったよ、ルンちゃん」

　俺がそう言っただけで頰を緩めて、水瀬は上機嫌で、あろうことか鼻歌交じりにこの部屋から出て行った。なんか、帰りにステップでもしそうなほどご機嫌だ。
















　この結末に色々と思うところはあったけど……うん、なんかもういいや。これを人生最後の大失敗ということにして、今後なんでも言うこと聞くとか絶対言わないようにしよう。

　心の中で固く誓ちかい、俺は全力で脱だつ力りよくして、一言だけ、ぼやく。

「ルンちゃん、かぁあ……」

　天を仰あおいで呟つぶやいたその一言に。

「自じ業ごう自得でしょう、笹宮室長？」

　横から中滝さんの容よう赦しやない一言が突つき刺ささった。

　　　　◆◆◆

　……ある意味、とんでもないことになってしまった。

　たまたまふぅ先輩を見かけてついてきて、笹宮室での会話をこっそり聞いていれば──とんだ現場に遭そう遇ぐうしちゃったなあ。

「これは……琴ちゃん、うかうかしてられないよ？」

　それはそれとして、笹宮室の扉前から離はなれて、とっさに隠かくれた場所からこっそりと、別人じゃないかと疑ってしまうふぅ先輩の後ろ姿を眺める。

　外ではしんしんと雪が降り、静まり返った廊ろう下かの中──信じがたいことにふぅ先輩の上機嫌な鼻歌が、あっちへこっちへ反はん響きようしていた。








第五章　チームの絆きずなと救えないもの






　──俺が口くち原はらに杖じよう術じゆつを習得するように言ってから、五日が経たって一月九日。

　日に日に動きが洗練されていく口原を見て、技術の習得速度が半はん端ぱじゃないな、と正直驚おどろいた。グラフィティなしの戦いだったら多分負けるだろうな……。最さい優ゆう秀しゆう訓練生だった口原と成績中の下ぐらいの俺とでは、本来身体能力にそのぐらいの開きはある。

　普段の若じやつ干かんネガティブで後ろ向きな発言とか運の悪さのせいで霞かすんじゃいるものの、こと戦せん闘とうにおいて口原の才能は水みな瀬せに匹ひつ敵てきするものがある。割合だけ見れば半分以上いる数多くの男子を押さえて、最優秀訓練生になったのも頷うなずける話だ。

　──まあネガティブだなんだとは言うものの、最近の口原は何かやる気に満ち溢あふれてんな……なんかあったのか、それとも年末の宿題にとうとう答えが見つかったか。

　それを聞かせてくれる日を楽しみにしながら午後に入り、口原と籠かご目めの戦闘訓練を見守っていた時のこと。

　腕うでの通信機から、けたたましい音──セカンドハーフ出現の合図であるアラームが鳴る。しかし、それ自体は別に驚くに値あたいしないことだ。待機の当番が向かって、封ふう印いんないしは撃げき退たいして終しゆう了りよう。万が一問題があれば俺が向かうが、そんなこともそうそうあるものじゃない──そう、思っていたのだが。

　俺のそんな考えを嘲あざ笑わらうかのようなタイミングで、支部全体に警報が響ひびき渡わたった。

「え、これって──」

　口原が驚きというよりは、怪け訝げんそうな声音で呟く。指導をしていた籠目も、声にこそ出さないが驚いた顔をしていた。

　──この警報は、ついこの間も鳴ったもの……まだ一か月と経っていない、セカンドハーフ大量同時出現の際と同じ警報だ。

　即すなわち、緊きん急きゆう事態発生の合図。

　俺も眉まゆをひそめたが、考える前にすることがある。

　警報とほぼ同時に鳴りだしたブレスレット型の通信機を口元へ持っていく。

「笹ささ宮みやです。何事ですか？」

　訊たずねはするものの、正直嫌いやな予感はしていた。

　直前に出現したセカンドハーフ、そして支部全体に響き渡る緊急事態の警報音。

　この二つを合わせて考えれば、何が起こったのかは大体ケースが絞しぼられる。

　そして通信機の向こうから、落ち着いた声が──落ち着こうとして、逆に焦あせりを感じさせるオペレーターの声が届く。

『……笹宮室長、セカンドハーフが降下後まもなく消えました』

「……っ、やっぱりそれか！」

　セカンドハーフが消しよう滅めつするのは、中にいるグラフが封印ないしは撃退されたあと、もしくは。

　グラフが、セカンドハーフの外に出た時──実体化した時のみだ。

「グラフの姿は確かく認にんできますか？」

『いいえ。ですが、待機していたイレイザーは先ほど出発したばかり。撃退や封印はおろか、到とう着ちやくもしていない状じよう況きようですので、グラフが実体化したものと見て警報を発令しました』

「その判断に文句はないけど……姿が確認できないってことは、かなりの小型ってことですかね？」

『そう推測されます。あるいは、よほどのスピードを持ったグラフか……ただ出現したセカンドハーフも二百メートル級とかなり小型でしたから、さほどの力は持っていないと思われますが』

「それでもグラフはグラフだ。たとえ小型であれ、どんな能力を持っているか分からない以上、民間人と遭遇させるわけにはいかない」

　過去にもいくつかある。小型と見て油断したイレイザーが、想定外の能力によって攻こう撃げきを喰くらい、大おお怪け我がを負った事例が。

　グラフの脅きよう威いは、外見だけでは決められないのだ。

　それすら知らない民間人に遭遇させてしまえば、理由はどうあれ立ち向かう人間が出るだろう。そうなれば、被ひ害がいが出るのは避さけられない。

「セカンドハーフ出現地域周辺に緊きん急きゆう連れん絡らく。住民はシェルターに移動せずに、今いる屋内で待機。シェルターへの移動中にグラフと遭遇したら最悪の事態になりかねない」

『了りよう解かいしました』

「ちなみに場所はどこ？」

『希き望ぼうヶが丘おか団地──住宅街ですね』

「うっわよりにもよって隠れる場所の多い……先行しているイレイザーチームはそのまま向かわせてください。到着次し第だい実体化したグラフの捜そう索さくを開始するように連れん絡らくを」

『了解しました』

「グラフィティの外部使用許可も出してください。ただし、民間の建物への被害は極力抑おさえること」

『了解しました。通達します』

　俺、そして口原や籠目、平ひら上かみ、織おり倉くら、飛鳥あすかさんの通信機から「グラフィティ使用許可」と小さく音声が流れる。

「動けるチームは……三つを支部に残して、その他のチームは全すべて希望ヶ丘団地へ回してください。残すチームの選定は任せます」

『了解しました』

　使える人員は全て動員したいところだけど、その間に離れた場所でセカンドハーフが発生するかもしれない。特に最近は、その可能性を無視できないほど同時発生の頻ひん度どが高い。

「俺も出ますんで、情報処理はお願いします」

『了解しました。ご武運を』

　通話を終了し、部屋の中で静まり返っている皆みなに向かって、宣言する。

「──緊急事態、って……言わなくてももう、分かってるかな？」

　肩かたを一つ竦すくめたあとで、俺は状況の説明に入った。

　　　　◆◆◆

　移動中の車内──時刻は夕方に差し掛かかり、薄うす暗ぐらくなりつつある雪道を爆ばく走そうするホワイトキャンバスの送そう迎げい車の中には、運転手さんを除いて六人乗っている。

　わたしと純じゆんちゃんが真ん中の席に、助手席には基もと羽ばねさん、一番後ろの席には口原さんと平上さん、それからちっちゃくて可愛いレインコートの女の子、朝あさ森もり雪ゆき子こちゃん。あんなにちっちゃいのに封印班なんだって。すごいね、何歳なんだろう？

　ここにいないささみーと飛鳥さんは、一足先に現場へ向かった。

「……珍めずらしいこともあるものだね」

　車に揺ゆられながら、隣となりに座っている純ちゃんがそう呟く。

「ねー、セカンドハーフが降下直後にグラフが実体化するなんて……」

　あんまりある例じゃないけど、なくはない、って聞いたことがある。

　セカンドハーフの中に現れた直後に、たまたま近くに出口があるってことが。

「まぁ、そう言った意味じゃぁ運がよかったとも言えるのかもしれねぇがな。小さいグラフなら被害も小さく済む可能性が高い」

　煙草たばこを吸いながら、前で基羽さんが言う。

「……できれば、被害はゼロにしたいところですけど」

「そりゃぁ高望みのしすぎだろうよ。少なくとも、ホワイトキャンバスにとっちゃぁグラフが実体化したってだけでスキャンダルもんだ──終わった後の処理とか、マスコミへの説明とかの方が面めん倒どうだと俺ぁ思うがな」

　一番後ろの席に座る口原さんの言葉に、基羽さんがそう反論する。

　でも理り不ふ尽じんな話だよね、どうしようもないことで組織が非難されるっていうのも。

　わたしたち……っていうかささみーは、この事態に対してものすごく速く指示を出したっていうのに。

「納なつ得とくいかねぇのも分かるがな、織倉。そればっかりは俺らがどうこう言ったところでどうにもならねぇ話だ」

　あれれ、顔に出てたのかな？

「……わたしたちにできることは、実体化したグラフを被害が出る前に押さえることですよ。そうすれば、多分ホワイトキャンバスへの批判も小さくはなると思います」

　年下だけどわたしより大人の事情に通じてるっぽい平上さんがそう言った。

「うーん……納得はできないけど、理解はたぶんできたよ」

　ちょっとだけ頭が痛くなったけど、私の中で、この後どうすればいいのかは見えた。

「要するに、早くグラフを殺せばいいんだよね？」

　にっこり笑って、そう言った。意外なことに、誰だれからも返事はなかった。あれ、なにか間ま違ちがったかな……？

　車のエンジン音だけが場に流れて、そして基羽さんが口を開く。

「……そういやぁよ、実体化したグラフをぶっ倒たおした場合はどうなるんだったか」

「たしか、その場にセカンドハーフが再出現するんじゃなかったでしたっけ……理り屈くつは分からないそうですけど」

　基羽さんの疑問に口原さんが答える。

「当然グラフもその中にいるけど、撃退一歩手前ぐらいまで薄うすれてるって座学で習ったような気がします」

「へぇ、さっすが最優秀訓練生。よく覚えてるもんだな」

「い、いえ、そんな……」

「……ということは、どの道一度はグラフを殺さないといけない、ということだね」

「そういうことになりますねー」

　純ちゃんの言葉に平上さんが頷いた。なんだ、だったらわたしの出番だよ！

「……それはそうと、口原。お前、そのビニール傘がさが武器だってんなら、腰こしから下げてる剣けんに意味あんのか？」

　基羽さんがそんな指し摘てきをした。確かにそうだよね。傘と剣で二刀流……それはそれでかっこいいね！

「えっと……しばらく身に着けてたから、なんだかつけてないと落ち着かなくなっちゃったんで……それに、何が起こるか分からないですし」

「いざってときの保険ってわけか」

　納得したように基羽さんが呟つぶやいた後、車内が一気に冷え込んだ。窓を開けたらしい。

「さむっ！　基羽さん、急に何するんですかあっ!?」

「煙けむりを吐はき出したかったんだよ、悪いな」

　外へ向かって紫し煙えんを吐き出し、携けい帯たい灰皿にトントン、と灰を落とす。

「……しっかし、グラフを殺すだぶっ倒すだっつってもよ」

　そのまま目を細めて基羽さんが言う。

「まず見つけられるかどうか、だな」

　その発言に、みんな外を見──ようとして、雲っている窓をきゅっきゅっ、と拭ふいて流れる景色を見る。

　既すでに外は太陽が落ちかけていて、空は暗い。まだ四時半ぐらいだっていうのに。やっぱり冬は日が落ちるのが早いなあ。

「下に雪が積もってて景色が明るめっつっても、時間が経たつほどに視界は暗くなる。分ぶが悪いのはこっちだな」

「けど、壱いち彦ひこくんみたいに探知系のグラフィティ持ってる人たちは笹宮先せん輩ぱいと先に行ってますし、案外あっさり見つけちゃうかもしれませんよ？」

　その言葉に、ここまで無言を貫つらぬき通していた雪子ちゃんがこくこくと頷うなずいた。

「あ、だから飛鳥先輩いなかったんだね。なっとくなっとく」

　わたしがそう言ったとき、全員のブレスレットが鳴った。

『イレイザー全員へ通達します』

　そこから聞こえるオペレーターの声は、なんだか焦ってるみたいだった。

『複数のセカンドハーフが、希望ヶ丘団地周辺に出現しました』

「「「……っ!?」」」

　車内の全員が息を吞のんだ。わたしは窓を開けて、進行方向へ目を向ける。

　空中に、濁にごったオーロラのような色合いの球体が、いくつも浮うかんでいた。

　災さい厄やくの卵──セカンドハーフが！

『数は以前の大侵しん攻こう時よりは少ないですが、約十五──下は二百メートル級から、上は五百メートル級まであります』

『ああ、見えてる。今まさに降下してきてる』

　オペレーターさんの声に続いて、先に現地へ行っているささみーの声が響ひびいた。

『次から次へと何だってんだ……っと、そうじゃなくて──』

　一いつ瞬しゆんぼやいたものの、ささみーは少しの間を置いて、指示を出す。

『探知系のグラフィティを持ってるイレイザーがいるチームは、実体化したグラフを最優先で探してください。それ以外のチームと俺は、あのセカンドハーフを潰つぶしにかかります。封ふう印いんするか否いなかは各おの々おのの判断に任せますが、セカハンがあると実体化したグラフが紛まぎれて探知できなくなるかもしれない。長引きそうなら迷うことなく撃げき退たいしてください』

　ささみーが指示を連ねていく。

『それから、どのセカハンにどのチームが入っているとかの情報処理は、観測班──オペレーターのみなさん、お願いします』

『了解しました』

　オペレーターさんの返事を皮切りに、それぞれのチームのリーダーが返事をしていく。

「了解っと……しっかし、一体どうなってやがんだ最近のセカンドハーフは？」

　不可解極きわまりないと言わんばかりに顔をしかめて、基羽さんがぼやいた。

「うーん、初出現からもう四年以上経過してますからね。何か変化が起こり始めた、とか？　まあ、それについて考えても今は仕方ないと思いますけど」

　平上さんの言葉は、緩ゆるく放たれたものではあったけど、同時に不気味さを感じさせる響きも含ふくまれていた。

「そう……だよね。新にい奈な、あたしたちはまず壱彦先輩と合流しなくちゃいけないよね？」

「うん。基羽さんたちは──」

「俺たちにゃ探知系のイレイザーはいねぇからな。セカハンの処理だろ」

「そうなりますね」

　純ちゃんが頷くと同時に、車がブレーキをかけて停車する。

「ついたぞ。セカンドハーフ前だ」

　運転手さんの言葉に、外を見る。今まさに降下を続けているセカンドハーフの目の前に、車が停車していた。

「どうもっす。んじゃ、行くか」

「了りよう解かいです」

「はーいっ」

　わたしたち三人が車から降りると、送迎車はすぐに走り去ってしまった。

「さて……まあ、戦い方はいつも通りだな。織倉が前衛、俺と籠目がサポートだ」

「了解ですっ！　あ、でも純ちゃんは無理しないでね？」

「……心配はご無用。前よりは役に立つはずだ」

　そう言う純ちゃんの顔には、微び笑しようが浮かんでいた。

　うーん、でもやっぱり心配だなぁ。

　そんな言い合いをしている内に、セカンドハーフが降下しきった。

「よし、行くぞ──っと、連れん絡らくしねぇと」

　基羽さんがブレスレットで支部と会話する。

「こちら基羽、これよりセカンドハーフへ突とつ入にゆうする」

『了解しました。ご武運を』

　　　　◆◆◆

「壱彦くん！」

「おう、新奈ちゃん！　口原に、雪子さんも！」

　希望ヶ丘団地のとある公園で待っていた壱彦先輩を見つけて、あたしたちは駆かけ寄よった。雪が少し積もってるから、足が少し冷たかった。

「あ……やっぱり笹宮先輩はセカンドハーフに行っちゃったんですね」

「ああ、この状じよう況きようじゃあ俺と一いつ緒しよに行動してもあんまりメリットねぇからな。支部から一番離はなれてる側のセカンドハーフを潰しに行くって飛んでった」

　琴ことちゃんが心なし寂さびしそうな表情を見せた……ふふっ、琴ちゃんってば、かーわいいっ。

　それはさておき。

「メリットがないってことは、やっぱり壱彦くんの〈四し頸けい〉でも実体化したグラフは見つけられなかったの？」

「ああ。いっぺんは〈四頸〉に引っかかったから間違いなくこの団地のどっかにいると思うんだが、セカンドハーフが出現した時に気を持っていかれて見失っちまった。あの小ささに移動速度なら、団地の外に出てったってことはないはずだが、セカンドハーフが降下したあとはイマイチ居場所が摑つかめん。案外、連中も俺たちと同じように、セカハン内部に入り込めるのかもしれねえな。で、そうなると居場所の見当は全くつかねえ。意図してやってんのかどうかは分からねえが……」

　少し渋しぶい表情で、壱彦くんが言う。

「他の探知系の能力持ってる奴やつらは、笹宮の指示で団地の中に等とう距きよ離りぐらいで張ってるらしい。俺たちはセカハンが潰れるのを待つって感じだな」

　ふぅー、と息を吐いた壱彦くんの腰のあたりを、ぽん、と雪子さんが労ねぎらうように叩たたく。

「もちろん、今も視みちゃいるんだが──一体、どこにいやがるんだかな」

　白い息が昇のぼっていく先──曇くもりのない空は、すでに夜の様相を呈ていしていた。

　　　　◆◆◆

　──先を歩く香かおりと基羽さんについていきながら、今回の戦場を眺ながめていく。

　住宅街である希望ヶ丘団地には、割と真新しい壁かべの一いつ軒けん屋やが多く並んでいた。家を隔へだてる壁や柵さくのようなものは少なく、道は緩やかに曲がりくねっている。

　ほとんどの家に壁のない車庫があり、その屋根には雪が積もっていた。屋根の下では自転車や、子供が乗る三輪車など、生活の様子が窺うかがえる物が数多くあったけど、この中に人の気配は全くなかった。

　セカンドハーフに一いつ般ぱん人は入れないのだから、当然といえば当然なのだけれど──雪が積もっているせいか、淋さびしさというか、寂せき寥りよう感というか、とにかく静けさが五割増しだ。

「……静かだねー」

「全くだな」

　香の言葉に基羽さんが頷く。直後に爆ばく音おんが鳴り響く。

「……グラフ、だよね？」

「だな。行くぞ」

　基羽さんが先行して、音の鳴った方へと足を進める。私も腰から下げた簡易兵装の剣の柄つかに緩く手をかけ、前へ進む。

　……心臓の鼓こ動どうが、少しだけ速くなる。

　緊きん張ちようしているんだろう、おそらくは。

　──笹宮の訓練を受けてから、グラフと対たい峙じするのは初めてだ。そう考えると、随ずい分ぶん久しぶりな気がするけど。

　大だい丈じよう夫ぶ。

　以前より足手まといってことは、ないはずだからね。

　前を走る基羽さんと、一瞬目が合い──お互たがい頷き合って、前を見み据すえた。

「……お前ら、ちょっと待て」

　基羽さんが制止をかける。

　民家の壁に張り付いて、様子を窺うように顔を出す。

「……見つけたぞ」

　ぼそりと基羽さんが呟き、私と香もそれを見た。

　壊こわれた家の前に立っているそれは、一言で言うなら、改造人間という印象だった。

　体長はおよそ二メートルほど。主に右半身が機械でできているようで、右みぎ腕うでは動く度たびにかちゃかちゃと音を立てている。しかし真ん中でぴっちり分かれているというわけでもなく、むしろ機械部分が侵しん食しよくしているかのように境界線は曖あい昧まいだ。

　生身の多い左側に服はなく、肌はだがむき出しになっているけど、なぜか頭の、機械になっていない部分だけは白骨だった。

「何あれ、欠けてる部分なくない？」

　香が驚おどろいたように言う。

　グラフには、どこかしら欠けつ如じよしている部分がある。それが、グラフが『落書き』と呼ばれる所以ゆえんでもあるのだけど──確かに、ところどころ薄うすれている部分はあっても、あのグラフには欠如している部位がないように思える。

「……ということは、まさかあれが実体化したグラフ？」

「……いや、その可能性は低いと思うぞ」

　気だるげに、しかし目は鋭するどく、基羽さんが否定する。

「左側の腕とか脚あしとかは肉ついてるけど、頭の部分だけが白骨ってことは……多分、頭の肉が欠如してるグラフなんじゃねえのか？　まあ、確証はないんだが……昔一回、表面だけ欠如してるって骨格標本みてえなグラフを見たことあるし」

「そっか……まあ、実体化したグラフでもそうじゃなくても──」

　言いながら、香が家の陰かげから出──って、香っ!?

「どの道やることは一つですよねっ！」

　ばっ！　と腕を斜ななめに構かまえて、ヒーローみたいなポージング。

「〈擬心暗鬼グラジエーター〉！」

　直後に、香の目の前に、影かげを集めたようなのっぺりとした鬼が現れる。

　それに反応して、ギギギ、と壊れかけのロボットのような音と共にグラフが動き出す。

「──んの馬ば鹿か野や郎ろうが！　勝手に出やがって！」

　煙草たばこを嚙かみ千切りそうな剣けん幕まくで、基羽さんが怒ど鳴なる。

　正直、私も言いたいことはあったけど──

「始まった以上は仕方ありませんね……サポートに入ります！」

　私たちの見る先で。

　香の鬼と、グラフが、同時に動き始めた。

　　　　◆◆◆

「──離れていく？」

　鬼を接近させようとしたら、あのサイボーグなグラフは、外見に似合わない機き敏びんな動きでわたしたちから距離を取った。車庫の屋根を蹴けり、隣となりの家の屋根に着地する。

　もちろんすぐに追いかけようとしたけど、それは中断せざるを得なくなる。

　かちゃかちゃかちゃかちゃ、とどこかおもちゃじみた音を立てながら、右腕が変形していったのだ。

　こちらへ向けられるその形は──銃じゆうっていうか、大たい砲ほう？

「うっそぉ！」

　わたしは〈擬心暗鬼グラジエーター〉と一緒にバックステップ。

　さっき聞いたような音と共に放たれた砲ほう弾だんが、さっきまで鬼がいた場所に着弾──当然のように、爆ばく発はつ。雪が舞まい上げられ、コンクリートで舗ほ装そうされた地面が剝はがれた。

　威い力りよくはすごいなぁ……まともに食らったら、さすがにマズい。

　けど。

「直線的なら、軌き道どうは読みやすいよね！」

　再度の砲ほう撃げき──けどわたしはその弾道を読んで、鬼に回かい避ひさせる。

　左へ回避させた直後、足を踏ふみ込こみ、背後の爆風の煽あおりを受けながら上方へ。

　なんなら屋根ごと抉えぐり取っちゃおうと思いながら腕を振ふりかぶったけど──かちゃかちゃかちゃ、という音が聞こえたので方ほう針しん変へん更こう。

　見れば、サイボーグはガトリングと化した右腕を鬼に向けている。このままじゃ鬼が蜂はちの巣になっちゃいそうだったので、鬼に二階の窓へと手を伸のばさせる。ガラスを砕くだきながら窓まど枠わくを摑んで、鬼の体を民家の中へと引き込ませた。

　滑すべり込むように民家へ侵しん入にゆうした鬼の体勢をすぐに立て直させて、

「せいっやぁっ！」

　サイボーグが右腕の照準を足元へ向ける前に、屋根ごとグラフを吹ふき飛ばすことにした。

　真上へ腕を振ったわたしの動きに合わせて、民家の二階で腕を振るう鬼。木こつ端ぱ微み塵じんという表現に相応ふさわしく、天てん井じようと屋根が爪つめと腕わん力りよくで強ごう引いんに破は壊かいされ、グラフが足場を失い宙へと放ほうり出される。

　まだまだ。わたしは鬼に指示を出す。二階の床ゆかを蹴って、空中で身動きの取れないグラフの上を取る。

　そして、わたしは瓦かわら割りをするように左の掌てのひらをサイボーグへ向け、右の拳こぶしを振りかぶる。

「はあっ！」

　そして打ち下ろす、ハンマーみたいな拳の一撃。グラフの右腕が火を噴ふく前に、鬼の右拳がサイボーグを捉とらえた。そのまま地面へ叩きつけられて、軽い地じ響ひびきと土つち煙けむりが立つ。

　あのサイボーグは、多分これで倒たおせたはずだ。

「ふぅ……」

　よかった、純ちゃんに戦わせる前に終わらせることができて。

　それにしても、最後の一撃はなかなかいい攻こう撃げきだったなぁ、なんて思っていると。

　かちゃかちゃかちゃかちゃかちゃかちゃかちゃかちゃかちゃかちゃかちゃかちゃ──

　──そんな音が、わたしの耳に届いた。

　背後を振り返る。

　土煙の中から現れたのは、破損している箇か所しよで鈍にび色いろを蠢うごめかせている、倒したと思ったグラフだった。

　　　　◆◆◆

「──なるほど、ああいう能力か」

　私の隣で基羽さんが、驚き半分といった調子で軽く呟つぶやく。

「てっきり、私はあの砲撃がグラフの能力だと思っていましたが──どうやら違ちがったみたいですね」

　砲撃も能力の一部ではあるんだろうけど、どちらかといえばあれは機械の体による副次的なもの。

　本当の能力は──

「機械的な外見からは想像もできない、再生能力……！」

　砲弾装そう塡てんの動きを見せずに放っていた大砲も、再生能力によるものなのかもしれない。

「だな──まあ、だとすれば」

　煙草に火をつけ、基羽さんが横目に私を見てくる。

「それこそ、お前の出番だろうよ」

　実に楽しげに、口の端はしを歪ゆがめながら。

　　　　◆◆◆

「くっ!?」

　再生するなんて──これはちょっと、想定外だよ!?

　収まってきた土煙の中、まだ全身をかちゃかちゃ言わせてるサイボーグに鬼を向かわせ──ようとして、中断。

　グラフは距きよ離りを取ろうとせずに、その右腕をわたしに向けてきたからだ。

「やばっ……！」

　戻もどってきた鬼がわたしを抱かかえるのと、グラフの右腕から砲弾が放たれるのは同時だった。

　鬼が跳ちよう躍やくして、民家の屋根に着地する。外れた砲弾が爆発して、震しん動どうがここまで届く。

　けどグラフは手を緩ゆるめない。かちゃかちゃかちゃ、という音がして、右腕がガトリングへ変形。即そく座ざに照準をこちらへ向ける。

　グラフから隠かくれるように屋根から飛び降り、地面へ着地。ガガガガガガガ！　とガトリングの発射音と、弾丸が家の壁を削けずる音。

　この家がどこまで耐たえてくれるかな……早く対策練らないと。

「それにしても参ったな……遠えん距きよ離り武器でわたしを狙ねらわれると弱いんだよね」

　息を切らせるほどは動いてないけど、割とピンチな状じよう況きように心臓の鼓動が速くなっていく。

　あのサイボーグが再生能力を持ってるのは分かった。けどそうと分かれば倒し方は簡単だ。再生が間に合わないぐらいの速度で叩たたき潰つぶして殺しちゃえばいい。

　でも銃とかでわたしを狙われちゃったら、鬼にはわたしを守らせなきゃいけなくなっちゃう。それがさっきみたいな砲撃のように、単発の攻撃ならやり過ごせなくもないけど、今のガトリングは駄だ目めだ。さすがに、人の身では対たい抗こうできないよ。

　──仮に、この一戦で戦いが終わるなら、まあある程度の被ひ弾だんは覚かく悟ごして鬼を接近させることもできたんだけど、この後にも戦わなきゃいけない可能性が高いからなぁ。

　わたしがここで隠れている間に鬼を向かわせる手もあるけど、そろそろここもまずいかもしれない以上は、鬼を離はなれさせるのもちょっとね。

　──けど時間もないし、しょうがないか。やるとすれば、次に移動したあとだね。

　いい加減弾丸の音も近くなってきてるし──そう思って、鬼にわたしを抱えさせて、ぐっ、と膝ひざを曲げさせる。

　跳躍、崩くずれかかっている家の屋根に着地。即座に屋根を蹴って隣の家へ。少し遅おくれて、その軌道をガトリングの弾丸が薙ないでいく。

　──次の建物まで、間に合うかな……っ!?

　正直、怪あやしい。右みぎ腕うでから放たれる火の雨が、徐じよ々じよにわたしたちへと迫せまる。

　あと、ちょっとなんだけどなあ！

　間に合わない──と顔を歪めたその瞬しゆん間かん。

　視界に入ったのは、一条の金色。

　そして、止やむことのなかったガトリングの発射音が、そしてサイボーグの全身から鳴っていたかちゃかちゃという音が、ぴたりと止まった。

「!?」

　驚きよう愕がくしながらも、鬼はわたしの指示に従って家の陰かげにわたしを隠してくれる。

　家の陰から顔を覗のぞかせると、グラフの周りを飛び交かう三羽の金の鳥。

　あれは──！

　　　　◆◆◆

「香、聞こえるかい」

『純ちゃん!?』

　ブレスレットから響ひびく親友の声は、驚きに満ちていた。

「〈禁糸雀カナリエル〉でグラフの再生能力を封ふうじることができたはずだ。倒すなら今だ！」

『──りょう、かいっ！』

　鬼おにに指示を出したらしい。家の陰から飛び出した鬼が、一直線にサイボーグへ向かった。

　しかし、サイボーグも異変を感じ取ったようだ。体を払はらうように動いたのち、機敏な動きで周囲のカナリア──〈禁糸雀カナリエル〉を叩き落とす。

　──糸を落とされてしまったか。しかし、

「香、構わない。そのまま突つっ込こめ！」

『っていうか、いまさら止まんないけどねっ！』

　鬼が拳を振りかぶる。格好の餌え食じきだと言わんばかりに、グラフが右腕の大砲の照準を鬼の眉み間けんへ合わせる。

　確実に、鬼を仕留められるタイミング。

　次の瞬間、サイボーグの右腕から砲弾が──放たれ、なかった。

　驚おどろいているのか、別の要因か、そのまま硬こう直ちよくしたように動かない。

「──俺の仕込み、ちゃんと活いきてるみてぇだな」

　隣で、基羽さんが呟いた。

　私たちが見守るその先で。

　棒立ちになったグラフの右半身を、それこそ砲弾のような勢いの鬼の拳が殴なぐり抜ぬいた。

　金属部品のようなものが散らばり、がしゃん、とその場に崩れるグラフ。そしてそのまま、さっきのようにかちゃかちゃと音を立てる気配はない。

　ギギ、ギギ、と壊こわれたロボットのように首を動かし、再生が始まらないことに違い和わ感を感じているようだ。

　そのとき、基羽さんのグラフィティの効果が切れたらしく──グラフの左ひだり脚あしに、すぅう、と巻き付けられた一本の糸が現れる。

　ついでに、空中を旋せん回かいする一羽のカナリアも現れた。

「気づかなかったろう？　一羽だけ、透とう明めい化して糸を巻き付けさせていたんだ」

　かつての『不可視の魔弾インビジブル・バレツト』──その片割れである基羽さんのグラフィティ、〈海月龍インビジブル〉。

　基羽さんが触ふれたものを、三十秒間透明にすることができるというグラフィティだ。

　笹宮に、香と一いつ緒しよに戦いたいと言ったあの日以降、彼の指示に従って、香には内ない緒しよでこの練習を積んできた。

　……香に内緒にしてきた理由？　言わせないでくれ、大体分かるだろうに。

　目に見える派手な陽動、その裏で見えない本命が対象に糸を巻き付ける。

　まだまだ付け焼やき刃ばではあるけど──とりあえずの結果は、出すことができた。

　倒れ伏ふすグラフが、左手を左脚に伸ばそうとするも──

『させるわけ、ないじゃん！』

　香の鬼が、グラフの左腕ごと頭を叩き潰した。

　ダメージの限界を迎むかえたのか、全身が薄うすっぺらな輪りん郭かくのみと化す。

　そして、どこからともなくやってくる『窓』に、グラフが吞のみ込まれ、『窓』もろとも光の粒りゆう子しと化して、消しよう滅めつした。

「ありがとう、純ちゃん！　助かったよ！」

　こっちへやってくるなり、眩まぶしいぐらいに純じゆん粋すいな笑え顔がおでそう言う香を見て、私は。

「すごいすごい、純ちゃんも基羽さんも、いつの間にあんなコンビネーションの練習してたの!?　あんな風に封じたことにも気づかせないなんて、純ちゃんすごい！」

「……ねえ、香」

「うん？」

　可愛らしく首を傾かしげる香を見て、意を決する。

　何かを感じ取ったのか、基羽さんは少し離れて、煙草たばこに火をつけた。

　……ありがとう、ございます。

「私のために戦わないでくれ、とは、言えない」

「え、急にどうしたの？」

「だけど、一つ、約束してほしい。もう──」

　すぅ、と息を吸い込み。

「もう、一人だけで戦おうとするのは、やめてほしい」

「っ……」

　香の笑顔に、ヒビが入ったように見えた。

「私がグラフを憎にくんでいるのは本当だし、そんな私のことを心配だと思ってくれているのも分かっている。だけど、それと同じぐらいに、私は香のことが心配なんだ」

　ここ数か月は、特に不安だった。

　私とグラフを引き合わせまいとするかのように、急せいては傷を負いながら、香一人でグラフを殺しにかかるのが。

「そのうち、香がそのまま死んでしまいそうで……」

「そんなことっ……わたし、純ちゃんのためなら死ぬのも怖くないんだよ!?」

　いっそ泣きそうな表情を浮うかべる香に、私は伝える。

「私は、怖いよ。香が死んでしまうことが。友達がいなくなるなんて、もう、ごめんだよ。香だって、私が死んだら嫌いやだろう？」

「当たり前でしょ！　そんなの許さないからね！」

　──ともすれば、自意識過か剰じようにも思える台詞せりふ。だけれど、そこは疑わない。

　私と香の間には、それだけの確かな友情がある。

　……だからこそ、だ。

　私の問いかけに対して叫さけんだ香へ、告げる。

「今まで、香は私の意思を汲くんで、グラフと戦う力を身に付けて、私の代わりにグラフと戦ってくれた。それだって、分かっている。分かっているからこそ、私のために戦わないでくれ、なんて言えない……だから、せめて」

　言葉が詰つまりそうになるけど、ハッキリと、言う。

「せめて、一緒に戦わせてほしい。もう、香一人では戦わせない。だって──」

「だって……？」




「だって、私たちは、チームなんだから」




　──一瞬の、間を置いて。

「……ねぇ、純ちゃん」

　香が、空を仰あおいだ。星明りも届かないこの場所では、その表情を見ることはできない。

「わたし、間ま違ちがってたのかなぁ？」

　わずかに、震ふるえた声。私は、コートの胸のあたりをぎゅっと摑つかんで、答える。

「……私の口からは、正否については言えないよ。ただ、最初に香がグラフを撃げき退たいした時は、私は嬉うれしかった。だけど、一人で戦う香を見ていて、少しずつ、辛つらくなってきたんだ」

「……そっか」

　そう呟つぶやいた瞬間に、セカンドハーフが消滅した。

　濁にごったオーロラは消え失うせ、曇くもり一つない澄すんだ夜空から降る星の光が、私たちをうっすらと照らす。

「純ちゃん、きっと危ないよ？」

「何をいまさら。ホワイトキャンバスに入った時から、その覚悟はできている」

「……純ちゃん一人じゃ、グラフは殺せないかもしれないよ？」

「……元から殺しきることなんてできない相手だと、この間認めてしまったところだ。それに、一人じゃない。香も、基羽さんだっている」

「…………わたし、まだ、純ちゃんの友達でいていいの？」

「香は馬ば鹿かなのかい？」

　そんな質問をする親友に、むしろちょっと憤いきどおる。

「答える必要があるとでも？」

「……そっか、純ちゃん──」

　夜空を見上げていた香が、少しずつ、顔を下ろして。

　目を見開いた。

「──純ちゃんっ！」

　突とつ然ぜん、香が叫ぶと同時に、私の方へと手を伸のばす。

　かさり、と。

　香の叫びの間を縫ぬって、背後からそんな音が聞こえた。

　　　　◆◆◆

　わたし──朝森雪子の今回の役目は、実体化したグラフを一度倒たおした後で封ふう印いんすることだ。なので、今はやることがないから壱彦くんをじっと見ている。

　……えへへ、集中してる壱彦くんも恰かつ好こういいなあ、なんてフードの下から眺ながめていたら。

「──見つけた！」

　といきなり叫んだので、わたしはびくぅっ、と肩かたを跳はねさせる。

「！　どこですか、壱彦先せん輩ぱい!?」

　手には巨きよ大だいビニール傘がさ、腰こしに簡易兵装の剣けんを下げた口原さんが壱彦くんに訊たずねる。

「いまセカンドハーフが消えたとこに──あん？」

　言葉の途と中ちゆうで、怪け訝げんそうな声を上げた壱彦くんの眉間にしわが寄る。

「おいおい大だい丈じよう夫ぶだろうなあいつら……っ！　急いで連れん絡らくを入れてくれ、すぐ近くに、基羽さんたちがいる！」

　　　　◆◆◆

　純ちゃんの背後──とある民家の門の上に現れた、小さいトカゲのような生き物を見て、わたしは思わず叫んでしまった。

　だって、そのトカゲには、しっぽがない。

　そして頭から生える角も、片方がない。

　グラフである可能性は十分にあるのに、しかもそのトカゲが純ちゃん目がけて、門からジャンプしてきたから。見つけてしまえば摑んでくれと言わんばかりの、隙すきだらけのトカゲだったけど──背後からでは、気づきようがない。

　わたしは純ちゃんに抱き着くようにして、そのトカゲに手を伸ばす。

「かっ、香かおりっ!?」

　ばふっ、と胸むな元もとで純ちゃんの頭を感じながら、両手でジャンプしてきたトカゲを摑む。

「ふぅ……よかった、純ちゃん大丈夫？」

「な、何があったんだい……？　って、香、なんだいそれ」

　純ちゃんから離はなれたわたしの右手に握にぎられているトカゲを見て、首を傾げる。

「……こんなトカゲ、見たことないし……角トカゲ？　にしてはほら、尻尾しつぽと、頭の角が見当たらないから、これが実体化したグラフじゃないかな？」

　手の中でもがく、小さなトカゲ。大きさは七、八センチぐらいかな？

「……っていうか、香よくそんなの摑めるね」

「触れないほどじゃないよー。昔もよく一緒に虫取りにいったでしょ？」

　そんな話をしていると、基羽さんのブレスレットから呼び出し音が鳴った。

「こちら基羽。どちらさん？」

『く、口原です！　基羽さん、気を付けてください！　壱彦先輩が、その近くにグラフがいるって──』

「……織倉、そいつやっぱグラフじゃねえか？　急いでいっぺん潰つぶしちま──」

　基羽さんの言葉の最中、くぱっ、とトカゲが口を開く。

　そして、その中にしまわれていた、蛇へびのような牙きばを──わたしの手に、突つき立てた。

「痛っ……、っ、!?」

　え……な、なに、これ──

「香！　大丈夫かい!?」

　ぐるん、と世界が回ってしまいそうな感覚。嚙かまれた傷から、わたしの中の何かが、根こそぎ引きずり出されるような──

「だ、め……っ！」

　駆かけ寄ってくる純ちゃんを、必死に突き飛ばす。

　混乱した様子でわたしを見てくる純ちゃんに、これだけは言わないと、と、薄れそうな意識を振ふり絞しぼる。

「純、ちゃん……もと、ば、さ……」

　わたしの目の前で、収束していく影かげ。

「にげ、てぇっ！」

　黒い影が、わたしの視界と意識を塗ぬりつぶす。

　無機質な角トカゲの目は、じっとわたしを見み据すえていた。

　　　　◆◆◆

　──俺たちの目の前に現れたのは、黒い体に二本の角、くり貫ぬかれたように白い目、起き伏ふくに乏とぼしい体を持つ、のっぺりとした鬼おに。

「……こいつ……〈擬心暗鬼グラジエーター〉か!?」

　しかしそう断言するには、少し迷いがあった。織倉自身が呼びだした〈擬心暗鬼グラジエーター〉よりも、目の前にいるこいつは一回り大きい。体長は三メートル半ばにも達するだろう。

　そしてその背後──意識を失ったらしい織倉が、目の前の鬼の背中にもたれかかる。

　するとずぶり、ずぶりと、徐じよ々じよに鬼の体に吞のまれていき──とうとう、織倉の姿が見えなくなる。

「香っ！　香ぃっ！」

「落ち着け籠目！　多分、死んだわけじゃねえ！　だったらあの鬼だって消えんだろ！」

　鬼に駆け寄ろうとする籠目の肩を押さえながら、叱しつ咤たする──何が起こった？

　落ち着けとは、俺にも言い聞かせるべき言葉らしいな……状じよう況きようを整理しろ。

　あの角トカゲみてえなグラフが織倉に嚙みついた途と端たん、こいつが出現した。だが直前の籠目を突き飛ばしたことが、自分から離れさせるためだとすりゃあ──明らかに現状は織倉にとって不本意だってことが分かる。

　そして、最後の言葉──「逃にげて」、か。

　つまり、この後の展開は。

　あの角トカゲの能力は──

「籠目、立て！　一いつ旦たん退くぞ！」

「馬鹿言わないでください！　香を置いて逃げるなんて──」

「その織倉が逃げろっつったんだろうが！　俺の予想が正しけりゃ──」

　それまで不動を保っていた鬼が、動き始めた。

「──あの鬼、俺たちを狙ねらってくるぞ！　俺たちじゃ対たい抗こうできねえ！」

　鬼が拳こぶしを振り上げたのを見て、俺は籠目を引っ張って前へと走り出す。

　そして何の遠えん慮りよもなく、鬼が拳を振り下ろした。爆ばく弾だんでも起爆させたかのようなでけぇ音が住宅街に響ひびき渡わたる。

　コンクリートで舗ほ装そうされた地面を掘ほり返し、陥かん没ぼつさせるほどの威い力りよく──洒落しやれにならねえぞオイ！　あんなもん生身で喰くらったら即そく死しじゃねえか！

「そんな……香が私たちを狙ってくるなんて」

「違ちげぇよ、織倉じゃねえ！　十中八九、あれがグラフの能力だろうよ！」

『嚙みついた相手の能力を乗っ取る』能力で、恐おそらく間違いはないだろう。なんつー厄やつ介かいなもん持ってやがる……っ！

　近づかせなきゃ確かに害はないだろう、そういう意味じゃあセカンドハーフが小さかったってのも頷うなずけるが──そんなのアリかよ、クソがっ！

「このっ──香を離せっ！　〈禁糸雀カナリエル〉！」

　籠目が逃げながらも複数のカナリアを生み出し、鬼へと飛ばす。

　鬼は鬱うつ陶とうしげに腕うでを振る。むやみやたらに振り回してるところを見ると、織倉の行動パターンまでは乗っ取れてないみたいだな。正直助かるぜ、あの力で洗練された動きをしようものならリアルに打つ手がない。

　ただ大振りになった分、破は壊かい力は増しているようにも見える──巨大な槌つちでも打ち下ろしているかのように、空ぶった一撃が地面を捉とらえる度たびに地じ震しんのごとき揺ゆれが俺たちを襲おそう。

　……動きが雑でも打つ手はないか。少なくとも、俺たちには。

　戦せん況きようを見ている内に、籠目の〈禁糸雀カナリエル〉が鬼に糸を巻き付けるが──

「──くっ、能力を封ふうじれない!?」

「お前のグラフィティは能力使う奴やつに直接触ふれさせないとだめなんだろ!?　織倉も角トカゲも、今はあの鬼に覆おおわれてる！　俺らじゃ敵かなわん！」

「でも──」

　泣きそうな顔で籠目が俺を見てくる。

　ったく、案外ガキだなお前も──本気で織倉を救いたいなら、やれることはいくらでもあるだろうが！

「通信機で他に情報を回せ！　人手がありゃあ何とでも──籠目！」

　俺を見ていて注意が鈍にぶっていた籠目を、織倉がさっきそうしたよりも強く突き飛ばす。

　俺たち二人目がけて、鬼が腕を薙ないでいたのだ。

　爪つめを喰らっちゃまず間違いなく死ぬ。だったら俺がやることは一つ。

　籠目を腕の届かない場所まで突き飛ばし、俺はその反動で腕の内側へと潜もぐり込む！

　迫せまる黒い二の腕を、両手をクロスさせて防ぼう御ぎよ──できなかった。

「がっ……！」

　爪の直ちよく撃げきは避さけられたものの、その腕わん力りよくは凄すさまじい──クロスした腕から伝わるメキッ、という音の直後、俺はそのまま吹ふき飛ばされて、民家の柵さくに叩たたきつけられた。

「つっ、が、ぁ……げほっ、げほっ」

　衝しよう撃げきが体中を駆け巡めぐる。口から血ち反吐へども出るし、全身打だ撲ぼくでロクに動けやしねえ。

　……中ちゆう途と半はん端ぱに意識がある分、辛つらさが倍増だぜ。煙草たばこも取り落としちまった……。

「基羽さん！」

「……っ、」

　バカ、逃げろ。

　吹っ飛ばされた俺を気にして駆け寄ろうとする籠目に、そう言おうとしても声が出ない。

　その籠目目がけて鬼が腕を振りかぶる。

　──ふざけんな、織倉に籠目を殺させる気か。

　そう思っても、俺には戦う力も、体力も残っていない。

　鬼の腕が無む慈じ悲ひに振り下ろされる、その刹せつ那な──




「おおっらぁっ！」




　突とつ如じよ現れた闖ちん入にゆう者が、鬼の腕を蹴けり飛ばして軌き道どうを逸そらした。

「……っ、はっ、げほっ」

　ったく、笑うぐらいさせてくれっての。

「籠目、それに基羽さん、大丈夫っすか!?」

　……籠目はともかく、俺を見て大丈夫だと思うなら眼科に行け。

　そうツッコみたくなるほどに颯さつ爽そうと現れたのは。

　同期の一級イレイザー、飛鳥壱彦だった。

　　　　◆◆◆

『口原、俺だ』

「──笹宮先せん輩ぱい！　よかった、やっと連絡ついた！」

　先に向かった壱彦先輩を追っている途と中ちゆう、笹宮先輩から連れん絡らくが入った。

『実体化したグラフが見つかったんだって？』

「はい、壱彦先輩が先に向かいましたけど──さっきからすごい音がしてるから、戦せん闘とうになっているんだと思います。そろそろ、とうちゃ……っ!?」

　その光景に、あたしは目を疑った。

『口原？　どうしたんだ？』

　笹宮先輩の言葉に、あたしは少し遅おくれて返事する。

「その……壱彦先輩と、織倉先輩が、戦ってます」

『なんだって？』

　怪け訝げんそうな声こわ音ねで笹宮先輩が言う。

　目の前では、以前見た時よりも一回り大きな鬼──確か、〈擬心暗鬼グラジエーター〉だっけ。それが、壱彦先輩と拳や蹴りを交かわしている。

　ただ、以前の組手の時のような安心感はそこになく──二人とも、まるで殺す気で戦っているような、そんな実戦の危険さを感じ取れる。

「琴ことちゃん！　まずは基羽さんを移動させよう！」

「う、うん！」

　新奈に言われて、戦っている二人を迂う回かいしつつ、柵に叩きつけられている基羽さんを、少し離はなれた場所まで移動させる。籠目先輩にもついてきてもらった。

「っつつ……悪、いな……お前ら、助かっ、た」

「無理して喋しやべらないでください！　基羽さん、なんであんな……！」

「……俺には俺で、色々、あんだ、よ……っつ」

　どうやら、基羽さんのこの傷は、籠目先輩を庇かばったことによるものらしい。

「籠目さん、それに基羽さん。悪いんですけど状況が状況なので、先に現状の説明をしてもらってもいいですか？　笹宮室長も聞いていますから。なんで、壱彦くんと織倉さんが戦っているんですか？」

　新奈が二人に状況説明を求め、籠目先輩が頷いた。

「えっと、まず実体化したグラフなんだけど──」

　　　　◆◆◆

　──矢や野のの馬ば鹿かが死んで。

　俺は、戦う理由を失った。

「──大きさは普ふ通つうのトカゲと変わらない。多分、防御力や耐たい久きゆう力も外見通りだろう」

　というかそもそも、何となくでホワキャンに入団した俺が戦う理由なんてなかった。強しいて言うなら、矢野の手伝い。その手伝いの対象がいなくなっちまったからな……必然的に、俺が戦う理由も、意味も、なくなった。

　それに、俺のグラフィティ〈海月龍インビジブル〉はぶっちゃけちょっと使いづらい。そりゃ姿を消せば奇き襲しゆうでもなんでもしやすかろうが、所しよ詮せん三十秒しか保もたない能力だ。

　そういう意味では、矢野の『銃じゆうを創つくる』グラフィティとは相あい性しようが良かったな。放たれた弾だん丸がんが敵を貫つらぬくまで、三秒とかからなかったんだからよ。

「──だが、基羽さん曰いわく、あの角トカゲの能力は『嚙かみついた相手の能力を乗っ取る』能力である可能性が高いらしい。アレを見てると、私もそう思う。香も鬼おにに取り込まれた」

「それで、あの鬼が敵に回ってるんですね……」

「……ぃ、ぇん……」

　グラフィティが使えなくもないけど、戦闘に関してはほぼ無力だった俺は、そんなにやる気もなく、煙草に手を出したりして一か月ほどを過ごした。

　一人で歩く方法を知らなかったってのは、そういうことだ。

　俺には、戦う理由も目標も、なかったんだ。

「どうすればいいんだろう……見てるとあの鬼、技わざはないけど力はすごいよね？」

「でも、笹宮室長ならあの鬼でも倒たおせるんじゃないですか？」

『……織倉が中にいるなら、厳しいな。まともにやっちまったら、傷じゃ済まない大おお怪け我がを負わせるかもしれない』

　ぼちぼちホワキャンを辞やめようか──そんなときに会ったのが、籠目と織倉だった。

　会ったというか、エントランスでたまたま後ろに座ってたってだけの話だが。

　こいつらの話を聞いてると、グラフィティが弱体化して籠目が落ち込んでたり、織倉が籠目の分まで死んでも戦い続けるだのと物ぶつ騒そうなことを言っていたりと、まー微び妙みように嚙み合ってない内容だった。仲だけはよさそうなのにな。

　その仲がいいのに嚙み合わない感じが、かつての俺と矢野を外から眺ながめているようで。

　このままだったら、こいつらも俺たちと同じようにロクでもない別れ方をするんじゃないかと、思ってしまった。

『ただ──策は、なくもない』

「本当かい、笹宮!?」

『ああ。けど、一つだけ問題があるんだよな。それは──』

　──だから、あの時、俺は思わず口走ってしまった。

　俺を、お前らのチームに入れてくれないかと。

　最初は、反発されると思ったが……意外とすんなり受け入れられたのは、驚おどろいた。まさか、リーダーまでやらされるとは思いもしなかったが。

　俺は覚えてないが、なんでも織倉の二級への昇しよう格かく審しん査さの時に、担当をしたのが俺と矢野のチームだったらしい。よく覚えてんなそんなこと、と思ったが、まあ、結果オーライと流すことにした。

　──俺があいつらのチームに入った理由は、無ぶ粋すいな心配か、それともただの自己満足か。未いまだに答えは出ちゃいないが。

　それでも、さっきのあいつらの会話を聞いて、俺は少し、嬉うれしかった。

　歪いびつな二人が、ようやくちゃんとした二人に戻もどったような気がしてな。

　だからこそ。

　籠目をあそこで死なせるわけにはいかないと、思っちまったのかもな……。

　ま、そんなもんは後付けの理由にすぎないし、あの時はとっさに体が動いちまったってだけの話だが。

　……籠目の言葉を借りるなら、俺たちは、チームだからな。

　仲間が危機なら、体も動こうってもんだろう……ん？　……はっ。

　なんだよ、結局。

　俺も、あの馬鹿と同じことやってんじゃねえか。

　……だったら織倉の奴やつも、死ぬ気で──いや。そこだけは、あの馬鹿と同じことするわけにゃあいかねえな。

　生きて、助けてやらねえと、な。

「笹宮先輩、でも、その方法だと──」

『ああ、織倉に余計な傷をつけることになっちまうだろうな』

「……だが、確実に止めるには、そうするしかないんだろう？　この際、仕方が──」

「──話は、聞いてたぜ」

　ポケットから煙草を取り出す。

　咥くわえて、火を灯ともす。

　ズタボロの体に鞭むち打うって、立ち上がって、肺一いつ杯ぱいに煙けむりを吸い込む。

　……あぁ、畜ちく生しよう。

　こんな時に限って、煙草のなんとうまいこと！

　目を丸くする一同。俺は紫し煙えんを星空へと吐はき出して──笑って、宣言する。

「その役目……俺が、請うけ負おった」

　　　　◆◆◆

　──さて。

　空中に張った結界に立ち、俺は思考に一段落つける。

　口原たちに作戦は伝えたが──一応、あいつらの近くまで行って様子を見ておくか。

　セカハンもだいぶ潰つぶしたし、他のには俺が手を出すまでもないだろう。

　と、思っていたその時──ふと、空を見上げる。

「……っ!?」

　雲一つない空に、緩ゆるやかにかかっていく濁にごったオーロラ。

　そしてそれは渦うずを巻くように収束して、やがて球体になり、その肥大化が止まらない。

　見ていると、通信機の呼び出し音が響ひびく。球体──セカンドハーフが今まさに出現している、その光景から目を離さないまま通信に応じる。

『さ──笹宮室長！　直径一キロオーバーの巨きよ大だいセカンドハーフが、その近辺に！』

「ええ、今まさに出現してるのを見てるとこです」

　──返事をしながら、俺は少しだけ考えて。

「俺は、今からアレを潰しに向かいます」

『え──落下中のセカンドハーフにですか？』

「ええ。入れるかどうかは分かりませんけどね。念のため、他の特級──『覇は者しや』や『魔ま女じよ』、動いてくれるかは分かんないけど『悪あく喰じき』にも連絡を入れておいてもらっていいですか？　それじゃ、向かいます」

　通信を切る。結界剣けんと斬ざん裂れつ剣を手に取り、足場の結界を蹴けって上空へと向かう。

　セカハンの落下を待たずに向かうのには、当然理由がある。

　今回は、首長竜りゆうの時みたいな混ぜもののパチモン一キロ級じゃないだろう。恐おそらくは過去に出現した一キロ級と同じ──封ふう印いんされる前の〈七式セブンス・アクター〉が出現した時と同じ、真に危険を孕はらんだ災さい厄やくの卵。

　対たい抗こうするには、七聖剣の力が必ひつ須すだ。

　が、このまま落下した場合、問題が発生する可能性が高い。

　セカハンの上にセカハンが落ちたことなんてないが、より大きいほうに吸収されると見るのが妥だ当とうだろう。それはすなわち、今地上のセカンドハーフで戦っている団員たちも、俺と同じ戦場に立ってしまうということ。

　そうなれば、大規模すぎる破は壊かい力を持つ七聖剣を振ふるうことはできない。

　相手がどんな能力を持っているのか分からないけど、敗北の危険性は確実に増す。

　俺が倒れれば、口原……じゃない、他の連中が危険に晒さらされる。それだけは、室長として許すわけにはいかない。

　アレをどうにかするのは、俺の役目だ。

　──とはいうものの。

　……なんで口原の顔が真っ先に浮うかんだんだか……。

　と思いながら、結界を張って着地。さあまた跳ちよう躍やくするかと膝ひざを曲げたところで、突とつ如じよ鳴りだす通信機。相手はなんと浮かべていた顔だった。

「どうした？　口原。なんか問題でもあったか？」

『あ、いえ、まださっきの作戦は始まってないんですけど──笹宮先せん輩ぱい、空中のセカンドハーフに向かうんですよね？』

　ああ、さっきの通信、全員に聞こえてたのか。

「ああ、そのつもりだ。悪いけど、ちょっとの間連れん絡らくがつかなくなる。作戦に何かあったら、なんとか俺が出るまで時間を稼かせいでくれ」

『りょ、了りよう解かいです。あ、えと、そうじゃなくて──』

　どうした？　と俺が訊たずね返そうとしたら、先に口原が、言う。

『あの、あたしが言うのもなんですけど──が、頑がん張ばってください！』

　俺は、目を丸くした。

　俺が人の背中を押すことがあっても、人に背中を押されることなんてなかったから。

「……そんなこと言ってくる奴、口原が初めてだよ」

　くっ、と笑いを押し殺しながら、そう返す。

『あ、す、すいません、あたしなんかが』

「いや、ありがとう、口原。ちょっとやる気出てきた──そっちも、頑張れよ」

『……っ、はっ、はい！』

　通信を切る。膝を曲げて、跳躍する。

　不思議と力が湧わいてくる、そんな感覚に身を任せ。

「支部──こちら笹宮！　上空のセカンドハーフに突とつ入にゆうする！」

『了解しました──ご武運を』

　濁ったオーロラのような外がい壁へきを、突つき破った。

　　　　◆◆◆

　戦せん況きようは、正直厳しそうだ。

　琴ことちゃんたちが作戦会議、そして準備をしている間、わたしは壱彦くんと織倉さん──否いな、鬼との戦いの方を注目していた。場合によっては壱彦くんのサポートをして、できる限り戦いを長引かせることが必要だから。

　住宅街の中で交かわされる激しい迫はく撃げき戦──一見互ご角かくにも見えるけど、押されているのは壱彦くんの方。

　──この場所が、災わざわいしてる。

　ここは三次元──いつものセカンドハーフのように、家を壊こわしても元に戻らない。

　それどころか、家の中には人がいるのだ。下手に壊せばその過程で負傷者が出かねない。

　壱彦くんもそれが分かっているからこそ、迂う闊かつに手が出せず、また迂闊に攻こう撃げきを避さけられない。今のところ民家に被ひ害がいが及およばないように、なんとか鬼おにの攻撃を捌さばいているけど、力が強くなりすぎている影えい響きようか、捌いてもダメージを完全には流せていないみたい。

　壱彦くんの動きが、徐じよ々じよに鈍にぶくなってきているのが、何よりの証しよう拠こだ。

　それ以前に、あの鬼の中には織倉さんだっている──発はつ頸けいを使えば、いや使わなくても、あの動きの隙すきをついて鬼にダメージを与あたえることはできるだろうけど、中の織倉さんまでダメージを受ける。だから、なかなか攻こう勢せいに出られない。

　このままじゃジリ貧ひんだけど、サポートするにはわたしの〈十球儀イクスフイア〉じゃ、ここは少し狭せますぎる。下手に軌き道どうを伸のばせば、民家に結界が激げき突とつするかもしれない。簡易兵装の小しよう銃じゆうは、わたしの腕うでじゃ民家にも、壱彦くんにも被害が出る。

　逆に、鬼の方は何の遠えん慮りよもなく攻撃を振るってくる。一撃一撃がコンクリートごと地面を巻き上げるほどの力で。

　じわじわと追い詰つめられ──背後には、民家。爆ばく音おんを聞きつけたのか、子供がカーテンの隙すき間まからこちらを覗のぞいているのが見えた。

「……っ！」

　それを見た壱彦くんが、覚かく悟ごを決めた顔つきで腕を構える。

　とうとう鬼の一撃が、壱彦くんを正面から捉とらえた。

　しかし同時に──壱彦くんも、鬼の腕を正面から受け止めた。

　自身の体を使って、鬼の拳こぶしの威い力りよくを殺しにかかったのだ。

「ん、んぎぃっ！」

　歯を食いしばり、頭に血管を浮かばせて、地面をじりじりと後退させられながらも、強ごう引いんすぎる力ちから技わざで鬼の一撃を受け切った。窓ガラスまで、あと数センチといったところで、その後退も止まる。

　けど──

「が、はっ！」

　鬼の腕が引かれた途と端たん、前のめりに倒たおれかける壱彦くん。膝に手をつき、倒れるのは防いだものの、肩かたで息をしているような状態。どう見てもこれ以上まともに戦えるとは思えなかった。

　──後ろに子供がいたとはいえ、あれを真正面から受け止めるなんて……腕と腹筋まで使って止めるなんて、無茶しすぎだよ、壱彦くん！

　そしてそんな隙を見み逃のがすほど、鬼は甘くも優やさしくもない。

　次の一撃を叩たたき込もうと、鬼が腕を再度振りかぶる。

「……っ！」

　わたしは鬼の脇わきを抜ぬけ、壱彦くんの側に駆かけ寄って、祈いのるように手を組んだ。

「〈十球儀イクスフイア〉！」

　自分を中心に、わたしたち二人をギリギリ覆おおえるぐらいの大きさに〈十球儀イクスフイア〉──結界を展開。

　この結界は、直径を小さくすればするほど防ぼう御ぎよ力が高くなる。これでしばらくは保つはず──と、思っていたのだけれど。

「うそっ!?」

　振り下ろされた一撃で、結界に軽くヒビが入った。

　追撃の二撃目で、ヒビがさらに大きくなる。

　そして、トドメとばかりに──

「きゃっ!?」

　いきなり首根っこを摑つかまれて、後ろに引き倒される。

　同時に、鬼の腕がわたしの結界を破壊して──空ぶった爪つめが、さっきわたしがいた場所を通りぬけていった。

「……サンキュー、新奈ちゃん。助かった」

「これ、助かったって言える状じよう況きようかなぁ……？」

　目の前には奇き妙みような威い圧あつ感を放つ鬼。結界は、たった三回の攻撃で破られた。

　……この間の首長竜にも一撃で消されちゃうし、もぉっ……。

　なんだか防御への自信、無くしちゃいそうだよ。

　──けど、それでも。

　目的は、果たしたよ。

「……まだ助かったとは言えなさそうだが──」

　息を荒あらげながら、腕を振り上げた鬼を見み据すえる。

「作戦立てるための時じ間かん稼かせぎは、できたみてぇだな」

　額に脂あぶら汗あせを滲にじませながらも、にっ、と気き丈じように壱彦くんが笑う。

　ザザッ、と、わたしたちと鬼の間に滑すべり込む影かげ。

「──やぁあああっ！」

　青みがかった黒くろ髪かみのサイドテールを揺ゆらして、琴ちゃんが鬼へとビニール傘がさを振り上げていた。

　　　　◆◆◆

　──まだ、まだ！

　鬼が振り下ろす腕に合わせるように、傘を下から振り上げる。

　接せつ触しよくするまで──まだ、まだ──ここっ！

　腕と傘が接触するその瞬しゆん間かんに、〈三弾銃アブソリユート・ロア〉を使用。

　あたしのグラフィティの効果を受けた傘が、十字を描えがくように接触した鬼の腕へとめり込んだ。

　──閉じた傘の面積で、この攻撃を弾はじききることはできないけど。

　強すぎる力で振り下ろされたということは、障害物に当たった際にはそれだけの衝しよう撃げきが返ってくるということ。〈三弾銃アブソリユート・ロア〉で弾かれたこの傘は、今は絶対止まらない。

　丸めた新聞紙を鉄の棒に叩きつけた時のように、振り下ろされた鬼の腕はひしゃげて、へし折れた。

　そのまま傘を振り抜いて、力の抜けた腕を弾く。

　警けい戒かいしたのか、鬼が数歩、あたしたちから遠ざかる。

　あたしもそれを追って、とある家の庭から離はなれた。路地で、真正面から、倍近い体長の鬼と向かい合う。

「……ふ、ぅ……」

　家の近くから離すこと、それに最初の一撃を防ぐことまではうまくいった、と安あん堵どするけど、まだまだ気は抜けない。

　作戦は、まだ始まってもいないんだから。

　籠目先輩の教えを思いだし、傘を杖つえに見立てて、構える。

「は、は……っ。すげえじゃん、口原。助かった」

　新奈に肩を貸かしてもらって移動してきた壱彦先輩が言う。

「い、いえ……壱彦先輩は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「なんとか……と言いたいとこだが、体ん中がちょっとやられたかもしれね、げぼっ」

「ちょ、壱彦くん、血が……っ！」

　言葉の途と中ちゆうで、何かを吐はき出したような声。どうやら壱彦先輩、吐と血けつしたらしい。

「ごふっ……気にすんなよ、新奈ちゃん……口原もな」

　一瞬気を取られそうになったけど、視線を逸そらさずに鬼を見据える。

　……多分、いま目を離していたら、襲おそわれていた。そしたら、きっと対応できなかった。

　絶対に、それだけは避けなくちゃいけない。

　あたしが倒れたら、作戦自体が潰つぶれちゃうんだから。

「壱彦先せん輩ぱい、負傷しているところ悪いんですけど、サポートをお願いしていいですか？」

「任せろ。体は動かんが〈四頸〉は使える。あいつの動きは、見逃さねえ。そういや、雪子さんは？」

「グラフの姿が見えないから、白しろ本ほんとペンだけスタンバイしてるよ、壱彦くん」

「なるほどな……うし、口原。じゃあ、悪いけど、鬼の相手は頼たのんだぜ」

「──はい、いきます！」

　あたしは傘を構えて、足を鬼へと踏ふみ出す。

　重量感のある足を鬼が振ふり上げる。左ひだり脚あしでの蹴けり──

「口原、右の回し蹴りだ！」

　壱彦先輩の指示に、構えかけた傘を引く。左脚がそのまま地面を踏み。その場で旋せん回かいした鬼の右脚があたしの右側から襲ってくる。

　風を強引に突き破るような、背筋も凍こおる回し蹴り。

　だけど──首長竜りゆうの熱波に比べたら！

「全然、ましっ！」

　傘を地面に水平に、Ｊ字の持ち手が鬼の踵かかとにぶつかるように、傘を振り抜く。

　衝しよう突とつする、その瞬間に──

「こ、こ──だぁっ！」

　〈三弾銃アブソリユート・ロア〉を発動。弾かれた傘の持ち手が鬼の踵にめり込んだ。

　踵が動きを遮さえぎられても、それ以外の部分は止まらない──激しい勢いで膝ひざが逆の方向にひしゃげ折れ、腕同様に使い物にならなくなる。

　右みぎ腕うでと右脚を潰された鬼が、様子を見るように動きを止める。

　そして、その隙をついて飛来する金色の小鳥。

　籠目先輩の〈禁糸雀カナリエル〉だ。

　右の手首と足首に、それぞれ金色の糸を巻き付けて逃にげていく。体が黒いから、すごく分かりやすかった。

　──もちろん、あの鬼に能力を封ふうじる〈禁糸雀カナリエル〉の糸を巻き付けても意味がないことは分かっている。

　けどあの糸は、封じるためのものじゃない。

　次に左手にも糸を巻こうとしたカナリアが、鬱うつ陶とうしいと言わんばかりに鬼に潰された。

「チッ……やっぱり、ただ巻こうとしても駄だ目めらしいね」

　少し離れた場所で、舌打ち混じりに籠目先輩が呟つぶやく。

「じゃあ、今から鬼を動かします。隙をついて糸を巻き付けてください！」

「了りよう解かいだ！」

　正直言って泣きそうだけど、あたしはぐっとこらえて傘を握にぎる。

　今この場で、鬼おにと正面からぶつかりあえるのはあたしだけなんだ。

　泣き言言って時間を無む駄だにしてる場合でも、泣いて視界を曇くもらせてる場合でもない！

「──行きますっ！」

　覚悟を決めて、傘を構えて。

　あたしは鬼を、退治しに行く。

　　　　◆◆◆

　──視界いっぱいに広がる、濁にごったオーロラ。

　どうやら落下途中のセカンドハーフにも、入ることはできるらしい。が、景色のコピーが終わってない影えい響きようか、足場がないので即そく座ざに結界を張り、そこに立つ。

「……本当にただの球体だな、これだけ見てると」

　二振ふりの剣けんを構えて、そう呟く──直後。

　濁ったオーロラの中、何かがぎらぎらと輝かがやきだす。あれは楕だ円えん──？　まさか、『窓』か！

「……お出ましってか」

　目を細め、狭せまくなった視界の中、それは──グラフは、楕円の中から姿を現した。

　人に酷こく似じした──そして、人ではあり得ないシルエット。

　俺の身長の十倍はあろうかという巨きよ大だいさに、石せつ膏こう像のような灰色の体表。針金に無理やり岩を付けたような、ギシギシと音の鳴る巨大な翼つばさ。へし折られている腕と脚。ところどころ色と厚みの薄うすい体。

　そして真っ二つにされてしまったかのように存在しない、右半身。

　──アァァアァァ──アァァァ──ァァアアアアアアァァアア──

　嘆なげきに泣き叫さけぶ人をそのまま固めたような、悲痛と苦く悶もんをごちゃごちゃに混ぜたような表情──半開きの口からは、聞いているだけで鬱うつになりそうな声が垂れ流しになっている。

　……なるほど、一キロ級に単体で出てくるだけのことはある──なかなかどうして、不気味な威圧感を放ってくるじゃねーか。

　幸い、垂れ流しの声は精神攻こう撃げきの類たぐいじゃないらしい。

　が、気が滅め入いるのは確かだし、気を滅入らせてる場合でもない──足場の結界を蹴り、宙へと跳とぶ。そして俺は即座に、そいつに斬ざん裂れつ剣──直刀を突つき付ける。

「時間がないんだ──悪いが、さっさとケリをつけさせてもらうぞ」

　突きつけた直刀の周囲を、五本の剣が旋回し、さっき石膏像が出現した時と似たような、眩まばゆい光が剣から発せられた。

　光が消え、俺の手にあるのは、刀身に北ほく斗と七しち星せいを模した点が打たれた銀色の剣。

　〈七式セブンス・アクター〉第七式ななしき、七聖剣。

　七聖剣には飛行能力もある──足場を作る必要も、もうない。

　眼下の石膏像を見下ろし、七聖剣を大上段に構える。

　かつて町を丸々一つ吹ふっ飛とばしたその剣を、俺は迷うことなく、振り下ろした。

　剣から放たれた、全すべてを斬きり裂さき塵ちりにする銀色の光が、石膏像を吞のみ込む。

　──かのように、思えた。

「っ!?」

　だが、俺は驚きよう愕がくに息を吞む。

　──アァアッ、アッ、アァァアッアァァアアァアアァァァァッ!!──

　一ひと際きわ強く石膏像の悲鳴が響ひびき渡わたると同時に、奴やつの折れた左腕に異変が起こる。

　小刻みに石膏の体を震ふるわせながら、ずずずずず、と生えてきたのは、生身の腕。

　だが驚おどろくべき点はそこじゃない。そこに握られていたのは──

「七、聖剣？」

　銀色の刀身に、北斗七星を模した点が打たれた両もろ刃はの剣つるぎ。見み間ま違ちがえようはずもない、あれは紛まぎれもなく──

　考える間も与あたえてくれず、俺が放った銀の光を薙なぎ払はらうように、奴はその生やした左手を、振るった。

「──おいおいまさか！」

　俺は振り切った七聖剣を構えなおす。

　石膏像が振るった七聖剣から扇おうぎ状じように、濁ったオーロラ混じりの銀の光が放たれる。

　その威い力りよくは。

　信じられないことに、俺が放った攻撃を上回るほどのもので。

　──そして俺の視界は、銀色に染まった。

　　　　◆◆◆

　──鬼の動きが、鈍にぶった。

　口原と相対する鬼の動きを見て、私はそう確信する──どうやら多少は学習しているらしい、ただ全力で攻撃をしても反対に潰されるだけだ、と。

　こちらにとっては好都合だけれど。

「巻きつけろ！」

　隙すきを窺うかがい、旋回していた一羽の〈禁糸雀カナリエル〉に指示を出す。反動で潰せない程度での速度になった攻撃を、口原は真正面から受け止めずに、進行方向の斜ななめ下から傘かさを差し込んで、グラフィティを使い鬼の攻撃を流している。よしよし、まだ若じやつ干かん慣れてない感は出てるが、基本に忠実に動いているな。

　そして流された左腕は、〈禁糸雀カナリエル〉にとって格好の餌え食じきだ。初速よりもさらに速度の緩ゆるんだ左手首へと糸を巻き付ける。

　──順調に進んでいるように見えなくもないが、正直、私は少し焦あせっていた。

　香の〈擬心暗鬼グラジエーター〉には、さっきのサイボーグもどきほどではないが、ある程度の再生能力がある。最初にへし折れた右腕も、徐じよ々じよにではあるが少しずつ修復されている。

　両手を使われると、さすがに口原が捌さばききるのは厳しいかもしれない──いや、そんなことを考えている場合じゃない。余計な心配は、口原に失礼だろう。

　左手の攻撃をいなし、口原が迂う回かいするように鬼の背後を取る。

　それに追つい随ずいし、鬼も体の向きを百八十度旋回させ──

「──今だ！」

　その隙を、私は見み逃のがさない。

　片足が潰れた状態で体を反転させようとすれば、軸じくになっている左脚は動かせるはずもない。一羽の〈禁糸雀カナリエル〉が鬼の股また下したを通り、左脚の周囲を旋回して離はなれる。

　鬼の左足首に、煌きらめく糸を巻き付けた。

　両手両足首に糸を巻き付けた──第一段階は、完かん了りようだ！

　私は作戦を次へ進めるべく、次の役者へバトンを渡す。

「基羽さん、お願いします！」

　　　　◆◆◆

　手首の通信機越ごしに頼まれて、俺の出番が来たと知る。

「了解っ、と……不可視の魔弾インビジブル・バレツトならぬ消える魔ま球きゆうの力を見せてやるぜ」

　地面に転がっていた、巻き上げられた手ごろなコンクリート片へんを手に取る。

　肺一いつ杯ぱいに煙けむりを吸い込み、吐はき出して──身を隠かくしていた家の陰かげから身を晒さらす。

　鬼の死角から、俺はボロボロなりに全力で。

「ピッチャー第一球──投げましっ、たぁーっ！」

　鬼へと向かって、投げつけた。

　空中で姿を消したコンクリート片は、しかし、ゴッ！　という音と、鬼の後頭部が揺ゆれたことでぶつかったと確信する。

　鬼が、ゆっくりとこっちを向く。

　どうやら、大したダメージはなさそうだな──まあ、正直言って。

　別にダメージを与えるために投げつけたわけじゃないから、どうでもいいんだが。

「丸まる裸はだかにしてやるよ」

　次の瞬しゆん間かん、鬼の姿が消えた。

　正確には、織倉を覆おおっている鬼だけが、その姿を消したのだ。

　今、鬼がいた場所にいるのは、宙で目を瞑つぶっている織倉と、その手に嚙かみついている角トカゲのみ。

　俺の仕事は、ここまでだ。痛む体が倒たおれそうになるのを堪こらえ、精せい一いつ杯ぱいの声で叫ぶ。

「あとは任せたぜ──お二人さんよ！」

　　　　◆◆◆

　──最初に笹宮先せん輩ぱいが言った作戦は、『〈禁糸雀カナリエル〉の糸を、〈三弾銃アブソリユート・ロア〉を使って角トカゲに届かせる』というものだった。

　でも、角トカゲは小型な上に、〈擬心暗鬼グラジエーター〉に吞まれていてどのあたりにいるのか分からない。その状じよう況きようで無む闇やみに糸を弾はじいても、『必ず三センチ弾く』というあたしのグラフィティの性質上、場合によっては織倉先輩を傷つけることになるかもしれない。

　もちろん、最悪の場合、織倉先輩に糸を届かせることで〈擬心暗鬼グラジエーター〉の使用自体を封じることになったと思う。籠目先輩は仕方がないと言っていたし、仮にそれを実行したとしても、多分、織倉先輩も文句は言わなかったと思う。

　あとは、あたしの覚かく悟ご次し第だい──ほんのわずかな傷とはいえ、味方を傷つけることで事態を収束させる覚悟があるかどうか。

　──結局、その覚悟を決める事態にはならなかったのだけれど。

『その役目……俺が、請うけ負おった。……俺のグラフィティなら、角トカゲの居場所を割ることが、できる』

　基羽さんが、そう言ってくれたおかげで。

　──基羽さんのグラフィティ〈海月龍インビジブル〉は、基羽さんが触ふれた物を三十秒間透とう明めいにすることができる。

　そして、基羽さんが触れたものに触れたものをも透明にすることができるらしく、その能力によって織倉さんを捉とらえている鬼の姿を透明にしたのだ。

　これで織倉先輩の居場所、そしてその手に嚙みついているグラフの居場所も分かった！　あそこにしっかり嚙みついている以上、グラフの場所が動くことはないよね──

　そう思っていた時、宙に浮うかぶ織倉先輩の体が、あたしの方へと接近してくる。

　──鬼が、動いた！

　当然、グラフの姿を透明にしたことは、こちらにとってデメリットでもある。

　透明化の効果が続く三十秒の間は、織倉先輩の姿で鬼おにの大体の位置は分かっても、その腕や足の動きは読めない。攻撃をされれば、防ぐ方向もタイミングも分からない。

　──けど。

「口原、鬼が左手を振ふり上げてるぞ！」

　倒れ伏ふしてなお頼たよりになるリーダーの情報援えん護ご。壱彦先輩が、〈四頸〉で見えない鬼の動きを視みてくれている。

　それに加えてもう一つ。この時のための、第一段階。

　鬼の両手首・足首に巻かれた金色の糸が、攻撃の軌き道どうを教えてくれる！

　振り上げているであろう左手のあたりできらりと光った糸の動きを見て、即そく座ざに傘を広げて右側へ。糸が手首に巻かれていることを考えて、いつもより少し早めのタイミングで、

「〈三弾銃アブソリユート・ロア〉！」

　傘へ向かってグラフィティを使用。三センチ弾かれている間だけ、絶対の防ぼう壁へきとなったビニール傘がさが、激しい音と共に見えない鬼の攻撃を防いだ。防いだ後で、ぞわっと全身の毛が逆立つほどの恐きよう怖ふを覚えた。もし防げていなかったら──いや、違う。それは、今考えることじゃ、ない！

「──籠目！　鬼が仰のけ反ぞった！」

「了りよう解かいっ！」

　壱彦先輩の言葉、その直後にあたしの脇わきをすり抜ぬけて、一羽のカナリアが金色の軌き跡せきを描えがいて、目を瞑っている織倉先輩の周囲を旋せん回かい。一本の糸を巻き付けて、すぐに籠目先輩の方へと戻もどっていく。

　鬼の胴どうに巻き付けられた金色の糸──その直線上には、織倉先輩の手に嚙みついて離そうとしない角トカゲ形のグラフの姿が。

　──作戦の第三段階も、完了！

「口原、あとは頼たのむ！」

　仕事を終えた籠目先輩が、あたしへそんな声をかけた。

「了解、です！」

　あとは、あの糸を〈三弾銃アブソリユート・ロア〉でグラフに到とう達たつするまで弾くだけ──

「──口原、下がれ！　鬼が両腕でお前を挟はさもうとしてるぞ！」

「なっ!?」

　右みぎ腕うでは潰つぶれていたはずなのに!?

　想定外の事態に混乱するも、言葉通りに右と左で動く金色の糸を見て、慌あわてて体を投げ出すように後ろへ跳とぶ。すると前方からバチンッ！　と柏かしわ手でを打つ音が。

　地面を転がり、巻き上げられた泥どろや雪で制服を汚よごしながらも、すぐに体勢を立て直す。見えない攻こう撃げきを回かい避ひしたことに、ひとまず安あん堵どした。

「すまない、言ってなかった！　〈擬心暗鬼グラジエーター〉には、速度は緩いが再生能力もあるんだ！」

　籠目先輩の言葉に、なるほど、とあたしは納なつ得とくした。それで潰れていたはずの右腕で攻撃をしてきたんだね……。

　その時ちょうど基羽さんのグラフィティの効力が切れたらしく、鬼の姿が再び現れた。

　──このまま距きよ離りを置いて、少しだけ様子を見たいところだけど。あの腹部の糸を払われたら、正直この後の展開はちょっと厳しいと思う。

　だったら──糸を払わせる余よ裕ゆうを与えるわけにはいかない。

　行くしか、ない！

　傘を畳たたんで、あたしは走り出した。

　　　　◆◆◆

「──琴ちゃん、無茶だよ!?」

　単身、鬼へと走り出した口原を見て、俺の隣となりで新奈ちゃんが絶ぜつ叫きようする。

「ったく、普ふ段だんからは考えられないぐらい無茶するな……！　基羽さん、聞こえるか！　消える魔球くれ、今すぐに！」

『ノリで言ったんだから魔球言うなや！　ほらよ！』

　ごとり、と近くに落ちた何かを拾い上げるべく、俺は力を振り絞しぼる。

　まったく──手の焼けるチームメイトだぜ！　……なんか違う気が……まあいいか！

　　　　◆◆◆

　──私の役目は、グラフの直線上に糸を巻き付けた段階で終しゆう了りようした。

　しかし、チームメイトを救うため、私にできることは──本当に、これ以上ないのか？

　さほど接点もなかったはずの私の親友、香を救いだそうと死地へ赴おもむき、鬼と鎬しのぎを削けずりだした口原を見て、私は、そう疑問に思った。

　確かに、使用者である香と、グラフィティを暴走させているグラフが覆われているため、〈禁糸雀カナリエル〉で鬼を封ふうじることはできないが。

　私にできることは、グラフの能力を封じることだけでは、ないはずだ。

　──賭かけにはなるが。

　口原がグラフィティを使うための隙を生むことぐらいは、できるかもしれない。

　私は覚悟を決めて、肩かたに止まるカナリアの脚を押さえた。

　　　　◆◆◆

　──無茶だよ、とは言ったものの。

　織倉さんを救うには、あの場面だと誰だれかが突つっ込こむしかなかったってことだよね……相手がグラフとはいえ、同じ作戦が何度も通じると思うのは甘い。あの糸を払はらわれないためにも、意識をこっちへ向けさせる必要があったんだ。なおかつ、隙すきがあれば琴ちゃんは、糸を弾いていくつもりでもあると思う。

　琴ちゃんが、覚悟を決めて真っ向から挑いどんだのならば。

　チームメイトであるわたしは、全力でそれをサポートする。

　タイミングを間ま違ちがえないように、わたしは指を組んで、その瞬間を静かに待つ。

　　　　◆◆◆

「く、ぅ……っ！」

　右腕も八割方復活した鬼が、左、右と拳こぶしを放ってくる。それを畳んだ傘かさで弾き、流すけど、合間を縫ぬって狙ねらってくる左ひだり脚あしの蹴けりへの対応が間に合わずに、あたしは一いつ旦たん転がって攻撃を避さける。体勢を立て直す間もなく襲おそいくる掌てのひら。うつ伏ぶせ状態だった体を鬼の方へと捻ひねりながら傘を振り、鬼の腕に当てて〈三弾銃アブソリユート・ロア〉発動。なんとか攻撃を流して、鬼が体勢を崩くずしている間にあたしは体勢を立て直す。でも糸を弾く前に、左の裏拳が迫せまるのを、体を伏せて躱かわした。背中のほんの少し上を、鬼の腕が空気を押しのけて通過していく。

　──三メートル圏けん内ないには入ったけど、攻撃されると糸を弾く暇ひまがない……っ！

　不幸中の幸いというべきか、そのおかげで胴どう体たいの糸はまだ払われていないけど──このままだと、正直厳しい。両腕に片足でも手て一いつ杯ぱいなのに、右脚も復活したら多分、あたしには攻撃を捌さばききれない。

　多少無理にでも、糸を弾いてこの局面を突とつ破ぱしようか。そう思った瞬間、

「口原！　今から一瞬だけ、奴やつの目を眩ます！」

「えっ!?」

　走ってきたのは、なんと籠目先輩。肩に止まったカナリアの脚を右手の指で押さえたままこちらへ来て、彼女は左手を振り上げて、叫さけんだ。

「〈禁糸雀カナリエル〉！」

　瞬間、無数の鳥の羽ばたきと共に、金色の羽が視界を覆い尽つくした。

　なにこれ、百羽近くいるんじゃない!?　まさか、これが全部〈禁糸雀カナリエル〉!?　でもこんなに出したら、制せい御ぎよができないんじゃ──いや、そっか！

　一瞬目を眩ますだけなら、制御の必要なんてないんだ！　ただひたすら数を出して、勝手に動いてくれるだけで目め隠かくしとしては十分機能する！

　そして肩の上で押さえつけられた、飛び立とうとしているカナリアは、あの胴体の糸を巻いたカナリアなのかな。糸を巻いたカナリアが消えるとその糸も消えるから、万が一にも胴体に糸を巻いたカナリアが消されないための行動。

　空振る鬼の攻撃を避け、横から回り込み──

「〈三弾銃アブソリユート・ロア〉！」

　──ようやく、胴体の糸へとあたしのグラフィティが届いた。

「──やったか!?」

　すぐに離はなれた籠目先せん輩ぱいの言葉に、しかしあたしは、

「ダメです！　まだ、届いてないみたい！」

　と返す。

　グラフに糸が届いたのなら、既すでに鬼は消えているはず。今消えていないということは、まだ糸が届いていないということ。一発で三センチしか弾はじけないから、この展開はある程度予想してたんだけど──！

　すでに呼び出された〈禁糸雀カナリエル〉は思い思いに飛び立っていて、鬼にあたしの姿を捕ほ捉そくされる。糸へ向けて二発目を放つ前に、鬼の攻撃が再度あたしを襲──

「『一発ぐらいは、俺もお返しさせてもらうぞっ！』」

　──うかと思ったけど、鬼の頭が狙そ撃げきでもされたかのように弾かれ、体が仰け反る。あたしを狙った攻撃も、その影えい響きようで明後日あさつての方向へと逸それた。

　ブレスレットと虚こ空くうから、同時に響ひびいたその声は。

「壱彦先輩!?　見えませんけど──まさか、透とう明めいに!?」

「そういうこった！　だが口原、驚おどろいてる場合じゃねえだろう!?　左手は、俺が押さえる！」

　追つい撃げきの音がして鬼がバランスを崩し、地面に鬼の背中がつくと同時に、バキィッ！　とコンクリートの砕くだける音。鬼の左腕を、どうやら壱彦先輩が踏ふみ抜いたらしい。

　あたしは、すぐに糸を狙おうと思ったけど予定変へん更こう──右腕を動かそうとしていたので、腰こしに下げた簡易兵装の剣けんを抜き、右みぎ肘ひじのあたりへと突き刺さした。……持ってて、よかった！

　細い割に丈じよう夫ぶな剣は鬼の腕を貫つらぬき通して、さらにあたしは剣へ向かって〈三弾銃アブソリユート・ロア〉を連続使用──地面へ向かって三センチずつ進む絶対の杭くいと化した剣が、鬼の右腕を地面へ縫い付ける。

　なおも暴れる鬼の左脚が、右腕と脇わき腹ばらの間に立つあたしへ向かって振られる。それに広げた傘を向けて防ぼう御ぎよしようとしたら──

『琴ちゃん、防御はわたしに任せて！』

　弧こを描いて飛来し、あたしを覆おおうように膨ぼう張ちようした半はん透とう明めいの球体結界──新奈の〈十球儀イクスフイア〉が、表面にヒビを入れながらも鬼おにの蹴しゆう撃げきを弾いた。

「ありがと──新奈！」

　短く新奈へお礼を言い、胴体へわずかに食い込んだ糸へ、掌を向ける。

「これで──」

　糸へ向かって〈三弾銃アブソリユート・ロア〉を使用、糸が三センチ前進する。

　二発目の蹴りが、結界のヒビをさらに広げた。

「──終わり、だぁあっ！」

　三回目の〈三弾銃アブソリユート・ロア〉。

　剣を強ごう引いんに引き抜いた右腕と、左脚の攻撃が新奈の結界を砕いたその瞬しゆん間かん──鬼の動きが、止まった。

　そして、痙けい攣れんするようにぶるぶると震ふるえて。

　とうとう鬼が、溶とけるように──消しよう滅めつ、した。

「……ふ、ぅ～～っ」

　なんだか、どっと気が抜ける。思わず長くため息をついた。

　鬼が溶けて消えた後。壱彦先輩の透明化も解けて。

　そこに残されたのは、すぅ、すぅ、と小さく息を立てる織倉先輩と──頭に金色の糸を食い込ませた、角トカゲだけだった。

　　　　◆◆◆

　石せつ膏こう像の攻撃の威い力りよくが俺の放った攻撃を上回っていると悟さとった瞬間、俺は即そく座ざに下から七聖剣を切り上げた。

　そして放ったのは、掛かけ値なしに全力の一いち撃げき。

　町三つを軽く滅ほろぼしかねない銀の滅光が、オーロラ混じりの光と激げき突とつ──斬ざん撃げきと爆ばく音おんを混ぜたような音が響いた後、俺と石膏像との間で、光同士が相そう殺さいした。

「……ははぁ、厄やつ介かいな力持ってやがる」

　俺が放った初撃は、以前首長竜りゆうに使ったのと同様──つまり、七割ほどの力。

　しかし奴が放った光の斬撃は、その初撃を容易たやすく上回った。返す刀で俺が放った全力──十割の力で、ようやく相殺できた。

　つまり、奴の能力は──

「強化コピーだな」

　一対一なら、まず勝てないであろうその能力。俺みたいな力押しタイプには天敵っつってもいいぐらいの不利な相手。

　なにせ、力って唯ゆい一いつの利点を問答無用で上回ってくる敵だ。

　残光も落ち着いた、薄うす暗ぐらい視界の中──石膏像が、左手を再び振ふりかぶる。

　奴の次の攻こう撃げきは、俺には防ぎようがない。なぜならさっき全力の攻撃を見せてしまったから──次に放たれる攻撃は、俺の全力を上回ってくるだろう。

「けどダメだ──それじゃあ足りない」

　俺は居合切りでもするかのように、右手で七聖剣を構え、左手は刀身の腹に添そえる。

　七聖剣の刀身が、淡あわい銀の光を纏まとう。

　──アアァァァァァアアァッァァァァァアァアアッ!!──

　俺が見下ろす先、嘆なげき続ける石膏像が、上空の俺へ向かって左手を──まがい物の七聖剣を、振り抜ぬいた。

　途と端たん、さっきの倍はあるんじゃないかという、ぎらぎらとした光の奔ほん流りゆうが──濁にごった極光の奔流が、俺を吞のみ込もうと迫る。

　斬撃にして滅びの光。本家を上回る、町どころか県一つが滅びかねない究極の攻撃。

　だけど、それでも。

「足りないな」
















　迫る光へ、俺は七聖剣を、横よこ薙なぎに一いつ閃せん。

　光の収束した剣けん先さきから放たれたのは、僅わずか一条の銀色だった。

　怒ど濤とうの津つ波なみに対して、水みず鉄でつ砲ぽうを放ったようなものだ──あるいは、この光景を見ている人物がいれば、終わった、と思ったかもしれない。あるいは、諦あきらめの境地に達して辞世の句でも詠よみ始めるかもしれない。

　しかし。

「俺の勝ちだ」

　確信の笑えみを浮うかべて、俺は呟つぶやく。

　極光に、銀色の光が触ふれた、その瞬間。

　油の膜まくに、超ちよう強力な洗せん剤ざいの滴しずくを垂らしたように──パッ、と極光に巨きよ大だいな穴が空いた。

　──大たい概がい力押しでどうにでもなるからお披ひ露ろ目めする機会がなかっただけで、七聖剣……というか、〈七式セブンス・アクター〉の応用法ぐらい俺も考えている。

　とはいっても、これは使い方の応用の、基本中の基本だ。

　ただ力を放出するんじゃない──一点に力を集中する、っていう漫まん画がでもラノベでも使い古されたこのやり方だ。七聖剣に適用できないはずがない。

　そして、適用した結果がこれ──穴の空いた極光は、俺の周囲を通り過ぎていく。

　対照的に、トンネルを作った俺の銀光は勢いを衰おとろえさせずに、石膏像へ向かって突き進む。その異常な光景を見てか、石膏像がギシギシと翼つばさを動かして離れようとするも──時すでに遅おそし。

　ほんのちょっと、翼の先に光が触れた。

　それだけで、翼と、その付け根である背中も半分が消し飛んだ。

　別にあの翼で浮いていたわけではないだろうが──石膏像が体勢を崩くずす。それを見て俺は七聖剣を解除。

　ダメージを受けた石膏像は、焦あせったように再度左腕を振る。視界を塗ぬりつぶすほどの極光は、しかし、誰だれもいない場所を通過する。

「──残念だったな」

　石膏像の背後で、俺はそう言った。

　七聖剣を解除した今、手に持っているのはフランベルジュ──転身剣。斬きることでマーキングを施ほどこし、どんなに距きよ離りがあってもその場所の近くへ瞬間移動する能力を持つ。

　さっき七聖剣でダメージを受けた石膏像も、その対象だ。

　俺の手の中で、光と共に再度六の剣が集結する。

　頑がん張ばってください、という口原の声をふと思い出し、口の端はしをわずかに吊つり上げる。

「弟で子しが外で待ってんだ」

　石膏像が動きを見せる前に、銀色の剣で縦に一閃、返す刀で横に一閃。転身剣をコピーする隙すきも与あたえない。




「──悪いけど、お前と遊んでる暇ひまはない」




　剣の軌き跡せきを辿たどって膨張した、二条の銀光が交差する。

　セカハンを貫くような、十字の交こう叉さ点てんに囚とらわれた石膏像は、欠片かけらも残らず消し飛んだ。

　窓に吞まれるのを見るまでもない。

　俺は急いで、外へと向かう。

　このセカハンが落下するのは防げたが、まだ終わりじゃない。

　──口原たち、無事でいてくれよ……っ！

　　　　◆◆◆

「──香っ！」

　私は、地面に横たわったままの香を抱かかえ上げた。幸い、呼吸はしているし脈も正常、どうやら今はただ寝ねているだけのようだ。

　他に怪け我がなどがないことを確かく認にんして、ほっとした。

「……よくもまあ、私の親友を好き勝手に弄もてあそんでくれたよね」

　そして、私は今もなお目を瞑つぶり続けている香の手から、〈禁糸雀カナリエル〉の糸を頭にめり込ませたトカゲを引きはがす。じたばたと暴れるそぶりを見せたが、唯一の能力である乗っ取り能力を封ふうじられた今、こいつはただのトカゲにすぎない。

　……そうだな、せっかくだ。

　長年の恨うらみ、このグラフで晴らしちゃおうか。

　私は手に握にぎったそのグラフを、叩たたきつけるように地面へと垂直に投げ捨てる。びたん、という効果音が相応ふさわしく、干からびたカエルのように仰あお向むけに転がるグラフ目がけて。

　躊ちゆう躇ちよなく、私は足を、振り下ろした。

　一瞬、ぐちゃりと潰つぶれた感かん触しよく。……なんだ、皆みな。そんな目で見ることないだろう。

　ただまあ、こんな形であれグラフを潰して──少しだけ、すっきりした、かな？

　直後にセカンドハーフが、私たちを中心に発生した。

　その後、出番─っ！　とばかりにトテトテとやってきた朝森雪子という小さな封ふう印いん班が、私の足元で瀕ひん死し状態になっているトカゲを白本にスケッチし始める。

　私はそれの完成を待たずに、まだ目を覚まさない香を揺ゆすってみた。

「香……香？」

「ん……んへへぇ」

　なぜか頰ほおをだらしなく緩ゆるめて、香は実に幸せそうだった。……あの状じよう況きようで一体どんな夢を見ていたんだか……。

　少し呆あきれていると、香は最後に、こう言った。

「純ちゃぁん……末永く、よろしくぅ……」

　それを聞いた私は、思わず噴ふき出してしまい。

「ああ、こちらこそよろしく、香」

　香の耳元で小さく呟くと、にへら、と寝ね顔がおを緩めていた。

　それから程ほどなくして、グラフの封印が、完かん了りようした。

　　　　◆◆◆

　上空のセカハンから脱だつ出しゆつし、通信機で口原に連れん絡らくを取ろうと試みるも、通じない。

　セカンドハーフの中にいる──はずだ。そうじゃなければ、通信機が壊こわれるほど口原がダメージを受けてしまっているか……背筋が寒くなるような想像をした直後、視界の中にあった、地上に落ちているセカンドハーフが消滅する。

　もしかしたら、とすぐに連絡を入れる──程なくして、応答があった。

『さ、笹宮先せん輩ぱい？』

「よかった、無事だったか？」

『は、はい、なんとか……例の実体化したグラフも、封印できましたよ』

「……そっか、うん、よくやったな。さすが俺の一番弟子」

　──なんでだろうな、口原の声を聞いてこんなほっとしてんのも。

　前なら、すげえ！　って言って喜んでたはずなんだけどな……。

『あ、でも壱彦先輩と基羽さんが結構負傷しちゃってて……』

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。すぐに救護班を……っていうか救急車を呼ぼう」

　支部へ連絡を入れ、すぐに救急車を手配してもらう。

　怪我人が出たのは残念だが、今回は、下手すれば本当に誰かが死んでたかもしれないからな……死人が出なくてよかったよ、本当に。

　そう思っていると、口原から再度連絡が入る。

『あっ、あの、笹宮先輩』

「どうした？　あ、もしかしてお前も怪我したか？」

『そ、そうじゃなくて──笹宮先輩は大丈夫ですか？』

「は？」

『い、いえ、一キロ級のセカンドハーフに一人で向かって……怪我とか、してないかなって思って』

「……家族以外でそんな心配してくる奴やつ、口原が初めてだ」

『えっ』

「心配してくれてありがとな。怪我はしてないよ」

『い、いえっ、そんな！』

　口原が慌あわてて返事をする。向こう側からくすくす聞こえるのは、平上たちが笑っているからだろうか。

「……それから、もう一つ。織倉を助けてくれて、ありがとな」

『そ、それこそお礼を言われるほどのことじゃ──』

「俺には、今回、織倉を救うことはできなかったから」

　口原の言葉を待たずに、俺はそう告げる。

　俺の〈七式セブンス・アクター〉は強すぎる。それは悪いことじゃないし、そのおかげで今までいろんな奴を助けることができたのも、一キロ級のグラフに単独で対たい抗こうできたのも、事実だ。

　しかし、強すぎる力では救えないものも、確かに存在するわけで。今回のように、人ひと質じちを取られた場合なんかはその最たるものと言ってもいいだろう。だからこそ俺は、今回はセカンドハーフを潰すこと、口原たちへ作戦を出すことに徹てつしていたのだ。

「……悪いな、変なこと言った」

『さっ、笹宮先輩！』

「うぉっ!?」

　突とつ然ぜん口原が叫さけんだのでびっくりした。

『笹宮先輩が一人で抱え込むことは、ないと思います！』

　──かけられたその言葉が、俺の心の芯しんを揺さぶった。

『そのっ、で、できないことなんてみんなありますし、向きや不向きだってあります！　けど、だからこそ、組織に所属して、チームを組んで、助け合っているんです！』

　珍めずらしく熱い口原の言葉は、俺の心を揺らし続ける。

『一番上だからって、強すぎる力を持ったからって、笹宮先輩が全部抱え込んで、気に病やむ必要なんてないはずなんです！　それに、何かの縁えんがあって同じ組織に、同じ支部に所属しているのに助け合えないなんて──そんなの、寂さびしいじゃないですか……』

　──今まで、一方的に人を助けてきただけの俺の耳には、超がつくほど痛い言葉だった。

　口原の声から、勢いが抜ぬけていく。

『だ、だから……えっと、その……さ、笹宮先輩！』

「お、おう？」

　気合を入れなおしたのか、口原がまた叫ぶ。

『どんなことでも、言ってください！　まだ、あたしは笹宮先輩に助けてもらうことの方が多いと思いますけど──微び力りよくながら、あたしだって、絶対に笹宮先輩の助けになりますから！』

　しばしの沈ちん黙もく。言い切った口原の息いき遣づかいだけが通信機からしばらく響ひびき、

『……はっ!?　あ、あ、あたしってばなんてことを……っ!?』

　どうやら、またテンションが振ふり切れていたらしい。それを知った俺は──

「くっ、くくっ、あーっはっはっはっは！」

　もう、笑った。それは盛せい大だいに。

『さ、笹宮先輩？』

「いや、なんていうかな……どんなことでもって言ってたし、じゃあ口原、今日の夜俺の部屋に来てくれ。最近夜が寂しくってね」

『にぎゃっ!?　そ、そ、それは──』

「悪い悪い、冗じよう談だんだよ、冗談。ただ──」

　俺は笑いすぎて、目め尻じりに溜たまった涙なみだを拭ぬぐう。

「──俺はもう、お前に助けられてるよ。おかげで、なんか色々軽くなった。だから口原、これからも俺のこと、助けてくれ」

『え、あ、は、はいっ！　こちらこそ、お願いします！』

　じゃあ、と口原との通信を切る。俺は頭を振って切り変えて、通信機を一いつ斉せい通達モードにする。

「全員、お疲つかれ様です。イレイザーは迎むかえの車を待って、支部へ戻もどりましょう。それから事後処理なんですけど、観測班のみんな、お願いしてもいいですか？」

『おや。珍しいことを言いますね』

　突とつ如じよ通信機から響く声に、ぎくりと身を強こわ張ばらせた。

「……やあ、中なか滝たきさん。どうして観測室にいるのかな？」

　中滝さんは通信機を持っていない。つまり、彼女は今観測室から連絡しているということだ。

『笹宮室長が必要以上の仕事をしそうでしたからね、今までの経験上。なので釘くぎを刺さしに来たつもりだったんですが──どうやら、必要なかったようですね』

　肩かたを竦すくめている映像が目に浮うかぶようだ。

『さっきの口原さんの名演説で、あなたに足りないものに気づきましたか？』

「……そう、だね。負うた子に教えられるってこういう状況かな？　……ん？」

　ちょっと待て、今中滝さんなんて言った？

　……嫌いやな予感がする。

「中滝さん……なんで俺と口原の通信内容知ってんの？」

『口原さんが操作を誤って、一斉通達モードにしていたようですね』

　ぴたり、と俺は動きを止めてしまった。なぜだろう、口原も止まっている気がする。

「……じゃあ、まさか……」

『さっきまでのお二人の青春真っただ中な会話も筒つつ抜ぬけでしたが？　口原さんの熱弁に、こちらでは泣いている方も数名いますね。もちろん笹宮室長のセクハラまがいの発言もしっかり記録に残って──』




「「ぎゃぁああぁぁああああああああああああああああああーっっっ!?」」




　俺と口原の絶ぜつ叫きようが、しんと静まり返る夜の住宅街に響き渡わたった。

　──グラフの実体化という大事件は、イレイザー数名の負傷と、道路・家の外がい壁へきの破損という被ひ害がいを出したものの、一いつ般ぱん人の負傷者は出さずに、その幕を下ろしたのだった。








終章　三センチ先の未来へ






「っつつ……あぁーあ、まさか昨日の今日で当番とか、ツイてねーぜ」

　──昨日のグラフ実体化というまさかの事態から一日と経たっていない午前九時半。

　俺たちのチームは今日、不幸にも待機当番だ。あんな事件があった後でもシフトは変わらなかったらしく、結果俺は今、エントランスで椅い子すに体を投げ出して煙草たばこをふかしてる。

　……こんな日ぐらいゆっくりしてたかったもんだが、俺は右みぎ腕うでの骨にヒビが入ったぐらいだからな。ま、このぐらいじゃ休んでられねえよな。

　包帯でぐるぐる巻きにされた、あちこち痛む体をさすりながら、ぷはぁ、と天てん井じようへ向かって煙けむりを吐はき出した。

「仕方ありませんよ。私たちだけじゃありませんし」

　円形のテーブル、俺から見て右側に座る、男子用のコートを羽織った女子、籠かご目めが言う。……なんか、少し雰ふん囲い気きが和やわらいだかもな。憑つき物が落ちたって感じがする。

「あ、でもセカンドハーフが出ても、わたしと純じゆんちゃんで戦ってきますから！」

　にっこりと笑って左側から言ってくるのは、普ふ通つうに女子してる織おり倉くら。……こっちはこっちで要注意だがな、またいつ歪ゆがむか分からんし。

　とりあえずは、まあ、大丈夫そうだが。

「いやいや、リーダーがお前らに任せっきりにしてどうするよ。やるなら俺もやるっての」

　そう言うと、二人は示し合わせたように破顔した。……なんだってんだ。

「なんだかさ、今の会話、チームみたいだったよね、香かおり」

「だね、純ちゃん！　わたしも思った！」

「みたいもなにもチームだろうが」

　……口ではそう言いつつも、まあ、二人の意見には俺も内心、同意していた。

　今まではチームを組んでたっつっても、ほぼ織倉のワンマンプレーだった。それに伴ともない俺の口数も減り、こういう会話は、そんなにした覚えがなかったからな。

「……あ、ねえ純ちゃん。時間まだ大丈夫？」

「ん、まだ少し余よ裕ゆうがある。もう少ししたら行こうかな」

「ああ、そういや笹ささ宮みやに呼び出されてるとか言ってたっけか」

　何の用事なんだかな？　まあ、それこそあんま関係のある話じゃねぇんだが。

　──俺は、ふと思いついた疑問を訊たずねることにした。

「そういやあよ、籠目」

「はい？」

「お前、なんで男装なんかしてんの？」

　以前、飛鳥あすかの奴やつに訊ねられて、そういや訊きいたことがなかったと気づいた質問。

　当然といえば当然の疑問に、籠目は──

「あー……えっと、ですね……」

　とちょっと困ったように目を逸そらした。

「そういえば、わたしもそれ聞きたいって思ってたんだ。なんで？」

「……そ、その……笑わないでほしいんだけど」

　俺たち二人にじぃーっと注目されて、普ふ段だんのちょっと凜りんとした雰囲気からは珍しく、もじもじとした様子を見せて、頰ほおをわずかに紅潮させながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「……友達が、いつも言ってたから……『お前は、男装が似合いそう』って。だから、あの子が生きてたってことを忘れないようにと思って、こんな恰かつ好こうしてるんだけど……」

「…………」

「…………」

　二人で似たような動きをして、しばらく真顔で目を合わせて。

「……くっ！」

「あ、はははっ！」

　俺たちは同時に噴ふき出した。

「わ、笑うなって言ったのに!?」

　頰をさらに赤くして籠目が叫んだ。

「う、噓うそでしょ、確かに言ってたけど、それ真に受けてたの純ちゃん!?　あははははっ！」

「わ、笑い過ぎだろう香！　友達の趣しゆ味みだぞ!?　失礼だぞ!?」

「くっくく、幼くして男装女子萌もえとか、お前の友達とやらも随ずい分ぶんと変わってんな。なるほど、そりゃ惜おしい奴を亡なくしたもんだ」

「え、円治さんまで！　酷ひどいよ二人とも！」

　なおも笑い転げる俺たちにへそを曲げたのか、

「も、もういいよ！　私は笹宮のところに行ってくる！」

　と言い残して、本部棟とうへと歩いていく。なんだかもう、そのふてくされた後ろ姿はどう見ても女子にしか見えなかった。

「あ、待ってよ純ちゃん、わたしも行くよーっ！　じゃ、円治さん、行ってきます！」

「おう、行ってこい……くっくっく」

　織倉も籠目を追っていき、一人残されたエントランスで、しかし俺はなおこみ上げる笑いを抑おさえきれない。

　籠目が男装している理由がおかしい、だけじゃない。

「はぁ……ったく、類は友を呼ぶってやつかねぇ？」

　咥くわえた煙草を吸い、指の間に挟はさんで持つ。

　煙を吐き出しながら煙草を眺ながめていると、あの馬ば鹿かとの会話が、まるで昨日のことのように鮮せん明めいに思いだされる。

『円治、二十歳はたちになったら煙草吸おうぜ！』

『はぁ？　嫌だってぇの煙草なんざ……絶対金かかるし。そもそも俺は副ふく流りゆう煙えんだって嫌きらいなんだがな』

『何言ってんだよ、煙草吸ったら大人─っ！　って感じするだろ？　なにより恰好いいし！』

『お前の間ま違ちがった恰好いい大人像に付き合う気はさらさらねぇよ……』

『円治なんかは普通にもう吸ってそうだけど？』

『お前は俺をなんだと思ってんだ……吸いてえなら勝手に吸いやがれ。俺は、絶対、吸わねえからな』

『ケチなこと言うなよ！　俺が二十歳になったら一いつ緒しよに吸おうぜ！　約束だからな！』

　──もはや耳も口もない、矢や野のの言葉を真に受けてるあたり。

　やれやれ、俺も籠目も似たもの同士、か。

　死んだあの馬鹿へ、煙草の感想を伝えるべく、俺は結局吸い始めたわけだが。

「ったく……煙草なんざロクなことねぇぜ。煙はくせぇし、マッズいし、服に臭においはつくし、吸ってるだけで嫌な顔されるし、金はかかるし、なにより、今じゃ吸ってねえと落ち着かねえ」

　トントン、と携けい帯たい灰皿に灰を落とす。

「……けどまぁ、それでも、悪くないって思うときもあるってのぁ、俺も随分毒されたってことなのかね？」

　……ま、口で言っても届かねぇだろうし、伝わらねぇだろうから。

　今度一回、墓でも参りに行ってやるか。

　死んだ矢野が吸えるのかは知らねぇが──火ぃ点つけた煙草の一本でも墓前に立ててやれば、煙ぐらいは、空の向こうにも届くだろうから。

　　　　◆◆◆

「ささみー、純ちゃんに用事って何だろうね？」

　あとをついてくる香が、そんな質問をしてくるけど──

「さぁ……私には皆かい目もく見当つかないけどね……いやまさか、鍛きたえてやった礼にと私に体を差し出せと言うつもりじゃ」

「それはないと思うけど。純ちゃんってそういうところあるよねー、意外と思い込みが激しいっていうか……」

「どういう意味だい、香」

　言っている内に、笹宮室の前へたどり着く。

　扉とびらをノックすると、

「入ってくれ」

　と返事があったので扉を開く。

　入り口正面の机──室長用の机に肘ひじをついた笹宮が、私たちの顔を見るなり破顔した。

「やっほー、ささみー」

「よう……って、織倉も来たのか？　呼んだのは籠目だけだったと思うんだけどな」

「……そういえば、なんで香もついてきたんだい？」

　私たち二人に不思議そうな目で見られて、しかし香は気にした風もなく答えた。

「その場のノリで？」

「……すまない笹宮、香に聞かせられないような話であるなら外で待機させるけど」

「いや、別にいいよ気にしなくて」

「笹宮……君、香の前で私に何をさせる気だい!?」

「いきなりどうした!?　別に何もしねえよ！」

「……そうなのか？」

「籠目は一体何をさせられるつもりで来たんだよ……」

　珍めずらしく、笹宮が呆あきれた目を私に向けていた。

　何をさせられるって、そりゃ体のあちこちまさぐられたりとか夜よる遅おそくまで笹宮の好き放題にされるとかいうある種の奴ど隷れい扱あつかいを覚かく悟ごの上で来たんだけど……。

「ごめんねー、ささみー。純ちゃん色々残念だから」

「……まあ、意外な一面ではあったな。そうか、お前はそういう奴か……」

　二人して憐れん憫びんの視線を向けてくる。なんだというんだ。

「ま、それはさておき……そうそう、籠目を呼びだした理由なんだけどな」

　私はその言葉を聞き、意識を改める。

「要するに、スカウトをしようと思ってな」

「……スカウト？」

「これ見てくれ」

　座ったまま、一枚の資料を渡わたしてくる。それを受け取って、一番最初に目に飛び込んできたのは、『来たれ雑魚ざこども！　強くなりたきゃ這はい上がれ！』という挑ちよう発はつ的にも程ほどがあるキャッチコピー的文章だった。

「……なんだこれは」

「結構いいだろ!?　個人的には傑けつ作さくだと思うんだけど！」

　キラキラと子供の様に笑え顔がおを輝かがやかせている笹宮が眩まぶしい。だが一向に意図が摑つかめなかったので、その資料をひらひらと揺ゆらしながら笹宮に訊ねた。

「だから、なんだこれは」

「いや、今度開こうと思ってるプログラム。要するに、口くち原はらや籠目にそうしたように、各地からしょっぱいグラフィティ持ってるイレイザーを招集して育て上げようと思ってさ」

「……ということは何か、これはその宣伝用のビラか何かか？」

「そういうこと！　どうよ、なかなかいい出来だろ!?　特にキャッチコピーが！」

「誰だれ一人ひとりとしてくるわけないだろう」

「そんな馬鹿なっ!?」

「だから言ったじゃないですか、笹宮室長」

　笹宮の机の隣となり──一回り小さなワークデスクでカリカリと書類の山を崩くずしていた秘書、中なか滝たきさんが呆れたようにそう言った。

「力のない方々を指して雑魚だポンコツだと呼ぶのはやめたほうがいいですよ」

「悪い意味で言ってるわけないじゃん!?　伸のびしろがあるって最高の褒ほめ言葉だよ!?」

「笹宮室長がどう思っていようと、受け取る側がそう思うかどうかは別の話です」

「くぅ……っ！」

　ぐうの音ねも出ないほどに正論を叩たたきつけられた笹宮が子供の様に唸うなって、なぜ理解されないんだ、と顔を歪ゆがめる様は見ていて少しおかしかった。

「……で、だからこれを私に見せたのには一体どういうわけがあるんだい」

「……あぁ、で、そのプログラムを開くにあたってさ、籠目に頼たのみがあるんだ」

「頼み？」

「ああ。一つ目が、使えないイレイザーを強くしましたっていうサンプルとか、見本として参加し続けてほしいこと」

「帰る」

「ああっ、待ってくれって！」

「誰だれが好き好んで雑魚代表みたいな扱あつかいを受けるんだい？」

「褒めてるんだって！　それにちゃんと戦えるようになったんだからもう雑魚じゃないだろ!?　それに籠目って第二グラフィティ取得実験の被ひ験けん者しやじゃん！　宣伝するにはうってつけの人材なんだって！」

「それを本人の前で言ってどうするんだ！」

「！　しまった!?」

　さすがに口を滑すべらせたと思ったのか、笹宮が驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。

　……昨日、私たちに指示を出していたのと本当に同一人物なのか？　迂う闊かつさと言い、発言と言い、なんだかギャップが激しすぎる。

「なんか純ちゃんとささみーって少し似てるかもね。ギャップの激し目なところとか」

「どういう意味だ、香」

　あんな奴やつと一緒にはされたくない。

　話を打ち切って出て行こうかとも思ったが──まあ、笹宮には、指導してもらった借りもある。

　気になることも言っていたし、ここで話を打ち切るのは、さすがに少し悪かった。

「まったく、サンプルだかモニターだか知らないけれど、話題づくりだけなら口原だけでも十分だろう」

「あ、いや、口原もサンプルにするけど？」

　だめだなこいつは、と思いながら、私は笹宮を見て口を開く。

「……で、二つ目の頼みというのは？」

　サンプルにしたい云うん々ぬんのことに関して、笹宮は一つ目と言っていた。ならば二つ目があるのが当然だろうと考えたまでだ。

　それを聞いた笹宮が僅わずかに口の端はしを吊つり上げて、

「そう、それが本題なんだ。単刀直入に言うけど、籠目。お前に、そのプログラムの指導役を頼みたいと思ってるんだ」

　そのセリフに、私は思わず眉まゆを動かした。

「……指導役だと？　冗じよう談だん言わないでくれ、私はお前みたいに弱い能力の活いかし方なんてわからないよ」

「それは今までのお前見てたら言われるまでもなく分かるよ」

「話はここまでだ。世話になったね笹宮、二度と話しかけないでくれ」

「ごめんごめんって！　もうちょっと待て！」

　涙なみだ目めで止めに来たので仕方なく止まる。

「──指導を頼みたいのは、体術面の話だ」

「……続けて」

「いや、今回の口原みたいに、グラフィティを使いこなすにあたって身体能力を引き上げたり、何かしら専門の技術を身に付けてもらわなきゃいけない場合もあると思うんだ。けど俺はトレーニングメニューを組めても武術とか体術とかはからっきしだからな。訓練期間にやったことの基本ぐらいしかできない」

「……それは今までの笹宮を見ていれば、何となく分かるけど」

「意い趣しゆ返がえしのつもりなら、まだまだ甘いな。あとほら、最近やたらセカンドハーフの出現が多くなってるだろ？　ここだけなのか他の支部とかもそうなのかは分からないけど、戦力を引き上げておいて損はないはずだ。だからこそ、そういう面でよりしっかりした指導ができる奴を引き込んでおきたいと思って、籠目に打だ診しんしたわけだけど……どうだ？」

　じっ、と私の目を見てくる。そこから伝わるのは、僅かな緊きん張ちよう。

　……こんな奴でも緊張するのか、と、少しばかりおかしかった。

　少しの間黙だまって考えていると、笹宮がもうひと押し、とばかりに口を開く。

「バイト代的なものも出すつもりだぞ？」

「……君のその情熱というか執しゆう念ねんというか、少しは雑魚を育てる以外のことに向ければいいだろうに」

　くくっ、と少し笑ってから、

「分かった、引き受けさせてもらうよ」

「本当かっ!?」

　緊張が弾はじけ飛び、なんか目が輝きを五割増した。

「ここで噓うそというほど私は性格悪くないよ。それに笹宮には、指導してもらった借りがある。その借りを踏ふみ倒たおすような真似まねはしないよ」

「そっか、よかったよかった……ありがとな、籠目！」

「あはは、ささみー子供みたい」

　香が隣でそう笑った瞬しゆん間かん──笹宮室で、三つのアラームが重なった。

「おっ」

「これは……」

「セカンドハーフ出現だねっ！」

「そっか、お前ら今日当番だっけ。昨日の今日で疲つかれてるなら、他の待機チームに任せてもいいんじゃないか？　俺からそう言ってもいいんだけど」

「せっかくの気き遣づかいだけどね、笹宮。それは余計なお世話というやつだよ」

「だね！　純ちゃんと円治さんとのコンビネーションも練習したいし！」

　私たちは笹宮を見て、そう言った。

『あー、このセカンドハーフ、俺たちが行かせてもらうぞ』

　通信機からもそんな、少し気だるげで、しかしわずかにやる気を覗のぞかせる、うちのリーダーの声が流れた。

　そして承しよう認にんが下りる。さあ、急ぐか！

「じゃあ、笹宮。私たちは行かせてもらう」

「ああ、気をつけてな」

「ささみー、純ちゃんのことよろしくね！」

「むしろこっちがよろしくって感じだけどな。無茶すんなよ？」

　笹宮の言葉を背に受け、笹宮室を出てから玄げん関かんへ向かって走り出す。

「行くよ、香！」

「了りよう解かい、純ちゃん！」

　玄関を蹴けって寒空の下へと飛び出す。

「お前ら、急げ！　出発するぞ！」

　煙草たばこを燻くゆらせながら待機していた円治さんと合流し、現れたグラフを撃げき退たいするべく、私たちは車に乗り込んだ。

　　　　◆◆◆

　籠目と織倉が走って出て行った後、控ひかえ目なノックの音が部屋に転がる。

「どうぞー？」

「……失礼します」

　誰だろうな、と思って返事をすると、中へ入ってきたのは口原だった。

　……昨日のアレの関係上、若じやつ干かんの照れがあるものの──とりあえず普ふ通つうに対応する。

「どうしたんだ？　今日の訓練は午後からって言ってたと思うけ、ど……」

　口原の顔を見て、思わず一いつ旦たん言葉を止めてしまい。

「ど、どうした？」

　と訊ききなおしてしまう。

　扉とびらの向こうからやってきた口原は、じっとぉー、と物もの凄すごいジト目で俺を見ていたから。

「……笹宮先せん輩ぱい、水みな瀬せ先輩からルンちゃんと呼べ、って命令されました？」

　予想外の方向からの質問に、俺は軽くこめかみに手を当てる。

「……ちょっと待て。それ、誰から聞いた？」

「新にい奈なから聞きました」

　ははあ、平ひら上かみから……っつーか平上の奴、どうやってそれを知ったんだよ!?　水瀬か？　水瀬が言いふらしたのか!?

　叫さけびだしたい衝しよう動どうに駆かられたが、遠からず知られることだからまあいいか、と諦てい念ねん混じりにため息をついて、口原の質問を肯こう定ていした。

　　　　◆◆◆

　……もしかして新奈、盗とう聴ちよう器きでも持ってるんじゃ……最初にこの話を聞いた時は、正直あたしはそう思った。

「ああ、なにを思ったか水瀬の奴、そんな命令をしてきたんだよな。おかげでこれから一生あいつのことはルンちゃんって呼ぶ羽目になっちまった」

　肩かたを竦すくめながらそんなことを言う笹宮先輩を見て、ちょっとだけ、むっとする……けど、やっぱり申し訳なくもあって。

「す、すいません、笹宮先輩。あたしが負けちゃったから……」

「気にすんなって前にも言ったろ？　まあ、でも、よかったよ。言っちゃえばあだ名で呼ぶだけみたいな感じだしな」

　変な誤解をするつもりは、ないんだけど。

　第一、笹宮先輩が水瀬先輩に「ルンちゃんと呼べ」と命令されたのは、あたしが水瀬先輩に負けたせいだし、つまりこれはあたしのせいでもある。

　笹宮先輩には罪悪感を感じこそすれ、二人の仲を勘かんぐるなんてむしろ失礼──

　と、考えていたのだけれど。

　頭じゃ、分かっているんだけれど。

　なんか、悔くやしいと思っちゃったのも、事実だったりするわけで。

　まあでも、それはさておき──今は、言うべきことがある。

「えっ、と……その、早めに来たのは、ほら、以前言ってたじゃないですか。あたしの悩なやみに答えが出たら教えてくれって」

「お、とうとう見つかったか、答えが。じゃあ──」

　笹宮先輩が続きを言おうとしたところで、中滝さんが立ちあがる。

「中滝さん？　どうしました？」

「小休きゆう憩けいです。少し疲れたので体をほぐしがてら、ジュースでも買いに行ってきます」

「……はい、いってらっしゃい」

　そのまま、中滝さんはすたすたと歩き去って出て行ってしまった。

　なにも言わないけど、気を遣つかって席を外してくれたのかもしれない──なんというか、中滝さんって、恰かつ好こういい大人だなぁ。あんな人になれるかな、あたしも。

「──さて、じゃあ改めて。答えを聞かせてもらおうか、口原？」

　微び笑しようを浮うかべて、笹宮先輩が訊いてきた。

　その質問に、あたしは──

「……そもそも、悩んでいる内に何に悩んでいたのかが分からなくなってきました」

　と、言う。笹宮先輩は笑え顔がおのまま、無言。

「それで、原点に立ち返ってみたんですけど……そもそもは、籠目先輩がグラフを殺すため──復ふく讐しゆうのために強さを求めているって聞いて、悩み始めたんですよね」

　確固たる戦う理由。

　背負っているものの重みが、あたしとは全く違ちがった。

「そんな人が本気でグラフと戦う力を得ようとしているのに、あたしは、自分なんかのために力を求めていていいのかって、思ったんです」

　家族が被ひ害がいにあったわけでも、友達が死んだわけでもなく。

　自分自身を変えたい、それだけで籠目先輩と同じ場所に立っている自分は、本当は場違いなんじゃないかと。

「けど、水瀬先輩の言葉が、あたしの迷いをばっさり切り捨てました」

　──究極的には、自分のためだ。

　水瀬先輩の言葉はいつも通りに傲ごう慢まんで、自己中で、天てん上じよう天てん下げで唯ゆい我が独どく尊そんで──だけど、きっと、それも本質を外してはいないから。

「誰だれかを救いたいと思うのも、誰かの復讐のために戦うのも、仕事をしてお金を稼かせぐのでも──結果として全すべてが自分のためになっちゃうなら、力を、強さを求める理由に、是ぜ非ひも上下も、ないはずなんです」

　ここにたどり着くまでに、随ずい分ぶんと遠回りをしてしまった気がしたけど。

　答えへの道が、ようやくここで見えてきた。

「だからあたしが力を、強さを求める理由は、自分自身が強くなりたいためで、いいんです。だって──強いって、すごく恰好いいから！」

　子供みたいな理由ではある。ただ、他の人にどんな理由があろうとも、あたしはその人たちと肩を並べて、笹宮先輩の下で教えを乞こうことに、罪悪感はもう感じない。

「……けど、少なくとも伸のばした力は──手に入れた強さは、誰かのために使いたいと思っています」

　仲間を助けるためには──助け合うためには、力が必要不可欠だ。

　手に入れた戦い方、強さは、一いつ緒しよに戦う仲間を助けるために使う。

　それが、最終的には一いつ般ぱんの人たちを救うことにも繫つながるから。

「……これが、あたしの答えなんですけど……どう、ですか？」

　笹宮先輩を上うわ目め遣づかいに見ると、にっ、と笹宮先輩は笑顔を見せる。

「いいんじゃないか？　お前なりの答えが出たんなら、それを胸を張って誰にでも言ってやったらいい。でもはっきり言えるようになったあたり、成長したなって思うよ」

　笹宮先輩は椅い子すに腰こしかける。

「理由はどうあれ、迷いのある奴やつは危あやうくて、迷いのない奴ってのは強いもんだ。で、口原は今自分の迷いを一つ、消すことに成功した。口原はまだまだ、伸びそうだな──教える側としては、この先が楽しみで仕方ないよ」

　笹宮先輩のそんな言葉に、あたしはほっと胸を撫なで下ろし──そういえば、と訊たずね返す。

「笹宮先輩、あたしが答えを見つけたら笹宮先輩の答えも聞かせてくれるって言ってましたよね？」

　笹宮先輩は、何のために戦うのか。その答えを。

「今なら、その理由──訊いてもいいですか？」

「もちろんだ──とはいっても、まあ、そんな大した理由じゃない。これだけぶち抜ぬけたグラフィティ持ってるわけだし、結構やばい状じよう況きようにあるやつでも、助けることができる。だったら助けに行くよ──これは〈七式セブンス・アクター〉持ってる俺の、義務みたいなもんだからな」

　手の届く場所にいる奴を見捨てることほど、後味の悪いことはない──と締しめた後に、あたしはかねてからの疑問を訊ねる。

「……じゃあ第二グラフィティ取得実験で〈七式セブンス・アクター〉を弱体化させないのは……」

「……少しだけ、そうしてやろうかって思ったこともあるけど、それは違うよ。これだけぶっ飛んでるグラフィティは、俺の一存で弱めていいものじゃない。そのまま明け渡わたせるんなら別だけど。それに、〈七式セブンス・アクター〉のおかげで助けられる奴らもいるからな」

　ただし、と笹宮先輩は付け加える。

「俺がどうにもできないことまで勝手に責任を負うのは、まあ、やめるつもりだ──トップに立ってるっていっても、できないことはできない。そうやって割り切ることも考えないと、体よりも先に精神が潰つぶれるからな。そういう意味じゃ、口原には教えられたって言うか──助けられたよ、ほんとに」

「うぁ、あ、あれは、あの時は、その……」

「あんまり気にすんな。恥はずかしいのは俺も一緒だからな」

　笹宮先輩が苦笑する。……あたしの人生最大の黒歴史からまだ一日と経たってないから、正直超ちよう恥はずかしい。顔が真っ赤に染まっていく。

　それから笹宮先輩は一いつ拍ぱく置いて、

「だから何のために戦ってるかって言われると、基本的には誰かのためだから──お前と同じ、って答えることになるかな？　はは、何かと気が合うのかもな、俺たち」

「……っ！」

　その言葉に、そして笹宮先輩が向けた笑顔に、どきっ、と胸が静かに高鳴る。

　──本当は、自分の感情には、気づきかけている。

　……だけど、笹宮先輩は師し匠しようで、あたしは弟で子し。

　それ以上の関係性を持ち込もうとすることは、笹宮先輩に失礼な気がするから。

　苦手なフリをして、気づかないフリをして、今はまだ、一番弟子として頑がん張ばろう。

　──でもさっきの笑顔を見て、さっきの言葉を聞かされて。

　あたしの感情が、ほんの少しだけ、爆ばく発はつした。

「あっ、あのっ！」

「ぅおっ、どうした？　いきなり」

　いきなり大きな声を出しちゃったあたしに肩を跳はねさせながら、笹宮先輩が応じる。

　……い、言うなら今、言うなら今しかない……っ！

「そ、そ、その、ですね──」

　緊きん張ちようして舌が震ふるえる。ちゃんと、言えるだろうか。

　いや、言わなきゃだめだ。二人っきりの今しか、こんなこと絶対言えないから。

「あ、あたし──」

　今はまだ、一番弟子として頑張るけど。

　──このぐらいは、いいよね？

「さ、笹宮先せん輩ぱいっ！」

「な、なんだ？」

　面食らったように目を丸くする笹宮先輩へ、両手の拳こぶしをぎゅっと握にぎって、あたしは一気にまくしたてた。




「あ、あたしのこてゃっ、ことはっ、こ、琴こと音ねって、呼んでもりゃえませんか!?　そぇと、笹宮っ、先輩のこと、し、銀しろがね先輩って呼んでもいいですくぁっ!?」




　…………。

　嚙かみまくったぁーっ！

　沈ちん黙もくが支配する笹宮室の中、あたしは内心頭を抱かかえる。

　ちょ、つ、伝わったんだよね今の!?　要点はちゃんと嚙まずに言えたよね!?　っていうかいきなり何言ってんだこいつとかって思われてたらどうしよう!?　下の名前で呼びあいたいとか、いやだって水瀬先せん輩ぱいが『ルンちゃん』って呼ばれるようになっちゃったからちょっと距きよ離りが縮んだみたいで羨うらやましいとか思ってないもんほんとだもん！　でもこれ冷静に考えたら変な要求な気がしなくも──

　固まったまま顔だけがどんどん赤くなり、沈黙の中頭がパニックに陥おちいりかかったその寸前、笹宮先輩がぷっ、と噴ふき出した。

「ぅぇあ……あ、いや、い、いやなら、全然、気にしなくても……」

　さーっと全身の血の気が引いていくような恐きよう怖ふ。心臓がチクチクと痛かった。

「──いや」

　笹宮先輩は笑って、言う。

「分かったよ、琴音。これからもよろしくな」

「……っ！」

　ぞわっと。

　全身の毛が逆立ったんじゃないかって思うほどに、体中が熱くなる。

　引いていった血の気が、津つ波なみのように押し寄せてきて、あわわ、とあたしはパニック状態。頰ほおが緩ゆるみそうなのを、顔を手で覆おおって隠かくした。

　……水瀬先輩も、ルンちゃんって呼ばれたときはこんな感じだったのかな。

「こっ……こちらこそ、よろしく、お願いします……し、銀、先輩」

　体の中で、気き恥はずかしさの爆ばく弾だんが爆発したように、顔が真っ赤になっていく。

「そ、それじゃあ、失礼しまっ──」

　言いながら、扉とびらを開く。

「あっ」

「あ？」

　そこには、明らかに扉に耳を当てていたであろう新奈の姿が──

「な、な、何やってんのよ新奈ぁっ！」

「あはは、琴ちゃん、こんなところで奇き遇ぐうだね？」

　すくっと立ち上がって、いけしゃあしゃあとそんなことを言う新奈の後ろには、やれやれと言いたげな包帯だらけの壱いち彦ひこ先輩と、珍めずらしく雪ゆき子こさんも一緒にいる。

「め……珍しいですね、雪子さんがいるなんて」

「さすがに外は寒かったんだと」

　こくこく、と雪子さんが頷うなずく。

　その直後、笹宮室へと突とつ貫かんしてくる人ひと影かげを見て、銀先輩が顔をしかめた。

「げ、今日も来たのかお前」

「お前だと？　貴様私の名前も忘れたか、笹宮？」

「あーもーわかってるっつーの、おはよう、ルンちゃん」

「ふふ、ふふふっ！　ああおはよう！　今日もいい天気だな笹宮！」

「吹雪ふぶきがいい天気って、お前も結構な強つわ者ものだな？」

　今日もって……まさか、最近毎日銀先輩に会いに来てるってことなのかな？

　普ふ段だんじゃあり得ないぐらい頰を緩めた水瀬先輩を見て思う。これは……ちょっと、色々負けてられないかな？

「やっほー、銀くん。今日の口原ちゃんの訓練で使う資料持ってきたよー……って、どうしたがけ、えらい人集まっとっぜ？」

　資料片手に姿を見せたのは、バーテンダーの衣い装しように白衣を合わせたみよりさん。

　こうなったら、とあたしは混こん沌とんとしてきた笹宮室の中、銀先輩の手を取って、部屋の外へと引っ張る。心の内側の熱が暴走するような感じ。こうなったら、自分で止めるなんてできないから、もうこの流れに身を任せる。

「うお、どうした!?」

「訓練、今からお願いします！」

「だからどうしたいきなり!?」

「どうしても、です！」

　入り口を抜ける間ま際ぎわに、みよりさんの手も取って走り出す。

「あたしはまだまだ、強くならなくちゃいけないですから！　だから、これからもずっと、ずーっと、よろしくお願いします！　銀先輩！　みよりさん！」

「ウチはいいがやけど、銀くんは？　仕事あるんじゃないがけ？」

「っははっ、オッケーですよ、もういいや！　このまま訓練室まで行くか、琴音！」

　後ろから、皆みなが追いかけてくる。それを知った次の瞬しゆん間かん、銀先輩を引っ張っていたはずのあたしが、逆に銀先輩に引っ張られていた。握っている手の温ぬくもりが、じわりと体に溶とけていく。

　──今はまだ、引っ張られていていい。

　けどいつか、銀先輩を引っ張れるぐらいに強くなれたら。

　弟子を卒業したその時には、この想おもいを伝えよう。

　遥はるか彼方かなたの師匠へ向かって、少しずつでも──いや、違ちがう。

　あたしの場合は。

　──三センチずつでも、突つき進むから！








あとがき









　──一巻を読み終えた母に言われました。

「ねぇ、ちょっと気になるとこあるんやけど」

　なんだろう、何か矛む盾じゆん点でもあったかな──とドキドキしていると、一巻終しゆう盤ばんを指して、

「ここの『奢りだきますから』って言い方、おかしくない？」

　……えっ。

「いや、これって『出してやる』っていうんが訛なまって『だいてやる』になるはずやし、だからこんな使い方したいんなら『奢ってだいてあげますから』みたいになるんじゃないがけ？　他のとこに住んどる人は分からんと思うけど、富山の人は気になるかもね」

　…………。

　はい、地元の言葉でも迂う闊かつに使えないなあと猛もう省せいしました、泣きたいけれど鳴かないヒグラシ、日ひ暮ぐらし晶あきらでございます。ちょっと勉強し直してくるんで許してください県民の皆みな様さま。

　いや自分のことはさておいて。

『災さい厄やく戦線のオーバーロード』二巻、新キャラも出てきてますます混こん沌とんとしてますがお楽しみいただけたでしょうか。……え、読み辛づらい？　それは仕様なんでどうしようもな……あぁっ、冗じよう談だんです！　すいませんすいませんお願いですから棚たなには戻もどさないでください！

　えー、ちょっと裏話をぶっちゃけますと、二巻では視点変へん更こうの時名前でも入れる？　等と担当さんと話していたんですけど、一巻で何も入れなかったからこのままいきましょう！　と自分が半ばゴリ押ししたんですよね。結果として読み辛くなったかもしれませんが、あとがきから読む方々は、とりあえず今巻までお付き合いいただければと思います。

　銀しろがねと琴こと音ねの二人は、少しだけ前に進みました。他のキャラの方が動いてる印象ありますけど、やっぱり主人公とヒロインが共に前に進んだのは、作者的には喜ばしいです。

　さて、うっかりページを埋うめる前に謝辞に参ろうかと。

　まずは、今回ややこしい注文だったにもかかわらず、さらりとこちらの予想以上の表紙を仕上げてくださったしらび様。設定段階から的確なツッコミで話の軌き道どう修正をしてくださった担当さん。そして校正さんや書店員さんなど、この本の製作に関わってくださった全ての皆様、本当にありがとうございます。

　最後に、オーバーロードにお付き合いいただいた、読者の皆様へ。

　ありがとうございます。もうほんと、それだけです。

　ではでは自分はこのあたりで。縁えんがあれば、次の作品でお会いしましょう。
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